




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　生まれる前のことを、ぼんやり覚えている。

　固い種の中にいたこと。そこはほの暗くて、温かくて、安全で。でもいつかは出てゆかねばならないことを、彼女は知っていた。

　天に選ばれた日。柔やわらかな光で目が覚め、そして、告げられた。

　地に降りなさいと。

　あなたの王に会いなさいと。




　巡めぐり合えるかしら。

　春の風に乗って。




　綿毛の落らつ下か傘さんをふわりと開き、彼女は旅立った。

　そう、彼女は花だけれど、空を飛べるのだ。
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　その昔、天は地上に庭を作ろうと考え、花の仙せん人にんたちを地上へと送った。

　花か仙せんたちは自分の住まいを定めると、人間の中から代表としてそれぞれ一人の庭師を選び、自らの力を分け与あたえ、各おの々おのの花か壇だんを整え始めた。庭師が死ぬと花仙も死んだが、すぐに次の花仙が生まれてまた別の庭師を選び、彼らの花壇を拡大していった。これが国の興おこりである。

　王は天の庭師であると同時に、花仙の苗なえ床どこ。花仙は王がいないと生きられないし、王が死ねば自分も死んでしまう。王と花仙とは一いち蓮れん托たく生しようなのだ。

　けれど、花仙がいったいどうやって自分の王を選ぶのか……何がしかの天てん啓けいがあるのか、運命がそうさせるのか、実を言うと花仙たち本人ですら、よく知らないのだった。
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　世界の中央にどっかり横たわる、亜あ煌こう帝てい国こくは自他共に認める最強の大国である。

　しかし、帝国とは名ばかりで、実際は四つ巴どもえの内乱中。東西南北四つの州のそれぞれに王と花仙がおり、覇は権けんを争っている。

　その四州のうち、北州──通つう称しよう、北ほく煌こう。

　二日前、長らく在位だった淑しゆく仁じん王おうが崩ほう御ぎよした。老ろう衰すいだった。争いを好まず、民たみに愛され、南なん煌こうの侵しん略りやく王・恭きよう昇しようの脅きよう威いもものともしない好こう々こう爺やとして有名だった。

　国中に弔ちよう旗きが掲かかげられる中、恐おそれ多くも金色の吹ふき流しが翻ひるがえる場所が、一つ。

　名を迎げい花か廟びよう。花仙の生まれる場所である。

　花仙が選んだ王は、天が選んだも同じこと。王が民に殺されることなどあれば、天は激げき怒どし、その国を草一本生えぬ死地にしてしまうという。その代わり、王が悪政を敷しいたならば、天はその国に二度と新しい花仙を送らない。花仙が生まれなければ王も選ばれず、王のいない国は結局死地になる。どんなに栄えい華がを誇ほこった国でも、王がいなくなれば亡ほろびる。天は手厳しいのだ。

　ゆえに、王が大往生し、その直後に次の花仙が生まれることは、国が天に存続を認められたという寿ことほぎの証あかしでもあるのである。




　迎花廟。そこは立ち入りが厳しく制限された聖域。

　人里離はなれた場所にある、すっきりとした白い石造りの建物で、飾かざり気はほとんどなく、普ふ段だんは森の中に埋うもれている。王の崩御と共に金の吹き流しが掲げられると、水鏡をたたえた小さな室へやはすみやかに掃はき清められ、一昼夜無人となる。新しい花仙を迎むかえるために。

　花仙とは人ならざる存在。初めから成人の姿で生まれ、歳を取らず、王の命に根を張って生きる。特別な能力を持ち、一生をもって王を支えるという。

「そろそろかしら」

　閉とざされた扉とびらの外、王宮から派は遣けんされてきた女によ官かんたちは、『北煌』の飾り文字が刺し繡しゆうされた上等な絹の御お包くるみを手に、今か今かと、そのときを待っていた。

「次の花仙はどんな花なのかしらね」

　花仙はそれぞれの花の性質に合った場所でしか生きられない。気候が厳しく、土の瘦やせた国ならば、咲さく花はおのずと限られ、自然、代々決まった種類の花仙が生まれる。逆に花にとって恵めぐまれた環かん境きようであれば、それだけ様々な種類の花仙が生まれる。ここ北煌では、その穏おだやかな気候と豊かな土ど壌じようを誇るように、代だい替がわりのたびに違ちがった種類の花仙が生まれてきた。

　女官たちが浮うき足あし立だつのも仕方がない。王の代替わりなど、人生でそう何度もある機会ではないのだし、まだ見ぬ新王のそばにどんな色が添そえられるのか予想し合うのも一興。長らく平和の続いたこの国では、新王の登極に際しても緊きん張ちようというよりは歓かん迎げいの雰ふん囲い気き、宴うたげを待つ感覚に近かった。

「お出ましになるわよ」

　誰だれかの一言で、皆みな一いつ斉せいに口をつぐみ、頭こうべを低く垂れて拱きよう手しゆする。

　白い石の扉が、重い音を立てて開いた。明るい光が零こぼれ、その人の影かげを長く廊ろう下かに落とす。

　ひた、と、柔らかい足音。

　女官たちの前に、一糸纏まとわぬ姿で現れたのは……、色の薄うすいふわふわした髪かみの毛に橙だいだい色いろの目をした、頼たよりなさそうな少女だった。

　そして、彼女がその細い指に握にぎっていたのは、

「……蒲公英たんぽぽ」

　皆が目を丸くし、視線を交かわし合った。大方の予想は外れたわけだ。

　年かさの女官が慌あわてて彼女に近づき、遠えん慮りよがちに御包みを広げる。

「歓迎いたしますわ」

　くしゅん。

　蒲公英の花仙がくしゃみをすると、どこからかぽぽんと、綿毛が浮うかんだ。
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「……花仙殿どの？」

　室は薄うす暗ぐらかった。播はん莉り々りは、眉まゆをひそめつつ、その室に一歩踏ふみ入った。彼女は蒲公英仙の側そば仕づかえとして派遣された女性で、年のころは三十代半ば。怪け訝げんな表情のまま、室の隅すみに向け、もう一度声をかける。

「花仙殿、そこで何をしてらっしゃるのです？」

「人生を憂うれいてるの」

　未いまだ名を持たない蒲公英仙は、短く答えた。膝ひざを抱かかえて室の隅に縮こまり、どよんとした雰囲気を全身に纏って、指先で壁かべに見えない丸を描えがいている。

　莉々は呆あきれたようにため息をついた。

「生後二日じゃ人生を憂うには若すぎますよ」

「自分を嫌きらいになるのに一日あれば十分でしょ」

　覇は気きのない声で答える蒲公英。莉々は持ってきた燭しよく台だいを机の上に置いた。

「いったいどうしたのです」

「どうしたもこうしたもない……」

　蒲公英は頭を抱えた。明るい色の髪に、ところどころ、白い綿毛が絡からまっていた。

　花仙にはそれぞれ特別な力がある。たとえば、瑞ずい湖こ国こくの睡すい蓮れん仙は予知夢を見るし、南煌の水すい仙せん仙は身体からだから毒を出すという。そして蒲公英仙の能力といえば……、

「綿毛」

　蒲公英の綿毛は小さくて軽い。無風に近い状態でも、軽々と遠くまで飛んでいく。白い冠かん毛もうを広げ、気づかないうちに誰かの髪や衣服にくっついて、もっと遠くへ。

　ただ、どんなに離はなれていても、綿毛は蒲公英の一部。

　種は、拾って、届けるのだ。

　声を。

「要するに、遠耳の能力ということですか」

　莉々が確かく認にんする。蒲公英は答えの代わりに耳を塞ふさいだ。無意味だって分かっているけれど。

『正直言って、まさか蒲公英だとは思わなかったわ』

『ずいぶんパッとしない花ね』

『こう言っちゃなんだけど、地味』

　こだまのように、頭の中に浮かんでは消える言葉たち。これが彼女の妄もう想そうではなくて、今どこかで本当に交わされている会話だということを、彼女は知っている。

　遠くの声が聞こえる。望むと望まざるとにかかわらず。

　これが、蒲公英仙の能力なのだ。

　くしゃみをするたびに綿毛を撒まき散らし、その綿毛が途と切ぎれ途切れに拾う女官たちの声を聞いては、暗い気持ちになる。蒲公英本人の前では決して口にしないような本音を、盗ぬすみ聞きしてしまうから。みんなが自分のことを本当はどう思っているのか、分かってしまうから。

　綿毛は一日もすれば萎しおれて消えてしまうけれど、この力のおかげで蒲公英は四六時中落ち着かず、迎花廟で二日過ごす間に、すっかり弱気になっていた。

（だって、よりにもよって、北煌）

　土地の歴史は土が記き憶おくしている。花仙は先代の記憶を継つぐのだ。

　だから蒲公英は知っている。なんといっても、ここは北煌。鉱山資源と北方との交易とで安定した経済力を武器に、有り余る余よ裕ゆうで文化を成熟させてきた芸術の都だ。国民は美を重んじ、風ふう雅がを愛する。分かりやすく言えば、派手好きで飾りたがり屋だ。

　ことさら華か美びなのは、花か仙せんもまた同じこと。先代の花仙は牡ぼ丹たん、その前は百ゆ合り、菊きく、薔ば薇らに芙ふ蓉よう……芸術の都の名に恥はじぬ、鮮あざやかで派手な花が代々咲いてきた土地なのである。

　それなのに、彼女は、蒲公英。

（そりゃ、がっかりするよね）

　みんな、表立っては言わないけれど。

『だって蒲公英って、ねえ』

『あまりにも素そ朴ぼくというか……分かるでしょ』

『言ってみれば、雑草、ですもの』

　国の成立以来、蒲公英仙が生まれたのは初めてだ。大げさに言えば、前ぜん代だい未み聞もん。

　しゅんとなる蒲公英の肩かたに、莉々は薄い毛布を掛かける。春の息い吹ぶきを感じるころとはいえ、夜はまだまだ冷える。

「莉々も、私が蒲公英だからがっかりしてる？」

「そんなことはありませんよ。貴方あなたはちょっと頼りなくて意い気く地じなしで卑ひ屈くつなだけ」

「莉々、慰なぐさめになってないわ」

　蒲公英はぐったりして、宙を仰あおぐ。

「そんなにお嫌いやなら、むやみに綿毛を飛ばすのをおやめなさいませ」

「そう言われても……くしゃみは止められないじゃない！」

　誰も好き好んで自分の悪口を聞いているわけじゃないのだ。

「莉々、どうすればくしゃみを止められるか知らない？」

　莉々の属する播家は特別な家系だ。種まきという意味の名をもつ彼らは、どの国にも属さず、どの勢力にも与くみしない。彼らはただただ、新しく生まれた花仙と王の世話をするために存在する。どういうわけだか、花仙が生まれればすぐに居場所を突つき止め、あれこれ面めん倒どうを見るため馳はせ参じるのだという。

　そんな播家の一員である莉々なら、蒲公英仙の能力についても詳くわしく知っているかもしれないと思ったのだが……、

「さあ、他国では過去に蒲公英仙の生まれた例もあるようですが、ずいぶん昔の記録で、詳しいことまでは分かりかねます」

　期待したほどの答えは得られなかった。

「そもそも、花仙の能力は国の重要な情報ですから。詳しよう細さいについては厳重に秘ひ匿とくする国もあります。我々播家がお世話をするのはあくまで最初だけであって、その後どう使うかは王によりけりとしか」

　この力をどう使うか……。今のところ自信喪そう失しつにしか役立っていない。

「どうして天は私にこんな力与あたえたのかしら。どんどん自分が嫌いになるみたい」

「しっかりなさい」

　また自己嫌けん悪おの闇やみの中に戻もどろうとする蒲公英たんぽぽ。莉々の声が現実に引き戻した。

「誰だれがどう言おうと、貴方はこの国の花仙なのです。まずはご自分の使命を果たさなくては」

「使命……」

　王を選べ。

　まだ種だったころから、花仙の血に刻まれた天命。

　けれど。

　蒲公英は顔を上げ、大きな瞳ひとみで莉々を見上げた。

「……王って、どうやったら分かるの？」

「私が知るはずがないでしょう」

　即そく答とうされ、蒲公英はむくれる。

「考えなくても分かるものだと思ってた。生まれたらすぐに、この人のために生きるんだって」

「それは花仙によってばらばらですわね。この人と決めて生まれてくる花仙もいれば、ぎりぎりまで王を見つけられず、悩なやむ花仙も」

　莉々は小さな石のついた額飾かざりに触ふれた。彼女の歳だと、三年前の瑞の明めい遠えん王即そく位い、二十年前の南煌の恭昇王即位も覚えているだろう。

「でも結局はお決めになります。たぶんそれが天命というものなのでしょう」

　なんといっても、王に根を下ろさなければ、花仙は生きてゆけないのだから。王を見つけられなければ、花仙の寿じゆ命みようはたかだかひと月と言われている。

「王を選び、契けい約やくを」

　花仙が王を見み出いだし、王が花仙に真名を与えて初めて、契約が成立する。それまで彼女は根無し草、名無しのままだ。

「ああ……気が重い……誰か他ほかの人に決めてもらいたい」

「いいえ、貴方が決めなければなりません。貴方にしか決められないのです」

　莉々は背筋を伸のばし、窓の外を眺ながめた。遠く、その視線の先。

「王都に参りましょう。話はそれからですわ」
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　亜煌帝てい国こくの領土は、大おお雑ざつ把ぱに言うと東西に長い長方形だ。その長方形に二本の対角線を引き、四つに州に仕切ったとき、北の四分の一を占しめるのが、ここ北煌。つまり北煌は、南に細った三角形のような形をしている。

　その三角形の中央やや南寄りに、北煌の王都・渼び連れんはあった。

　渼連は、先々代の王の時代に大規模に整備された計画都市だ。太い十字路を中心に、碁ご盤ばん目め状の規き矩く正しい街並みが美しい。蒲公英は輿こしの窓から外の景色を興きよう味み津しん々しんで眺めた。

　渼連には裕ゆう福ふくな商人が多く、築つき山やまや池、花園をしつらえた大きな邸てい宅たくが多いという。なるほど、どの建物も立派な大門を構え、門がまちは白い石材、柱には雲形や巻き草などの繊せん細さいな装そう飾しよくが施ほどこされている。それも、ただ豪ごう華かなだけではなく、街かい道どう沿いは景観を損そこなわないよう、地区ごとに建物の外観を揃そろえてある。絵巻物のように滑なめらかに流れてゆく景色に蒲公英が熱中できるのは、輿の揺ゆれが少ないからこそ。ここまで美しく舗ほ装そうされた道路は世界でも珍めずらしいということを、彼女はまだ知らない。

　渼連の外がい壁へきは二重になっていて、内側を旧市街、外側を新市街と呼んでいた。旧市街は六つの区に分かれており、六区のちょうど中央に、王城・六ろつ華か城があった。

　六華城を訪おとずれる者は皆みな、初めは拍ひよう子し抜ぬけする。他国の壮そう麗れいな王城に比べ、比ひ較かく的てき狭せまく思えるからだ。しかしこれは大きな間ま違ちがいである。

　裕福な国なのに城が小さく見えるのは、城の中に後宮がないからだ。六華城は六つの門を構えた独特の造りをしており、旧市街の六区に一つずつ、合計六つの離り宮きゆうを持つのである。つまり、六つの区に分かたれた、渼連旧市街全体こそが、六華城という一つの城なのだ。

　六華城に後宮はない。つまり六華城には王以外の王族の居住区がなく、行政機能しか持たない。それなのに……、

「すごい」

　蒲公英は思わず呟つぶやいた。

　梁はりや棟むねには彫ちよう刻こくや彩さい画がが隙すき間まなく施され、屋内は水すい墨ぼく画がや書で満たされている。それだけでなく、感かん触しよくの良い絨じゆう毯たん、極ごく彩さい色しきの花か瓶びん、桐きりの家具や官かん吏りの衣服に至るまで……、当たり前のようにそこにあるもの一つ一つが、よく見れば一級の美術品。画が廊ろうもかくやという華はな々ばなしさだ。

　目移りして歩みもゆっくりになる蒲公英だが、それにしても、どこを見ても目の休まる間がないというか、要するに、

「ものすごく派手だわ」

「当然でしょう、ここは北煌ですよ」

　莉々はさらりと言い、蒲公英を手招く。

「花仙殿どの、こちらです」

　通されたのは、庭に面した開放的な広間だった。朱しゆ塗ぬりの柱に沿って上を振ふり仰げば、格こう子し状に走った梁の間に、鮮やかな天てん井じよう画がが描えがかれている。牡丹、百合、菊、薔薇に芙蓉……。

（代々の花仙の花だわ）

　華やかな大輪の花々に見下ろされ、蒲公英は身も細る思いがした。なにせ自分は前代未聞の雑草花か仙せん。先代たちの中に自分が仲間入りする余地など、微み塵じんもない気がする。

「花仙殿」

　莉々に小こ突づかれ、蒲公英はようやく視線を下ろす。広間に集まり、彼女を待っていたのは、北煌の王族たちだった。蒲公英は立派な椅い子すに坐らせられるが、ずらりと拱きよう手しゆする人々に囲まれて居い心ごこ地ちがいいとは言えず、立っている方がいくらか気が楽なくらいだった。

「お初にお目にかかります、花仙殿。此度のご降誕、心よりお慶よろこびを申し上げます」

　官吏と思おぼしき男性が重々しく言った。

「亜煌帝国北州が王家六門、ご集合なさっておいでです」

「王家、六門……」

　北煌の王族には、古くより名門の六家があって、王家六門と呼ばれている。古こ墨ぼく一門、瑠る璃り一門、緑ろく青しよう一門、辰しん砂しや一門、雄ゆう黄おう一門、鉛えん白ぱく一門。渼連旧市街の六つの離宮に住まう彼らは、それぞれの宮のある区を代々治めてきた。六門は王都の外にもそれぞれ広大な領地を保有しているため、北煌の民は実質六つの勢力に分かれていると言っても過言ではない。

　北煌の王は、古来六門のいずれかから選ばれてきた。王になると出自の一門を抜ぬけることになっているが、王を輩はい出しゆつすることは当然、一門の誇ほこりであり、しかも花仙が選ぶ以上、王になる可能性は王族全員に平等にあるとあって、代だい替がわりは名めい誉よを賭かけた戦いになるのである。

『一番可能性の高いのは古墨公の叡えい春しゆん太子。先王の実子で齢よわい二十二……適てき齢れいだわ』

『いやいや、年ねん齢れいは関係ない。先王は緑青一門出身だ。緑青公……先王の弟君が選ばれるんじゃないか？』

『勢いで言えば、辰砂一門が一番でしょう。辰砂公は前々から女王の座を狙ねらっている』

　王都に着いてから王宮に来るまでの間に、蒲公英は十分すぎるくらい前評判を『聞いて』いた。我が慢まんしようと努めてはいるが、よりによって人前でばかりくしゃみをしてしまい、官吏や使用人たちの本心を盗ぬすみ聞きしてしまうのだ。

　それなのに、肝かん心じんの自分ときたら、誰を選んでよいやら、未いまだにさっぱり分からない。

　ひとまず王族に会ってみよう、会えば突とつ然ぜん、確信が得られるのかもしれない……と、やって来たはいいものの。

（お、多い……）

　ずらりと並ぶ王家六門は、先王の兄弟や子どもだけでもざっと二十人弱。それぞれ黒・青・緑・朱しゆ・黄・白の衣ころもを纏まとっているので、どこの一門かすぐに分かる。とはいえ、性別も年齢も様々だし、一目見ただけでは誰が王にふさわしいかなんて……。

「花仙殿は緊きん張ちようしておいでかな」

　肩かたを縮め、冷や汗あせをかきながら黙だまり込む蒲公英に、緑青一門の当主──緑青公が言った。緑青公と言えば、先王の弟。恰かつ幅ぷくのいい老人で、王になるには歳を取りすぎている気もするが、兄に似て朗ほがらかな雰ふん囲い気きだ。

（この人が次の王なのかもしれない……でも）

　確証はない。全然違ちがう人かも。

「遠えん慮りよは要いりませぬ。次の王をお教えください」

　そう続いたのは黄色の衣の雄黄公。筋骨隆りゆう々りゆうの男性だ。たくましいことは確かだが、それが王である証しよう拠こにはならないし、そもそも王の証拠って何なんだ。

（王は誰だれ？　天の、庭師は）

　蒲公英たんぽぽは頰ほおを引きつらせ、一同を見み渡わたす。……でも、

（どうしよう……分からない）

　何の天てん啓けいもない。ひらめきも、導きもない。

　煌きらびやかな六色の衣に包まれた、期待、期待、期待……。蒲公英は、でも、その期待をどこへ打ち返せばいいのか、まるで見当がつかないのだ。

「あ……の……」

　言いかけて、言葉が続かない。六門の人々はさすがに花仙の様子がおかしいことに気づき始めた。視線が集まる。蒲公英は唾つばを吞のみ、両手を握にぎりしめた。それでも、分からないものは分からない。

「花仙殿」

　深しん紅くの衣を纏まとった妖よう艶えんな美女・辰砂公が、大ぶりの耳みみ飾かざりを揺らして首を傾かしげた。

「まさか、お分かりにならないのですか？」

「あの……えっと、その」

　しどろもどろになる蒲公英。それでも、言い訳のしようがなくて。

「……すみません……分かりません」

　そう正直に答えるしかなかった。

　場に重い沈ちん黙もくが落ちる。

（ああ、もう、消えちゃいたい！）

「……おかしいとは思っていた」

　静せい寂じやくを破ったのは、瑠璃公だった。皺しわの寄った顔に、くぐもった声、切っ先みたいな鋭するどい目。ちらりと見られるだけで、蒲公英は肩を震ふるわせてしまう。

「王族の中に花か印いんを持つ者がいない。誰も王に選ばれていないということだ」

　花印とは王たる者の証あかし。王に選ばれると、身体からだのどこかに刺青いれずみのような紋もんが浮うかぶという。

「そう、なのですか？」

　蒲公英はおずおずと尋たずねた。王を選んでいない自分が訊きくのも変だが。

「実を言うと、花仙殿が到とう着ちやくなさるまでの間に、何度も確かく認にんをいたしました」

　答えたのは古墨公。漆しつ黒こくの衣に薄うすい煙けむりのような羽織を重ねた、落ち着いた風ふう貌ぼうの青年だ。一ひと重えのすっきりした目が印象的だった。彼は淡たん々たんとした調子で続けた。

「少なくともこの場に、それらしい痣あざを持つ者はおりません」

「だから、花仙殿はまだ住まいを定められていないということかと、みんなで噂うわさしておりましたの。やっぱりそうだったのですね、ふふふ」

　ふんわりと太った女性・鉛白公がおっとりと笑う。その横で、雄黄公が屈くつ強きような腕うでを組んだ。

「花仙が王を確信していないうちは、花印は浮かばないということか」

「しかし選んでもらわないことにはね」

　緑青公は困ったように丸くふくよかな指を絡からめる。

「花仙殿も、王を見つけないと死んでしまうのでしょう」

「死んで……」

　改めて言われ、急に空そら恐おそろしくなる。花仙にとって王を選ぶことは最初の仕事で、息をするくらい当然のことで……だから、こんなところで躓つまずくなんて、蒲公英自身、思ってもみなかったから。

「しかし我々にはどうしようもないこと」

　瑠璃公は眼光鋭く蒲公英を見やった。皮肉っぽく笑えみ、

「お手伝いしたいのはやまやまだが、王を決めるのはあくまでも花仙の仕事ですからな」

（あ、まずい）

「花仙殿を責めるわけではないんですよ、ただ」

（鼻が……痒かゆい）

「はっきりしてもらわねば困るんですよ。我々がと言うより、国がね」

（我慢できない！）

　くしゅん！

　蒲公英は、たまらず大きなくしゃみをした。とたん、ぽぽぽんと、綿毛が浮かぶ。空中に漂ただよう綿毛を、王族たちは迷めい惑わくそうに手で扇あおいで避よけた。

「花仙殿どの、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　莉々だけが優やさしく肩に手をかけてくれた。蒲公英は洟はなをすすり、

「大丈夫、ごめんなさい……」

　そんな蒲公英を見て、辰砂公は紅の引かれた唇くちびるを無理やり持ち上げた。

「とにもかくにも、宵よいの宴うたげまでには、何とか王をお決めくださいね」

「宵の宴って、何ですか？」

　あまりに当たり前のことを訊いてしまったのか、みな口を閉とざす。少しの間の後、古墨公が控ひかえめに教えてくれた。

「先王に別れを告げ、同時に新王を迎むかえる、盛大な宴です」

　幸い、彼は怒おこっているようには見えなかった。

「宵の宴で、新王を発表する習わしになっています」

「即そく位い式しきの前に、ですか？」

「北煌の民たみはあまり我が慢まん強づよくない。お預けにされるのを嫌きらうのです」

「はあ……」

　どうもしっかりしない花か仙せんに、六門の一同は視線を低く交かわし合う。

「宵の宴は二週間後。それまでに次の王を決めなければ、花仙殿もこの国も死ぬわけだ」

「雄ゆう黄おう公、言葉が直接的すぎますよ。花仙殿、気に病やむことはありませんからね、ふふふ」

　くしゅん。

「花仙殿が誰を選ぼうと恨うらみっこなしなんだから、遠慮しなくていいのよ」

　くしゅん。

「ゆっくり時間をかけて選ぶことですな。急せかすつもりはありません」

　くしゅん！

　王族たちはまだ何か話したそうにしているが、蒲公英は我慢ならず、立ち上がった。

「花仙殿？」

　莉々が引き留めるが、蒲公英はもうこの場にいたくなかった。綿毛が飛び散って部屋中に舞まっている。これ以上くしゃみが続くと、王宮の中に真っ白な雪原を作り出してしまいそうだ。

「すみません、どうしてもくしゃみが止まらなくて……失礼します！」

　途と切ぎれ途切れにそれだけ言うと、蒲公英は広間から駆かけ出した。
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　当てがあるわけでもないのに、蒲公英は走った。小規模とはいえ、城は城。そこらの家とはわけが違ちがう。磨みがき上げられた長い廊ろう下かは、走っても走っても終わりが見えない。王族を世話する女によ官かんがいないだけ、人が少ないのは事実のようだが。

　ようやく曲がり角になった。欄らん干かんの外に、花園が見える。蒲公英は助走をつけると、軽々と手すりを乗り越こえ、外へと飛び降りた。

　ふわりと衣ころもに風をはらませ、綿毛のように軽かろやかに、彼女は飛んだ。蒲公英仙は非常に身体が軽い。輿こしに乗ったとき、従者に驚おどろかれたのを覚えている。

　ところが。

「わっ！」

　運悪く、ちょうど下に人がいた。蒲公英は期せずしてその人に抱だき留められる恰かつ好こうになった。二人はもつれながら地面に倒たおれる。

「いててて……」

「すみません！　誰かいるとは思わなくて……お怪け我がはありませんか？」

　焦あせってよたよたと起き上がり、下した敷じきになった人の顔を見るや、彼女は固まった。

「……は」

「は？」

（は、派手……！）

　何よりもまず、蒲公英たんぽぽはそう思った。

　だって彼の衣といったら。柄がら物ものに柄物を合わせ、金糸銀糸の刺し繡しゆうに羽は根ね飾かざりと、装そう飾しよくの嵐あらし。肩かたにかけた羽織は明らかに女物だ。色しき彩さいの洪こう水ずいのような奇き抜ばつな衣装なのに、なぜか完かん璧ぺきに着こなせているのは、衣に負けない美び貌ぼうのおかげだろう。生き生きと太い眉まゆ、くっきりとした二重の目。一つに結ゆわえた長い黒くろ髪かみは、鬣たてがみのように背中で好き勝手跳はねている。

「星が降って来たのかと思った」

　彼は立ち上がりながらそんなことをうそぶいた後、

「おっと、結構やっちまったな」

　そう言って、左ひだり腕うでを上げた。見れば、彼の左の袖そでが鋭く引き裂さかれている。蒲公英を抱き留めた拍ひよう子しに、藪に突つっ込んでしまったらしい。

「す、すみません！　立派な服なのに！」

「いやいや、大丈夫だよ。繕つくろえば直る」

「本当にすみません……！」

「大丈夫だって」
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　手を振ふって見せる青年。破れた服の間から彼の左腕の肌はだが覗のぞいたとき、蒲公英は目を見開いた。左の手首の辺りに、赤い傷のようなものが見えたのだ。

「ん？　ああ、これは元々だよ。怪我はしてないから、安心して」

　こちらを凝ぎよう視しする彼女に、彼はくるりと手首を返してみせた。確かに出血はしておらず、元々の傷きず痕あとのようだった。

（元々……？）

　だが、そうなってくると話は別だ。

「何だい？」

「その……傷痕、最近現れたものじゃありませんか？」

　王の証あかしたる花か印いんの可能性が頭をよぎり、恐おそる恐る問う。

「どうして？」

　問い返され、蒲公英は答えあぐねた。考えてみれば、偶ぐう然ぜんぶつかっただけの、王族でもない人に、花印があるなんて……、そんなことあるわけがなかった。

「残念ながら、これは大昔に火傷やけどした痕だよ。子どものころにね」

「そうでしたか」

　子どものころ、ということは、どちらにしろ花印ではなかったわけだ。それにしても、初対面の相手に傷のことを訊きくなんて、失礼だった。

「すみません。ぶつかっておいて不ぶ躾しつけな真ま似ねを。衣のことも……」

「いや」

　彼の方はからりとした笑えみで、

「案外この方がいいかもしれんよ。裏の生き地じが見えて洒落しやれてると言えなくもない」

　なんて、驚くほど前向きな発言をする。

「だいたい、こんなところにいた俺も悪いよ。すまなかったな」

　煌きらびやかな衣装についた土を払はらう彼に、蒲公英は興味本位で尋たずねる。

「……ここで何をしてらっしゃったんです？」

　だいたいこの人はいったい何者なのだろう。官かん吏りには見えないし……、この独特の美的感覚、ひょっとして芸術家だろうか。

　彼は振り向き、花園の方を眺ながめた。

「ここは静かで落ち着くからね。思し索さくにふけるにはぴったりだ」

　蒲公英もつられて花園の方に視線を遣やった。葉は牡ぼ丹たんに木もく春しゆん菊ぎく、待まつ雪ゆき草そうに福ふく寿じゆ草そう……早春の寄せ植えはどちらかというと華はなやかさには欠けるが、とかく派手な六華城にあっては、確かにこれくらい質素なほうが心が休まる気もした。

　彼は軽くため息をついた。

「考えていたんだ……」

　そして真しん剣けんなまなざしで、

「……昼飯、何を食おうかってことを」

「あ、変な人だ」

「君、心の声が漏もれてるぞ」

　彼は腕うでを組むと、芝しば居いがかって踵きびすを返し、蒲公英に向き直った。

「何を隠かくそう、久方ぶりの王都なのだ。初めに口に入れるものは厳選したい……名物の羊肉の羹あつものか？　豚ぶたの角かく煮にか？　甘い芋いも餅もちも捨てがたい。いや、やっぱり麵めんだな。麵にしよう」

「あの、もう行っても？」

　立ち去ろうとする蒲公英をよそに、彼はのんびりと石の長なが椅い子すに腰こしかける。

「まあお坐すわりよ。落ち着いて話そう」

「はあ……」

　話すって、いったい何を？　疑問に思いつつも、蒲公英は一応指示された通り、彼の隣となりに腰かけた。彼は満足そうに頷うなずくと、

「俺の名は礼れ苑おん」

　そう名乗った。変わった響ひびき。少なくとも北煌ではあまり聞かない名前だ。

　一方、未いまだ名を持たない蒲公英は、名乗り返すことができない。失礼だと思われるかしらと気を揉もむが、礼苑の方は気にしない様子で、

「王都に帰ってきたとたん、天から花か仙せんが降ってくるなんて、風ふう雅がな話じゃないか」

「え……私が花仙だって、何で知って」

「見れば分かるよ」

　礼苑は前のめりになり、蒲公英の顔を覗き込んだ。誘ゆう惑わくでもするかのような魅力的な笑み。しかし何の反応もないので、彼は笑顔のまま、

「あれ？」

　妙みような間が開いた。蒲公英はきょとんと首を傾かしげる。

「俺を迎むかえに来たんじゃないのか？」

「え？　なんでですか？」

　意味が分からない蒲公英に、彼は当然のように答えた。

「そりゃ俺が王だからだろ」

「あ、全然違いますね」

　蒲公英は即そく答とうした。とたん、礼苑の唇くちびるがへの字に歪ゆがむ。

「やだ、泣かないでくださいよ」

「泣かん！」

　言いつつも、彼は今にも泣き出しそうな顔だ。肩を落とし、ぶつぶつ言い始める。

「そうか……違ったのか……俺はてっきり……」

「なんか、その、ごめんなさい」

　この人、いったい何なんだろう……。蒲公英が戸と惑まどう一方、礼苑はがばりと顔を上げ、

「いや、仕方のないことだ。俺は負けは潔いさぎよく認める男だ」

「ものすごい速さで勝手に落ち込んで勝手に立ち直ってる……」

　礼苑は長い前まえ髪がみをかき上げ、再び蒲公英の方を向いた。

「で、誰だれなんだ？」

「え？」

「次の王だよ」

「それ……は」

　蒲公英はぐっと詰つまる。

「どうしたんだ、急に黙だまり込むなよ。まだ秘密なのか？　ん？」

　礼苑はあくまで明朗に、ぐいぐい尋ねる。それでも蒲公英が答えられないでいると、

「まさか、まだ決めてないのか？」

　彼はずばり言った。鋭するどい。

「すみません」

「謝ることじゃない。王は慎しん重ちように選ばねばな」

「すみません……」

　謝罪の言葉ばかり口にしている気がする。蒲公英たんぽぽは礼苑と目を合わせていられなくて、俯うつむいてしまった。すると、彼女があからさまに暗い雰ふん囲い気きになったのを察し、彼は突とつ然ぜん、

「え？　俺の衣ころもかい？」

「何も言ってないですけど」

「そこまで言うなら解説しないこともないが」

「だから何も言ってないですって」

　蒲公英の言葉を気にせず、礼苑は立ち上がってくるりと一周してみせた。長い羽織の裾すそがなびいて風が立ち、蒲公英の頰ほおをかすかに撫なでた。

「上着の赤を基調にして、金と黒を差し色にまとめてみた。これは東とう煌こうの伝統的な刺さし子だ。太い糸でかがる。力強くていいだろ？」

「はあ……」

「反対に、この羽織は北煌の老舗しにせのもの。見事な刺し繡しゆうだろ。触さわってみるといい。それからこの帯は、南は蘇そ赫かく連れん邦ぽうからの輸入品。あっちは湿しつ度どが高くて暑いから、麻あさが重宝されるそうだ。素そ朴ぼくな肌はだ触ざわりがなんとも爽さわやかで俺は好きだ。割合安価で丈じよう夫ぶだからこの国でも売れると思うんだがな……」

　最初こそ蒲公英を元気づけるつもりだったのかもしれないが、この青年、喋しやべり出したら止まらない。だんだんと熱が入り、気づけば完全に自分の世界だ。

（でも、なんでだろう、聞いちゃう）

　それは彼がとにかく楽しげだからだろう。自じ慢まんの着物を愛いとおしそうに紹しよう介かいする彼は、心の底から生き生きして見えた。その大切な着物を破ってしまい、やっぱり申し訳なくなる蒲公英だが、彼にかかれば、破けた上着すら、下の生地を覗のぞかせる一種の粋いきになるのだった。

「もちろん何でもかんでも全部盛りにするのは下品だが、統一感だけというのもつまらないだろ。一つにこだわらずにいろいろ取り入れてみると、案外面おも白しろい組み合わせに出会ったりして……世界が前より好きになる。もっといろいろ知りたいと思えてくる」

　熱い眼まな差ざしでそう言う礼苑に、蒲公英は思わず拍はく手しゆしていた。

「すごい。最初こそ悪い夢みたいな恰かつ好こうだと思いましたが」

「結構な毒どく舌ぜつが漏れてるぞ」

「そうやって一つ一つのこだわりを聞くと、本当に輝いて見えますね。いろいろな土地から旅してきた、色とりどりの宝石を纏まとってるみたい」

　礼苑は一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれた顔をした。

「……君は詩人だな」

「えっ、なんかその、すみません」

「いやいや、そんなに素す直なおに聞いてくれる人は珍めずらしいから」

　礼苑は笑い、再び蒲公英の隣に腰を下ろす。南方からの輸入品だという帯を撫でながら、

「北煌は古来貿易の中心として栄えてきたからね。いろんな国の文化が行き交かう。歩いているだけで楽しい、自由な街だよ」

「あなた、もしかして商人なんですか？」

「まあそんなところだ」

　彼は髪かみをがしゃがしゃやって、息を吐はいた。

「どうも最近世界はきな臭くさい。南煌の恭昇王は侵しん略りやくを推おし進めているし、東は義理堅がたいが、売られた喧けん嘩かは絶対に買う。西は日和ひより見み主義で、昨日と今日とで言うことが全然違ちがう」

　それまでの冗じよう談だんめかした調子は消え、急に真ま面じ目めな顔つきになる。不思議な人だ。

　そういえばさっき彼は、久方ぶりの王都だと言っていた。色々と旅してきたのだろうか、ずいぶん世界情勢に詳くわしいようだ。

「この分じゃ、いつ戦いくさになってもおかしくない。だのに、北煌ときたら！」

　礼苑は肩かたをすくめ、

「何が芸術立国だ、文化がなんだ……って、他国の民たみはさんざん言ってるよ」

「そうですか」

　触ふれれば爆はぜる爆ばく薬やくのような南煌から、幸いにも最も離はなれているとあって……、確かに、北煌は煌の内乱の中でも比ひ較かく的てき平へい穏おんに、芸術の春を謳おう歌かしていた。のん気な国だと思われても不思議はない。

「だが、俺はそうは思わない」

「え？」

「長い間平和を維い持じしているからこその文化だ。戦乱の世に芸術が花開くことは難しい」

　北煌の成熟した文化は、それだけの間、民が戦や飢うえと無む縁えんで生きてこられたことの裏返しでもある。長い夜を、ただ絵筆を握にぎって過ごせるのは、明日の命を心配しなくてよいからだ。

「芸術とは世界を見つめる手段だ。静かに自己と対話する道具だ。創つくり出す者も、鑑かん賞しようする者も……作品を通して、今までとは違った見方で世界と向き合うことで、より豊かに、より強く、この世界を歩いてゆけるようになる」

　真しん剣けんな瞳ひとみはきりりと鋭い光を灯ともしていた。蒲公英はその人の美しい横顔を眺ながめていた。

「ただ飢えずにいられることだけが、生きるってことじゃない。思う様芸術を謳歌できる……そういう機会を与あたえられているこの国の民を、本当に幸せだと思う」

　そこで彼は蒲公英の方を見た。

「次の王にはぜひ、そういう北煌を守ってほしいんだよ」

　蒲公英は答えられなかった。自分に選べるのだろうか、そんな王を？

「私、自信がなくて。実を言うと、分からないんです……どうやって選んだらいいのか」

「どうやってって……好きに選べばいいじゃないか。君は花仙だ。君の自由だろ」

「それができないんです」

　ただ好きに選べと言われても……彼女の選せん択たくが国の命運を左右すると思うと、足もすくむ。彼の言う通り、北煌の平へい穏おんだっていつまで持つか分からないのだ。もしかしたら蒲公英が、長く続いた平和を壊こわしてしまうのかも。

　だって、花か仙せんといっても、蒲公英は……、

『蒲公英って、雑草よ』

　人々の交かわす言葉が、ずっしりと重い石のように心の奥に沈しずみ込む。息の詰まるような思いが、底なし沼ぬまみたいにどこまでも募つのって。

「……北煌には、派手な花が似合うでしょう」

「誰が決めたんだ、そんなの」

「でもみんなはそう思ってるみたいです」

「そうなのか？　さっぱり分からんな」

　礼苑があまりにも見事に断言するので、蒲公英はちょっと笑ってしまう。すると、

「笑ったな」

「え？」

「笑った方がいい」

　彼に言われて、蒲公英は、自分がずっと笑っていなかったことに気づいた。見ず知らずの青年に気づかされるなんて、自分でも不思議だけど。

「ひょっとしたら、私、今生まれて初めて笑ったかもしれません」

「さらっとすごいことを言うな、君は」

「生後一週間なので」

「そうか。いや、それもすごいな」

　礼苑はそこで少し、声を柔やわらかくして、

「……この国は君にとって生きづらいだろうか。笑えないくらい？」

「いえ、私が弱いだけでしょう」

「そうなのかな」

　少しの間、二人は無言のまま早春の花園を眺めた。確かに、ここは考え事をするにはもってこいだ。ゆったりと静かな時間が、そよ風みたいに優やさしく二人の間を流れていった。

　彼はまた昼ご飯のことを考え始めたのかしら、と、蒲公英が思い始めたころ。

「君の選ぶ王が、そばにいて心ここ地ちよい相手だと良いな」

　のけぞって天を仰あおぎ、のしかかってくるような青空を眺めながら、礼苑はそう言った。

「そばにいて、心地よい……」

　呟つぶやく蒲公英。そんな基準で人を見たことがなかった。

　礼苑はがばりと体を起こし、濁にごりのない笑え顔がおで彼女に向き直った。

「とにかく、色んな人と話してみるといいさ。一回会ったくらいじゃ、その人の人となりは分からないだろ」

「え、ええ……」

「話しもしないうちから身構えてしまわないことだよ。王族の中にだって、案外気の合う相手がいるかもしれない」

　引っ込み思案を見み抜ぬかれ、蒲公英たんぽぽは少しきまりが悪い。でも図星だ。勇気を出して、王族ともっと近づいてみなければ。

　蒲公英は礼苑の目を見た。どこか不思議な瞳だった。砂すな粒つぶのような星を散らした夜空みたいな、きらきら輝かがやく黒の瞳。

「人には皆みな、選び決める力がある。自分を信じることだ」

「若！」

　そのとき、突とつ然ぜん、第三の声が割り込んできた。蒲公英は目をぱちくりさせる。

　額に汗あせを浮うかべ、駆かけ寄って来たのは、丸い帽ぼう子しをかぶった青年だった。

「こんなところにいらっしゃったのですか」

「微び秦しん！　久方ぶりだな」

　微秦と呼ばれた彼は、蒲公英を見るや、花仙と気づいたのか、一いつ瞬しゆんびくっとする。軽く頭を下げ、すぐに礼苑に詰つめ寄った。目を吊つり上げ、

「ふらっといなくなって三み月つき！　今朝方急に荷物だけ届いて、ご本人が帰って来ないので、屋や敷しきの者総出で探し回っていたのですよ！」

　微秦の言葉で、蒲公英はぼんやり思う。

（屋敷？　身分の高い人なのかな）

「ちょっと用があったんだ。だが遅おくれてしまったので、まあいいかと思って、ここでぼうっとしていた」

「相変わらず意味不明ですね。帰りますよ！」

「嫌いやだ！　俺は屋台飯が食いたい」

「知ったことか」

「頼たのむ！　今もう麵めんの口になってるから！」

「子どもみたいなこと言うな！　帰ると言ったら帰ります！」

（いや、そうでもないのかな……？）

　すったもんだのやり取りは、どう考えても貴人のそれではなく。

　蒲公英が呆ほうけているうちに、礼苑は微秦に言い負かされてしまった。

「仕方がないな。というわけで俺は行く」

「え、あ……」

　蒲公英は最後に何か言っておこうとするけれど、言葉がうまく出てこない。まごまごする彼女に、礼苑はからから笑って、

「そう焦あせらずとも、君とはそのうちまた会うことになる」

　小さな紙し片へんを手て渡わたした。そこには達者な筆文字でこう記してあった。

「金きん獅じ子し商会……？」

　蒲公英が小声で読み上げ、顔を上げたときには、もう二人の姿は遠くなっていた。

「ようこそ、芸術の都・北煌へ。心から歓かん迎げいするよ」

　大声でそんなことを叫さけび、嵐あらしのような青年は六華城から去って行った。

「……変な人」

　やたら派手だし、自信満々だし、相手が花仙だと分かっていても全く気にするそぶりを見せないし。ものすごい勢いでしゃべるかと思えば、いきなり真剣な顔つきをしたりして。でも、

「くしゃみ、治まったな」
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　蒲公英の六門巡めぐりは翌日から始まった。六つの離り宮きゆうを順に訪問し、六門の人々ともう一度ゆっくり話してみたいというのである。

「貴方あなたがそういう案を出してくるとは思いませんでした」

　これまでずっと及および腰ごしで受け身だった蒲公英が急に積極的になり、莉々は少し驚おどろいたようだった。

「私も嫌だけど……」

「ならばなぜ？」

　蒲公英は指を絡からめて遠くを見る。あの青年の言葉を思い出しながら。

　──話しもしないうちから身構えてしまわないことだよ。王族の中にだって、案外気の合う相手がいるかもしれない。

「良く知ってみようと思ったの。六門のこと。この国のこと」

　そう、まずは勇気を出して。この国を知るところから始めてみようと。

「まあ、いい案かもしれませんね。六華城は六門の方々にとっても家ではありませんから」

　自分の宮でなら、もっと打ち解けて話せるかもしれない。王にふさわしい人を見つけられるかも。




　蒲公英が最初に訪おとずれたのは、六門が一、瑠る璃り一門。

　瑠璃一門は、瑠璃派と称しようされる彩さい画が家たちの後こう援えん者として有名らしい。主に壁かべや柱などに、高価な岩絵の具で色いろ鮮あざやかな絵を描えがく一派だ。

　瑠璃宮は広大な敷しき地ちの邸てい宅たくだった。扉とびらや壁は極ごく彩さい色しきに塗ぬられ、柱や天てん井じようまで隙すき間まなく彩さい色しき模様が施ほどこされている。家具の一つ一つに、五月蠅うるさいほどの透すかし彫ぼりや螺ら鈿でん細工。くらくらしそうだ。

「瑠璃も漆うるしも弁べん柄がらも……うちは長年付き合いのある産地の、質の良いものしか使いません。異国から輸入した方が安いが、やはり自国のものでなければね」

　当主の瑠璃公は自じ慢まんげに言いながら、邸宅を案内して回った。ここではどれだけの芸術品を保有しているかが家の格を表すらしい。

「画について言えば、山水・禽きん獣じゆう・殿でん舎しや・草木……どの主題においても、うちは彩色画に力を入れています。古こ墨ぼく一門は水すい墨ぼく画がを多く描かせるが、うちは派手なのを好みますんでね。ああ、もちろん、他ほかの門を悪く言うわけじゃないが」

　くしゅん。

「あ、すみません」

　例によってくしゃみが止まらない蒲公英。瑠璃公は一いつ瞬しゆん浮うかんだ胡う乱ろんげな表情をごまかすように、蒲公英に尋たずねた。

「ところで、その耳みみ飾かざりは？」

「気にしないでください、仙器なんです。声は聞こえていますから」

　蒲公英の耳には、玉と房ふさ飾かざりのついた耳みみ栓せんがはめられていた。名は海かい螺ら栓せん。莉々が届けてくれた、蒲公英仙専用の仙器だ。

『確かに、仙器を作ると言ったのはこちらです。でもまさかご自分の能力を帳消しにするような仙器をお望みだなんて、天が嘆なげき悲しまれますよ』

『と言いつつ数日で注文通り作っちゃうなんて……播家っていったい何なの』

　一見耳飾りのように見えるこの耳栓、綿毛の声だけが聞こえなくなる優すぐれものだ。これをはめてさえいれば、綿毛が届ける陰かげ口ぐちを聞かなくてもいいわけだ。蒲公英は外では海螺栓をずっとつけていようと誓ちかった。

「まあ構いませんが……」

　くしゅん。

　ただ、くしゃみを止められるわけではないのが難点だ。またも瑠璃公の目の前でくしゃみをしてしまい、蒲公英は条件反射で謝ろうとするが、

「ああ、ちょうどうちの画家が来ていますな」

　瑠璃公がそう言って遮さえぎる。注文の品が届けられたところらしい。せっかくだから見ていってください、とのことで、蒲公英たんぽぽもついていくことになった。

　格下の客用の応接間で、包みを抱かかえた若い画家が待っていた。画家は蒲公英の姿を見て驚いたような表情をしたが、蒲公英が軽く会え釈しやくをすると顔を赤くして視線をそらした。

「堂の欄らん干かんに飾かざる浮き彫りの自画像を依い頼らいしていましてな」

　瑠璃公が目で合図をすると、青年画家は緊きん張ちよう気味に包みを開いた。

　現れたのは、見事な木もく彫ちようだった。平らな板から生き生きと彫り出された瑠璃公の上体。顔の皺しわや鋭するどい目まで、丁てい寧ねいに色付けされ、今にも動き出しそうなほどだ。背景は繊せん細さいな透かし彫りになっており、枝し垂だれ柳やなぎを模した彫り込みが素す晴ばらしい。

「ご注文通り、公のお姿を浮き彫りにし、目地止め剤ざいを塗った後、着彩してございます。日が差し込むように、背景は透かし彫りにいたしました」

　青年は注文主の顔色を窺うかがいながら、おずおずと解説する。瑠璃公はむっつりと口をつぐんでいたが、あるときぴしゃりと吐はきつけた。

「なってない。依頼と違ちがうじゃないか」

　とたん、青年画家の顔が凍こおった。瑠璃公は皺だらけの顔を厳しくしかめ、

「もっと華やかな色いろ遣づかいにしてくれないと。これじゃまるで主題が目立たん」

　主題、つまり自分が目立たないのが不満らしい。

「それに、何なんだ、この背景の枝垂れ柳は。色も塗らないで……制作途と中ちゆうのものを飾っていると思われたらどうするんだね」

「そうですか？」

　そこで口を挟はさんだのは、蒲公英だった。

「なんだって？」

　瑠璃公が睨にらみつけるが、蒲公英は彼の方など見てはいなかった。彼女の視線はもうずっと前から、木彫の方に釘くぎ付づけになっている。

「この柳の透かし彫りにこそ、画家の技術や思いが詰つめ込まれているような気がします。ほら、こっちから風が吹ふいていて……、温かな春の日差しを感じさせる。木目が生きていますね。下手に色を重ねるよりずっと素す敵てきだわ。まるで生きているみたい」

　そこまで言って、蒲公英はようやく我に返った。

「……あ、すみません」

　気づけばべらべらと喋しやべってしまっていた。こんなこと言うつもりはなかったのに。

　一方、瑠璃公は不ふ機き嫌げんを隠かくそうともせず、ふてぶてしく鼻を鳴らす。

「花か仙せん殿はご存じないかもしれないが、北煌の伝統ではこういう塗り方はしません。木目を露ろ出しゆつさせるなど、あまりにも素そ朴ぼくで異国的だ……君は移民かね？」

「いいえ、まさか。とんでもない」

　若い画家は顔を青くして、何度も首を横に振ふった。

「私わたくしはもちろん北煌出身で……我が家は曾そう祖そ父ふの代から瑠璃一門の門下でございます」

　その言い方に、蒲公英は引っかかりを覚える。瑠璃公に対する画家のこの怯おびえ方は何だろう。依頼主と画家という域を超こえている気がする。

「なんにせよ、受け入れられんな」

　瑠璃公は居い丈たけ高だかに、使用人に命じた。

「焼き鏝ごてを用意しろ」

「え？」

　使用人が瑠璃公の元に持ってきたのは、熱された金属の鏝だった。

「噓うそ」

　蒲公英が止める間もなく、瑠璃公は木の板の隅すみに焼き印を押した。揺ゆれる柳を彫り込んだ木目に、親指大の×印が入る。

「ああっ！　なんてことを！」

　蒲公英は慌あわてて木に触ふれる。しかし一度押された烙らく印いんはこすったくらいでは消えない。

「失敗作を出回らせるわけにはいかない。瑠璃一門の恥はじです」

　瑠璃公は涼すずしい顔で言った。

「失敗作だなんて！」

「よいのです、花仙殿。依頼通りに作れなかった自分が悪いのです」

　いきり立つ蒲公英をなだめたのは、あろうことか当の青年画家だった。けれど、木彫を包んでいた風ふ呂ろ敷しきを胸の前で握にぎりしめるその手のひらが震ふるえている。

「そんな……」

　蒲公英はまだ受け入れられない。目の前で大切なものが踏ふみにじられたような気持ちだ。

　瑠璃公は焼き鏝を片付けさせると、誇ほこらしげにこう言った。

「我々は単なる画商ではない。画家を雇やとって賃金を払はらい、我々のために制作させるのです。作品ではなく、画家の働きを買っている。当然、こちらの指示通りに仕事をしてもらわなければなりません」

「それは、そうかもしれませんけど……」

　だからって、せっかくの作品を作者本人の目の前で台無しにしてしまうなんて。蒲公英は渦うず巻まく感情を上手うまく言葉にすることができない。

「そんなことより、花仙殿。私の末の息むす子こを王に選んではくれないかね。まだ六歳だが、きっといい王になる」

　瑠璃公はまるで何事もなかったかのように、蒲公英に言った。




「花仙殿」

　気分が悪いので失礼します、と、予定より早めに瑠璃宮を辞去した蒲公英。後ろから呼び止める声で振り返ると、先ほどの青年画家だった。

「あ、さっきはごめんなさい、私……」

　蒲公英がとっさに頭を下げると、

「とんでもない。ありがとうございました」

　逆に感謝された。戸と惑まどう蒲公英に、彼は目をすがめる。目め尻じりに疲つかれた皺が寄った。

「自分は、瑠る璃り公に対してあんな風に口をきけませんから」

「でも、あんな仕打ち……あんまりです」

「いえ」

　青年は首を振った。諦あきらめきった顔で。

「ここは実力主義の厳しい世界です。瑠璃公と契けい約やくしている以上、画家はいわば使用人。公の指示通りに仕事をせねばなりません」

　主題も構図も大きさも画材も、全すべて指定される。お気に召めさなければ失敗作の烙印を押され、一からやり直し……。

「まあ、自分など六門に飼ってもらえているだけいい方です。そりゃ休みはないし、給金も安いですが、衣食住は保証されているわけだから文句は言えない」

「そんな……」

「自分がまだ無名だからです。名を成した天才たちは、描かきたいものを描き、自分の名前で作品を売れる。だけど自分は、瑠璃派の威いを借りて初めて、画が壇だんの端はしっこにようやく片足を載のせることができるのです」

　青年は笑った。たぶん無理やり笑った。引きつった笑えみは悲しかった。

「どうしてこんなことやってるんだろうって思うことがあります。苦しいばっかりなのに」

　蒲公英は返す言葉がなかった。芸術の国はお気楽と言うけれど、この国に溢あふれる芸術品のどれ一つとて、やすやすと出来上がるものではない。お気楽なものか。生みだす者は命を削けずっているのだ。

「でも、花仙殿どののおかげで、浮うかばれたような心ここ地ちがいたしました」

　一いち陣じんの風が吹いて、青年画家の顔に揺れる葉の影かげを落とす。今度こそ柔やわらかく、春の日差しのような笑みで、彼は。

「誰だれか一人でも、認めてくれる人がいれば……しがみついて、食くらいついて、生きてゆけるような気がするのです」

　誰か一人。広い世界で、たった一人でいいから。

　自分の生み出すものを、喜んでくれるなら。

「花仙殿、自分も馬ば鹿かではないから分かります。自分はおそらく大成しません。じきにこの世界から足を洗って、田舎いなかに戻もどって農家を継つぐでしょう。でも……もう少しだけ。もう少しだけ、あがいてみます」

　彼はそこで、蒲公英たんぽぽの手を取った。そして彼女の手のひらに何かを置く。

「よろしければ持っていてください。自分の覚かく悟ごの証あかしとして」

「これ……」

　そこにあったのは、先ほどの木もく彫ちよう。背景にあった透すかし彫りの枝し垂だれ柳やなぎ、その一部分だけ。

「壊こわしてしまったのですか？」

「瑠璃公の顔を差し上げるわけにはいきません。毎日見たい顔じゃないでしょう」

　青年がいたずらっぽく零こぼすと、蒲公英の顔にも笑みが浮かぶ。柳の木彫を日にかざせば、繊せん細さいな彫り込みがいっそう際きわ立だった。

「ありがとうございます。大切にします」

　焼き印の跡あとが痛々しい柳の葉。それでも、蒲公英はこれをずっと持っていようと思う。
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　蒲公英の六門巡めぐりは毎日続いた。

　緑ろく青しよう一門は宝石加工、特に美しい彫ちよう刻こくの施ほどこされた翡ひ翠すいの宝ほう飾しよく品ひんで有名。辰しん砂しや一門は織物の大家、雄ゆう黄おう一門は有名な建築家を多く囲い、鉛えん白ぱく一門の窯かまは美しい陶とう器きを生み出す。残すは古こ墨ぼく宮のみだが、蒲公英は既すでに大分疲れていた。

　どこの宮も素す晴ばらしい芸術品をさんざんひけらかされた後、『取り入るわけじゃないけれど』と、間接的に圧力をかけられて終わり。結局この人こそ王だという確信は得られなかった。

　六華城の居室で、蒲公英は憂ゆう鬱うつそうに海かい螺ら栓せんを外す。

『まったく、頼たよりない花か仙せんだ』

『すみませんすみませんって、謝ってばかりで』

『芸術を解す心はあったようですけれど、好みがまるではっきりしませんでしたわね、ふふ』

『聞き役に徹てつしていたが、腹で何を思っていたのやら』

『ああいう手合いはね、そんなつもりじゃなかったんだけど……って申し訳なさそうにしながら、女友達の恋こい人びとを奪うばっていくのよ。その手の女よ』

『辰砂公？　何かあったのですか？』

『ちょっと可愛かわいらしいからって調子に乗って。許せないわ』

『辰砂公？　誰の話ですか？』

『うちの子に選ばれてほしいけれど、花仙が雑草じゃあね……』

『やはり地味だよ』

　陰かげ口ぐちの濁だく流りゆうが頭の中をかき回していく。滅め入いってしまいそうだ。

『蒲公英って、他所よそから飛んできて勝手に花を咲さかせるでしょ。しかも根が深くて、抜ぬいてもすぐにまた生えてくる。まるでこの国に流れ込んでくる移民だわね。迷めい惑わくったら……』

　蒲公英は再び耳に海螺栓をねじ込みながら、最後の声を思い出していた。

「お茶をどうぞ」

　そう勧すすめる莉々に、蒲公英は言ってみる。

「北煌の王族は移民に否定的な人が多いみたいね」

　瑠璃公での一件から、ずっと思っていたこと。

　──君は移民かね？

　そう尋たずねたときの、瑠璃公の目。怯おびえるような画家の表情が忘れられないのだ。

「まあ、ここのところ移民が急激に増加しているのは事実ですからね」

「……南煌のせい？」

「いかにも」

　南煌の州王・恭昇は、侵しん略りやく王と呼ばれるほど攻こう撃げき的な気質。彼の代になってから、南煌は領土拡大に血ち眼まなこになっている。周辺の小国は軒のき並なみ併へい合ごうされたが、暮らし向きは悪くなる一方で、貧困や暴力から逃のがれるため南煌を後にする移民が後を絶たない。

「でも南煌と北煌はほとんど国境を接してないでしょう」

「ええ、急きゆう峻しゆんな范はん蠡れい山ざんを越こえるしか道はありません。でも逆に、危険な道のりだからこそ、南煌側が無理に追いかけてこない。そこさえ越えてしまえば、北煌は拒こばみませんから」

　北煌は昔から移民を労働力として容よう認にんしてきた。不法移民を強制送そう還かんすることもほぼありえない。流れ込むものを拒まず、野放しにしている。

「北煌では古来、国境際ぎわの周しゆう縁えん地域に移民が多く住んできました。でも年を追って数が増えてきて、最近では王都の周辺まで移民街が降りてきていますからね」

「だから王族が目くじら立てるようになったのね」

「恭昇王が在位の限り、南煌から流れ込む移民は増え続けるでしょう。こうなっては北煌も我が慢まん勝負かと」

　莉々はそこまで言って、話題を変えた。

「で、確証は持てたのですか？」

「全然駄だ目め」

　蒲公英は消しよう沈ちんする心を茶と一いつ緒しよに飲み下す。

　各一門の自じ慢まんの芸術品はよく分かったけれど、それで誰が王にふさわしいかなんて、やっぱり判断できない。六門はそれぞれに特とく徴ちようがあって、甲こう乙おつつけがたいというか、つけてはいけないような気がするというか。それに、

「ゆっくり話を聞こうにも、くしゃみが出るばっかりで」

　相変わらず、くしゃみの原因が分からないのだ。会話がたびたび途と切ぎれれば、当然相手もいい顔をしない。雰ふん囲い気きが悪くなると、蒲公英は必死で謝り、さらに重い空気になる。

「私の従弟いとこなど、猫ねこを触さわるとくしゃみが止まらなくなりますが」

　莉々は茶を注つぎ足しながら言った。

「一種の拒きよ否ひ反応ですね」

「じゃあ私は、人間に拒否反応を示してるってわけ？」

「それはまた、ずいぶん厭えん世せい的ですこと」

「笑えないよ」

「笑ってません」

　蒲公英は小さく唸うなって唇くちびるに指を当てた。

「でも不思議なのよね。莉々の前ではくしゃみは出ないもの」

　そう、蒲公英のくしゃみは、なぜか明確に出る出ないの差がある。その理由が分かれば、対策のしようもあるのだろうが。

「六門の方々の前では緊きん張ちようしてしまうのではないですか？」

　緊張が原因でくしゃみ……ありえなくはないのかもしれない。でも、だとしたら、

「王の前でもくしゃみしっぱなしだったらどうしよう」

　王の隣となりで綿毛を撒まき散らかす自分の姿が容易に想像できて、蒲公英は不安になってくる。そんな状態じゃ、花仙の役目が果たせないじゃないか。

「では逆にこう考えては？」

　莉々は人差し指を立ててみせた。

「一緒にいてもくしゃみの出ない相手を、王に選べばよいのです」

「そんなことで選んでいいのかしら」

「さあ？」

　莉々はあっさり言い放った。思いつきで言ってみただけだろう。

（でも）

　──君の選ぶ王が、そばにいて心ここ地ちよい相手だと良いな。

　いつか六華城の花園で出会った、変わった青年の言葉が、妙みように心に残っている。

「まあ、まだもう一門残っていますから。もしかしたらそこで何か分かるかもしれません」

「古墨宮か……」

　蒲公英は唇を嚙かみ、重い息を鼻から吐はき出した。




　　　　[image: ]




　翌日。蒲公英は王家六門最後の一門、古墨門の離り宮きゆうを訪ねた。

「他ほかの宮と全然違ちがう……」

　蒲公英たんぽぽが驚おどろくのも無理はない。そこは六門の離宮の中ではかなり異質な建物だった。

　玉砂じや利りの敷しき詰つめられた真っ白な中庭、それと対照を成す漆うるし塗ぬりの黒い廊ろう下か。室内に過度な装そう飾しよくは一いつ切さいない。代わりに、磨みがき上げられた黒漆しつ喰くいの壁かべは、光が当たると、墨を割ったときのような艶つやのある色合いを見せた。頼たのんでもいないのに常に楽団が音楽を奏かなでていた他の宮と違い、ここはとにかく静かで、空を飛ぶ鳥さえ羽音をひそめそうなほど。そこはかとなく立ち込める幽ゆう香こうは、心落ち着く墨の香かおりだ。

「古墨公……お招きいただき、ありがとうございます」

「叡春とお呼びください」

　そう答えた彼が、この宮の主あるじにして古墨一門の当主。すっきりとした一ひと重えの目を持つ美青年だ。服装も飾かざり気がなく上品で、見み栄ばえより動きやすさを重視したという感じ。けれど生き地じは明らかに上質で、庶しよ民みんに買えるような安物ではないことは、一目で察せられる。

「どうぞこちらに」

　蒲公英は客間に通された。女によ官かんが茶と茶ちや菓が子しを用意する間、蒲公英は遠えん慮りよがちに尋ねた。

「叡春様はお若いのに、もう当主様でいらっしゃるのですね」

「僕は太子なのでね」

　先王は緑ろく青しよう一門出身だ。しかし王になると門を抜ける決まりなので、王の子どもは母方の門の一員になるらしい。叡春の場合、先王の妃きさきだった母が古墨門の出身だったため、古墨門に引き取られたというわけだ。

「古こ墨ぼく一門の中では、僕が一番先王に血けつ縁えんが近いというだけです。自分が当主に足りる器うつわだとは思っていませんよ」

　べらべらと自慢をせず、淡たん々たんと事実だけを語る叡春に、蒲公英は少し好感を持ったけれど、それだけに気がかりな思いは募つのる。なにしろ、二言三言会話をしながらお茶をいただいている間、彼はにこりとも笑わなかったのだ。

（叡春様も私のことお嫌きらいなのかしら……やっぱり心では雑草だと思ってるのかな）

　それほど口数も多くない叡春を前に、蒲公英はどうも気づまりになってしまう。叡春は感情の読みにくい無表情で、ただこちらを見ていた。

　途と切ぎれ途と切ぎれの会話が、ついに長い沈ちん黙もくになったとき、

「花か仙せん殿どのはお疲つかれの様子ですね」

　叡春が茶ちや托たくに茶ちや碗わんを戻もどした。

「え……あ、ごめんなさい」

　気を悪くさせたかと、蒲公英は焦あせるが、

「謝る必要はない。見せたいものがあります」

　叡春はおもむろに椅い子すを引いて立ち上がり、蒲公英を手招いた。




　通されたのは、無機質な広間だった。

　夜の闇やみを湛たたえたような漆しつ黒こくの床ゆかに、天てん井じようの細やかな格こう子しが映り込んでいる。ところどころ金具や釘くぎ隠かくしの金色が差す他は、壁も床も、冴さえ冴ざえとした黒で統一された、静かな室へやだ。

　その壁に、水すい墨ぼく画がの掛かけ軸じくが、一枚。

　叡春に勧すすめられるより先に、蒲公英はすり足で、その絵に吸い寄せられていった。

「これ……」

　息を吞のむ。言葉は要いらなかった。

「古墨一門の名めい匠しよう・峨が朗ろうの作です。名は『天てん祥しよう早そう春しゆ図んず』……うちの家宝だ」

　叡春が蒲公英の後ろに立ち、そう説明する。

「なんて素す晴ばらしい……」

　蒲公英は、それだけ言うので精いっぱいだった。

　それは、あまりにも美しい山水画だった。深山幽ゆう谷こくの気き宇う壮そう大だいな風景。霞かすみがかった遠景、山さん岳がくに佇たたずむ楼ろう閣かく、雪解け水が注ぎこむせせらぎ。いや、言葉で説明したって仕方ない。この絵には早春の気が満ちている。今か今かと春を待つ者の腹の底に満ちる、冷たく静せい謐ひつな空気が。土の中の生命が目覚める一歩手前の、うねり始めたばかりの鼓こ動どうが。

　擦かすれたような筆ひつ跡せき、大だい胆たんに太い輪りん郭かく線、かと思えば米こめ粒つぶほどに細かく描えがき込まれる人物。揺ゆれる葉の一枚一枚まで、細部には確かに動きがあるのに、全体としては極きわめて静かに、凜りんとしてまとまっている。

「古墨一門は北煌の伝統的な水墨画の手法を守る工こう房ぼうを保護しています。古ふる臭くさいと言われることもあるが……、僕はガチャガチャしたものが嫌いだ」

　叡春は蒲公英の隣に並び立ち、腕うでを組んだ。

「白と黒の、静かな世界に身を投じているときだけ、安らぎを感じる……分かりますか」

　返事がないので、叡春は蒲公英の様子を窺うかがう。彼女は目を見開き、穴が開くほど、その画をじっと眺ながめていた。息をするのも忘れ、心の奥に刻み付けるように。

「……好きなだけご覧ください」

　だから、そう声をかけながら、叡春がわずかに笑ったのを、彼女は見み逃のがしてしまった。

（すごい……本当にすごい。これが北煌の芸術）

　叡春は、室の隅すみの椅子に腰こしかけ、頰ほお杖づえをついて、そんな蒲公英をじっと見ていた。




「すみません、あまりにも素晴らしくて。失礼をいたしました」

「謝ることじゃない」

　客間に戻った二人。気づけば足先が冷え切っていた。茶を淹いれましたよ、と、叡春が声をかけてくれなければ、蒲公英はあの絵を、日が暮れるまでも見続けていたかもしれない。

　さっきは味もしなかった茶が、身体からだの隅すみ々ずみに染しみ渡わたる。叡春は相変わらず言葉少なだけれど、蒲公英はもう気にしなくなっていた。必要なとき、必要なことだけ喋しやべる、それが彼なのだ。

　柔やわらかく息をつき、胸に手を当てると、帯飾りが揺れて、かちゃりと音を立てた。

「それは？」

　叡春が尋たずねる。

「あ、これですか」

　蒲公英の腰で揺れるのは、繊せん細さいな透すかし彫ぼりの枝し垂だれ柳やなぎ……先日瑠る璃り宮で出会った画家の青年に貰もらったものだ。

「瑠璃宮に伺うかがったとき、画家の方にいただいて……帯飾りにしてみました」

「瑠璃公の好みには見えませんね」

「ええ、だから……焼き印を押されてしまいました」

　蒲公英は優やさしく柳を撫なでる。痛々しい焦こげ跡あとに触ふれると、今でも熱く燃えるように感じる。

「異国的だと」

　蒲公英はしばらく黙だまり込む。

「……ある人から聞いたのと、まるで印象が違うので、戸と惑まどっています」

「ある人とは？」

「商人の方かと……。彼が言うには、北煌は古来貿易の中心として栄えてきたから、色んな国の文化が行き交かうって。歩いているだけで楽しい自由な街だよって」

　だから、伝統的な塗ぬり方でなければ烙らく印いんを押すという瑠璃公の姿が信じられなかったのだ。

「僕の考えでは、それは少し違うね」

「え？」

「確かに、この国は寛かん容ようだと言われてきた。だがそれは、中ちゆう継けい貿易の要所であるために、他国から流れ込んでくる異文化を容よう認にんせざるを得なかったからにすぎない」

　亜煌帝てい国こくの北の冰ひよう逸いつ国こくとの交易は、北煌が一手に担になってきた。冰からは毛皮や石炭を輸入し、東煌からは穀物や武器を、西煌からは香こう辛しん料りようや織物を仕入れる。北煌は交易の中継地点として栄えてきたのだ。

「確かに、この国は外から来た者にも一定の権利を認めている。住み着くなら追い出しはしない。各国の商人が行き交う、貿易の要所だからです。道路や関所、交通基き盤ばんを早くから整えてきたのも、そのため。流動していなければならなかったからだ」

　そう、美しく舗ほ装そうされた街路は王都・渼連に限ったものではない。北煌全土に張り巡めぐらされた交こう通つう網もうが、この国の経済を回してきた。関所の付近には街ができ、様々な国の商人が一時的な住まいとした。中には一生自国に戻らない者もいたが、北煌は目を瞑つむってきた。納めるものを納め、誰だれに迷めい惑わくをかけるわけでもないならば、追い立てる理由もないからだ。

　こうして北煌は、いつしか移民の受け皿となる。

　それを寛容と呼ぶなら、北煌は確かに寛容だ。だが、

「吸収したわけじゃない。ただそこに存在させているだけ。結局、異国の文化を認めているわけではないんだよ」

　他国から流れ込んでくる人々を、野放しにしているだけ。何も言わないだけで、歓かん迎げいしているわけではない。それを寛容だなんて呼べるだろうか？

「……うちもそういう気けがあってね。北煌出身の画家にしか仕事をさせない」

　蒲公英たんぽぽは瑠璃宮での一幕を思い返していた。

「だが、それがいいのか悪いのか。さっきの峨朗の作品はもう百年以上前のものだが、裏を返せば、それだけ長い間、古墨一門からは峨朗以上の画家が出ていないことになる」

　叡春は玉砂じや利りの中庭に遠く視線を投げた。

「この国は、変わってゆかねばならないのかもしれないね。誰が王になるにしろ」

　叡春の横顔を眺めながら、蒲公英は膝ひざの上で両手を重ねた。

「……叡春様は、他ほかの方とは少し違ちがう感じがいたします」

「というと？」

　蒲公英は表情を濁にごす。くしゃみが出ないから、なんて言えないけれど。彼は確かに、他の五公とは違って。

「他の方々はこぞって北煌の自じ慢まんをなさいました。でも叡春様は、この国の暗い部分も見ていらっしゃる」

「君はこの国の花か仙せんだよ。事実は知らなくては」

「そうですね」

　そう言ってくれる人が、今までいなかったのだけれど。

　そのとき、どこかで羽音がした。庭を見やれば、空はすっかり赤く染まり、遠く鳥の群れが巣に帰って行く。そろそろ辞去の頃ころ合あいだ。

　蒲公英は立ち上がり、深く頭を下げた。

「ありがとうございました。お話ができてよかった」

　叡春は微び苦く笑しようを漏もらす。

「残念ながら、僕には君の名が分からないんだ。王なら考えずとも分かると言うが」

　蒲公英も控ひかえめに笑えんで返す。

「でも、私だって誰が王なのか分からないのだから」

「そうだね」

　彼は立ち上がると、蒲公英のそばに近づいた。蒲公英は彼を見上げ、尋ねる。

「叡春様は……王になりたいですか？」

　叡春は困ったような顔をした。

「君は弱気そうに見えて案外率そつ直ちよくにものを言うね」

「えっ、あの、すみません」

「謝ることじゃない」

　叡春は唇くちびるの前で右手の人差し指を立てた。

「だが、言葉には気を付けた方がいい。訊ききすぎないこと。答えすぎないこと」

　子どものような無む垢くな瞳ひとみでこちらを見上げる蒲公英に、諭さとすように。

「何も語ってはいけない。それがこの王宮で生き抜ぬく秘ひ訣けつだ」

「何も、語っては……」

　質問をはぐらかされたような気がするけれど。蒲公英はそれ以上訊けなかった。

　玄げん関かんまで蒲公英を見送りに来た叡春は、去り際ぎわ、彼にしては遠えん慮りよがちに、こう言った。

「近いうちにまた会えるかな。これは個人的なお誘さそいだけれど」

「あの……はい。ぜひ！」

　蒲公英は明るい顔で答えた。

「でも、叡春様、退たい屈くつじゃなかったですか？　私、面おも白しろいことも言えないし、謝ってばかりだし……蒲公英だし」

　上目づかいで言うと、叡春は少し迷ってから、

「君は、自分のことをまだよく分かっていない」

「え？」

「誤解しないでほしい。君は少々危なっかしいが……とても素す直なおで、純真だ」

　叡春の表情は、相変わらず読めないけれど。

「君は綺き麗れいだよ。見み惚とれてしまうくらい」

「えっ」

　そんなことをさらりと言われて、蒲公英の胸がどくんと跳はねた。

「僕の方こそ、退屈させたろう。つまらない人間だと思われたくない」

「いえ……あの……」

　真っ赤になっているのが自分でも分かる。そんな蒲公英に、叡春は手を伸のばしかけて、やめた。踵きびすを返し、

「文ふみを遣やるよ。もうお帰り」




「いつから蒲公英は赤い花になったのでしょう」

　六華城に戻もどった蒲公英の紅潮した顔を見て、莉々は呆あきれ顔でそう言った。

「だって、あんなこと言われたの初めてだもの！」

　顔に手を当て、蒲公英は居室の長なが椅い子すに深く身を預ける。

（『綺麗だ』なんて。『見惚れてしまう』だなんて）

　恐おそる恐る海かい螺ら栓せんを外しても、叡春の声は聞こえなかった。裏では酷ひどいことを言われているんじゃないかと、疑ぎ心しん暗あん鬼きになっていたのだが。

「しかし古こ墨ぼく公、落ち着き払はらっているように見えて年相応なところもあるというか、案外面めん食くいなのですね」

「どういう意味？」

「俗ぞくに言う一ひと目め惚ぼれというやつでしょう」

「ひっ！」

　蒲公英は飛び上がる。ぶんぶん首を振ふり、

「いやいや、そんなことありえない」

「何をいまさら。貴方はお綺麗ですよ」

　莉々に平然と言われても、蒲公英にはそうは思えない。花仙は一目でそれと分かるほど美しい生き物だと言われてはいるけれど、自分で自分のことを綺麗だなんて思ったことはないし。今でも、髪かみや瞳の色が珍めずらしい以上の違いはない気がする。それに、

「みんなそんなこと言わなかったわ」

「自分こそが美しいと思いたいばかりに、他の人の美しさを認められない人もいるのです」

「なんで？　自分が綺麗なことと他人が綺麗なことは全然関係ないんじゃない？」

　自分のことを綺麗と思えるなんて、それだけで幸せだと思うけれど。

「分からないなら分からないままでいてください」

　莉々はため息をついた。そう、はしゃいでいる場合ではないのだ。時間は刻々と過ぎてゆく。

「しかし、困りましたね。探しているのは貴方あなたの恋こい人びとではなく王なのです」

「こっ恋人だなんてそんな！」

　再び赤くなる蒲公英を華か麗れいに無視し、莉々は腰こしに手を当てた。

「こうなったら……一応お会いになりますか？　王族最後の一人に」

「最後の一人？」

　莉々は曖あい昧まいに笑んだ。
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「まさか」

　莉々に渋しぶ々しぶながら紹しよう介かいされた、王族最後の一人。六離り宮きゆうを構える渼連旧市街を抜け、新市街……庶しよ民みんの街の中に、その人が住まう建物はあった。

　いつものように耳に海螺栓をはめ、髪は目立たないよう布を巻いて隠かくして、蒲公英はでかでかと掲かかげられた看板を見上げていた。

「金きん獅じ子し商会」

　金獅子商会。絵画や彫ちよう刻こくの取り引きはもちろん、芸術家への仕事の斡あつ旋せんや金銭的支し援えん、材料の仕入れまで手広く扱あつかう美術商会社だ。本店の屋や敷しきは画が廊ろうと工こう房ぼうを兼かねているらしい。

「や、また会ったな」

　蒲公英たんぽぽを出で迎むかえたのは、はたしてあの破は天てん荒こうな青年……礼苑だった。

「あなた……王族だったんですか!?」

「なんだ、知らなかったのか？　てっきり自己紹介したものかと思っていたが」

　また会うことになると言っていた彼。今日もまたド派手な衣装に身を包み、獅子の鬣たてがみのごとく黒くろ髪かみを背中で跳ねさせている。

「俺は先王・淑仁王の息むす子こだ」

「太子様!?」

「ああ。叡春兄上は俺の腹はら違ちがいの兄にあたる」

　礼苑は何の気なしに答える。

「しかし、身分を知らず出会う王と花仙……戯ぎ曲きよくの一本でも書けそうだな。よし誰だれかに依い頼らいしよう。ところでうちに来てくれたってことは俺を王に選ぶ気になったってことか？」

「あ、ちょっと」

「いや、いいんだ。分かってるよ。いずれまた巡めぐり合う運命だったんだよな。こうして再会できて、俺も胸がいっぱいだ」

「あの」

「え？　俺の今日の衣ころものこだわりかい？」

「訊いてません！」

　叡春の教え。何も語らないこと……礼苑はその正反対を地で行く青年だ。とにかく喋しやべりだしたら止まらない。

「若！　客人を軒のき先さきでいつまでも立たせておくものじゃありませんよ。失礼でしょう」

　そこで急に鋭するどい声が飛ぶ。礼苑の後ろからひょっこり顔を出したのは、丸い帽ぼう子しをかぶった青年だった。あの日礼苑を探しに来た彼だ。確か名前は、微秦。

「若と呼ぶのはやめてくれ。俺はもう十九だ」

「十分若ですよ」

　微秦はそこで蒲公英に向かって拱きよう手しゆした。

「花か仙せん殿どの、うちの若が失礼をいたしました。狭せまい屋敷ではありますが、どうぞ中へ」

「はあ……」

　微秦の方が礼苑よりずっとしっかりしている。そう思いながら、蒲公英は招かれるまま、屋敷の中へ足を進めた。

　新市街とはいえ、さすがは王族とでも言うべきか、屋敷は広大だった。ただ、廊ろう下かにも庭にも、訳の分からない芸術作品──たぶん──や画材が散乱しており、お世辞にも綺麗とは言えない。使用人の姿も見えなかった。礼苑は豪ごう奢しやな衣装を引きずってずんずん進んでいく。

　蒲公英が通されたのは、広い室へやだった。元々四室だったものを、壁かべを取り払って広間にしたらしい。しかし、その広さを感じさせないほど、雑然と散らかっている。

「ここがうちの工房だ。芸術家に場所を貸して、制作活動をしてもらっている」

「住み込みってことですか？」

「そういうことだ。おいで、案内しよう」

　礼苑は一番こざっぱりとした区画に蒲公英を連れて行った。書や竹簡がうずたかく積み上げられているが、画えも彫刻も見当たらない。いったいどんな芸術家の仕事場なのだろう？

「ここは微秦の区画」

「えっ、微秦さんも芸術家だったんですか？」

　蒲公英は思わず声に出してしまった。

「てっきり使用人の方かと……あ、ごめんなさい」

「いえ、言われ慣れてます。というか、実際この人の世話で一日潰つぶれるので実質使用人です」

　睨にらまれるかと思ったが、丸い帽子の青年はあっさりしたものだった。その横で、なぜか礼苑が胸を張る。

「微秦は当代きっての画家だ。彫刻家でもある。ものすごい才能の持ち主だ」

「若、お言葉ですが、私は画家でも彫刻家でもありません。発明家と呼んでもらいたい」

　微秦は机の上の巻物を広げた。そこには図面らしきものが引いてある。正確な補助線のおかげで主線に迷いはなく、紙の隅すみにはそれを裏付ける算術の跡あと。何かの設計図だろうか。

「すごく上手。でもこれ、いったい何の絵ですか……？」

「新型の床しよう弩どです。私が発明しました」

　微秦は自じ慢まんげに口の端はしを持ち上げる。

「連射機構を組み込んだ大型の弩いしゆみです。鎖くさり状じようの巻き上げ機を連結することにより、速度と射数を両立させました。これを使えば、全方向に同時に四千本の矢を撃うてます」

「物ぶつ騒そうですね！」

　蒲公英がおののきつつも感心していると、微秦は眉まゆ一つ動かさず、こう続けた。

「ただし、一度撃ってしまうと四千本装そう塡てんし直しになりますので、小一時間は置物同然になります」

「駄だ目めじゃないですか」

　どこかずれた発明。しかし礼苑は嬉うれしそうな笑えみで、

「な、微秦は天才だろ」

「いや、素す直なおに画を描かいた方が成功するんじゃ……」

「じゃあ次だ。おいで！」

「あ、ちょっと……」

　礼苑はぐいぐい蒲公英を引っ張り、次の芸術家の元へ。

「彼は葉よう去きよ。腕うでのいい建築家だ」

　紹介されたのは体格のいい青年だった。机の上には竹細工の精せい巧こうな家の模型が並んでおり、確かに素す晴ばらしい出来だ。それでも、蒲公英はなんとなく嫌いやな予感がする。

「ただ、納期を全然守らないから評判がすこぶる悪い」

「やっぱり駄目じゃないですか」

　ちっちっちっ、と、葉去は指を立ててみせた。

「若、俺は考えたんだ。この案なら、一日もあれば大だい邸てい宅たくを建てられるぞ」

　葉去が見せた図面は独創的だった。骨組みが蛇じや腹ばらになっており、広げると自立する仕組みだ。これなら基き盤ばんの木材が少なく済むし、運うん搬ぱんも楽。骨組みの部分は既すでに製作済みだという。

「すごい！」

「確かに素晴らしいな。で、壁は？」

　礼苑がわくわくした様子で尋たずねると、葉去は自信満々にこう答えた。

「布だ」

「……布？」

　蒲公英は真顔になった。葉去はまるで気にせず、

「西煌の遊牧民の民居を真ま似ねてみたんだ。彼らは季節によって住む場所を変えるらしい。天幕のような円形の屋敷に住むんだ。面おも白しろいだろ」

「依頼主の希望は移動式民居なのか？」

　微秦が氷のような表情で尋ねると、

「まさか。ただ大変お急ぎの様子だった」

　一いつ切さい悪びれない返事。

「布の家に住めというのか？」

「木の家に住みたいとも言わなかったぞ」

　葉去はがっしりした腕を組む。

「依頼はあくまで一刻も早い建設だ。木も布も遠くから見たら分からんよ」

「お前は大おお阿あ呆ほうだ」

　微秦はげんなりと言う。蒲公英も苦笑いするしかない。しかし、そんな中礼苑だけは、一人けらけらと笑っている。

「いや、面白い！　その発想はなかった」

「若、甘やかさないでください！　こいつ言ってることめちゃくちゃですよ」

「微秦さんあなたもですよ」

　蒲公英の突つっ込みもそこそこに、礼苑はさらに室の奥へと彼女を招いた。

「彼女は鴻こう保ほ。前衛的な画を描く」

　紹しよう介かいされたのは、長い髪かみの美女。衣を絵の具だらけにして、一心不乱に絵に向かっている。

「すごい色いろ遣づかい……」

　激げき烈れつな紅あか、身もすくむような深い青、目がちかちかするような黄色。絵と言うより文様に近い、抽ちゆう象しよう的な主題。どんな絵の具を使っているのだろう、見たこともない色合いだ……蒲公英たんぽぽはもっと近づいて見ようとするが、

「あ、触さわらないで。猛もう毒どくよ」

　鴻保がさっと手を伸のばして制止した。

「ど……毒っ!?」

　驚おどろく蒲公英に、礼苑はうんうんと頷うなずく。

「彼女は画家であり色の研究家だ。目指す色を出すためにはどんな劇物にでも手を出す」

「そんな人ばっかりなんですか、ここは」

　礼苑は面白がって鴻保の机の上を覗のぞき込んだ。くすんだ色の粉、どろどろした液体、配合を記した紙束。なにかしら異い臭しゆうを放つものもある。

「鴻保の絵の具は燃やすと大だい爆ばく発はつを起こすとか、触ふれるだけでただれるとか、獣けものの糞ふんが混じっているとか……色々噂うわさがあってね。真しん偽ぎのほどはともかく、命知らずの愛好家には高値で売れるんだよ」

「画の楽しみ方って人それぞれなんですね……」

　蒲公英がもはや達観の域に達していると、当の鴻保が、絵筆を手にしゃなりと腰こしを曲げた。

「失礼ね、獣の糞なんて使ってないわ。使ってるのは牛の血よ」

「う、牛の血……？」

　頷く鴻保の筆先には、鮮あざやかな青の絵の具が載のっている。

「青の顔料と言えば瑠る璃りや藍らん銅どう鉱こうが有名だけど、高価でしょ。それで、草木の灰と牛の血液からこの紺こん青じようを作ってみた」

「灰と牛の血で絵の具が作れるんですか？」

「要は鉄と炭素と窒ちつ素その化合物だからね。ただ、どうも一定の組成にならないの。粒りゆう形けいが小さいから粉ふん塵じんとして吸いこむと肺に悪いかもしれないし。もう少し研究が必要だわ」

「ごめんなさい、ちょっと何言ってるか分からない」

「鴻保は極きわめて頭脳明めい晰せきな実験屋なんだよ。顔料にしか興味がないのが難点だが」

　礼苑が言う。蒲公英はいっそ笑顔になって、結論付けた。

「ろくな人がいませんね」

「君は素直だな」

　礼苑は怒おこるどころか笑っている。蒲公英はますます彼のことが分からなくなる。

「礼苑様。あなたも芸術家なんですか？」

「まさか。俺は彼らの後こう援えん者だ」

　やっていることは六門と同じなのに、どうしてこうも印象が違ちがうのだろう。いぶかしむ蒲公英の気持ちを察したのか、微秦が言った。

「若は変わったものや珍めずらしいものが大好きなんです。なかなか評価されない芸術家や、鼻つまみ者の学者なんかを面白がって囲うんだ」

「さもありなん」

「こちらを見ながら納なつ得とくするのはやめろ」

　葉去がねめつける隣となりで、礼苑が拳こぶしを突き上げた。

「何を隠かくそう、俺は博愛主義者なのだ！」

「はあ……」

「未いまだ世間に知られぬ花を見み出いだし、認め、育て、送り出す。それが俺の使命」

　それがどんなに奇き想そう天てん外がいな花だとしても。

「俺は彼らを愛してる」

　何の衒てらいもない強い瞳ひとみで、言い切る。そんな礼苑の真っ直すぐさが眩まぶしくて。蒲公英はなぜだか自然と頰ほおを緩ゆるめていた。

　確かに、ここにいる芸術家たちは一ひと癖くせも二癖もあって……彼でなければ発はつ掘くつできなかった才能かもしれない。六門の人々ならまず間ま違ちがいなく受け入れなかっただろう。発想は奇き抜ばつだが、それぞれの技術が高いことは素人しろうとでも分かったし。

「そうですね。確かに……皆みなさん愛すべき才能をお持ちです」

　蒲公英が思ったまま伝えると、礼苑は嬉うれしそうな顔をした。自分のことのように。

　しかし、意外にも当の芸術家たちは白い顔。

「単に趣しゆ味みが悪いんだよ、若は」

「うむ、よく言われる」

「そんな恰かつ好こうで平気で出歩ける神経はすごいと思うけど。ほとんど尊敬するわ」

「似合ってしまうのが俺のすごいところだ」

「若は顔が派手ですからね、無む駄だに」

「おいおい、あんまり褒ほめるなよ照れるだろ」

　王族と思えない言われようだ。

「ものすごい勢いでけなされてるのに全然響ひびいてない……」

　蒲公英が一人圧あつ倒とうされていると、廊ろう下かから呼び声がかかった。

「みなさん、そろそろ午ひるですから、食事にしましょう」




　食堂の机の上には、蒲公英が六華城で食べているのとは全く異なる料理が並んでいた。何か川魚の煮につけ、独特の強い臭においがある豆とう腐ふのようなもの……それから、モツを炒いためたもの？　見たこともない料理ばかりだ。

「うちの料理担当の袁えんおばさんだ」

　紹介されたのはふっくらした女性だった。

「彼女は創作料理の達人でね。ただ、ずぼらで配合を書き残さないから、一度として同じ料理を再現できない」

「料理人まで個性が強い……」

「その場にあるものでパパッと考えるのが好きでねえ」

　やや不安を覚えつつ、蒲公英は勧すすめられた皿に手を付ける。すると、

「美味おいしい！」

　思いの外ほか刺し激げき的な味に、箸はしが止まらない。何の肉なのかすら分からないのに、なぜか後を引く絶ぜつ妙みような味わい。蒲公英は個性的な料理の数々を次々に口に運んだ。

「食べ慣れない香こう辛しん料りようですけど、すごく面おも白しろい味。ただの風味付けだけじゃなくて、臭くさみ消しになっているんですね。見み栄ばえもよくて素す晴ばらしいです」

「君は評論家だな」

「あ、すみません」

　蒲公英は頭を下げた。素晴らしいものに出会うと、どうものめり込んでしまう。

「いやいや」

　礼苑はしかし、嫌いやな顔一つ見せなかった。穏おだやかな笑えみで、

「天が君をこの国に送ったわけが分かるよ」

「え？」

「素す直なおなことはいいことだ。賢さかしらに穿うがった見方は芸術を本来の楽しさから遠ざけてしまう」

　そこで礼苑は手を叩たたいた。

「さあみんな、食べよう！」

　金きん獅じ子し商会での食事は楽しかった。独創的で美味しい料理は元より、蒲公英にとっては、これだけ大人数で食しよく卓たくを囲むのは初めてだったから。

（礼苑様は王族なのに、庶しよ民みんのみんなと一いつ緒しよに食べるなんて）

　さんざんに言われようとも、明るく話し上手な礼苑はやはり常に話題の中心。誰だれも退たい屈くつしないよう気配りを見せ、何を言われてもからから笑ってまとめる。底の見えない人だ。

　食事の後のお茶をいただきながら、蒲公英は礼苑に問いかけた。

「礼苑様、一つ訊きいていいですか？」

「なんだ」

「どうして金獅子商会って言うんですか？」

「ああ、昔、母上が俺によく聞かせてくれたお伽とぎ噺ばなしでね」

　礼苑はそう言いながら、やおら机の上に大きな巻物を投げ広げた。皆器用に湯ゆ吞のみを持ち上げて避よける。彼の突とつ飛ぴな行動への慣れが感じられる。

　礼苑は咳せき払ばらいをすると、語り始めた。

「荒こう野やに一いつ匹ぴきの獅子がいた」

　それは絵巻物になっていた。物語の始まりは、細筆で描えがかれた小さな獅子。

「珍しいことに、彼の毛の色は真っ白で、周りの獅子とは全然違ったんだよ。それで獅子は仲間にいじめられて、とうとう群れを追い出されてしまったんだ」

　礼苑は語り部べのように滑なめらかに言葉を重ねる。蒲公英たんぽぽはすぐに話に引き込まれた。

「小さな白い獅子は荒野を旅したよ」

　蒲公英は目を閉じ、想像する。巻物の黄ばんだ紙の上を、不安げに歩み始める小さな獅子が見えてくるようだ。

「鳥の群れに出会ったとき、獅子はこう言った。『君たちの翼つばさ、とても美しいね。俺は空を飛べないが、どんな気持ちのするものなんだろう。俺を仲間に入れてくれないか？』鳥たちは獅子を仲間にしてはくれなかったけれど、羽をくれた」

　色とりどりの羽は、獅子の白い毛を鮮やかに飾かざった。

「やがて川に辿たどりついた獅子は、魚の群れにこう言った。『君たちの鱗うろこ、きらきら光って、まるで宝石みたいだ。俺は君たちのように泳げない。きっと気持ちがいいんだろうね。俺を仲間に入れてくれないか？』魚たちは獅子を仲間にしてはくれなかったけれど、鱗をくれた」

　濡ぬれた鬣たてがみにきらきら光る鱗を散らして、獅子は誇ほこらしい気持ちだった。

「やがて海に辿りついた獅子は、岩場の貝たちにこう言った。『君たちの殻からはとても固くて、大切なものをしっかり守れる。俺にもそんな才能があればいいのに。俺を仲間に入れてくれないか？』貝たちは獅子を仲間にしてはくれなかったけれど、真しん珠じゆをくれた」

　乳白色の玉をお守りのように身につけて、獅子はさらに歩みを進めた。

「旅を終えて、元の荒野に帰ってくると、一番星が見下ろすきりで、群れはどこかにいなくなってしまっていた。獅子は本当の本当に独りぼっちになってしまったけれど、羽や鱗や真珠を纏まとって、なぜだか心強い気持ちだった。世界は自分の知らない美しいものに満ちていると知ったからだ」

　巻物の最後は、鮮あざやかな朱しゆに染まっていた。

「夕暮れが獅子の毛を染め上げて、まるで金色に輝かがやくようだったんだよ」

　そう言って物語を締しめくくると、礼苑は慣れた手つきで巻物を巻く。

「それで金獅子商会、ですか」

「ああ」

　礼苑はそこで机を囲む芸術家たちに視線を巡めぐらせた。

「俺は道楽者だから、どうも勘かん違ちがいされやすいが……、俺が彼らを飼ってるんじゃない。彼らに分けてもらっているんだ。羽や、鱗や、真珠をね」

　そして大きな口でにっかと笑う。

「彼らを尊敬している。本当だよ。俺にはできないことができる」

　礼苑の言葉はいつも真っ直ぐだ。心の奥まで一直線に届く。
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　蒲公英は柔やわらかく目を細めた。

「礼苑様は王族らしくないですね」

「そうか？」

「六門を巡りましたが、芸術家の皆みなさんがこんなに自由に振ふる舞まっているのはここだけです。こんなに……愛されているのも」

　でこぼこだらけの芸術家たちを、でこぼこなままで、まるっと受け入れる。この垣かき根ねの低さは、六門にはなかった。

「まあ俺は博愛主義者だからな」

「聞きましたよ、それは」

「世界は広いんだよ。みんな自分とは違ちがう。嫌きらいなところを探して生きるのは疲つかれるだろ。好きなところを見つけて楽しんだ方がずっといい」

　欠点があってもいい。傷があった方が面白い。礼苑はそれを楽しめる人だ。

「うちの作家はみんな個性的で大衆受けしない。が、どういうわけか一部の客に大受けだったりする。それで十分だと俺は思う。誰かたった一人でも愛してくれるなら、それだけで価値があるだろ」

　礼苑の言葉に迷いはなかった。もっとも、

「売り上げは芳かんばしくないですがね」

「ああ、常に火の車だ」

「変わった者好きの少数客のおかげでなんとか生きながらえてるのよ」

　相変わらず芸術家たちは手厳しいが。

（でも、なんだか嬉うれしそう）

　そんなことを言いながらも、彼らの顔は明るくて。

「若の放ほう浪ろう癖へきは困りものですが、いつだってふらりといなくなっては、私たちを気に入ってくれそうな客を見つけて、引っ張ってきてくれる。そういう勘かんが鋭するどいんです」

「珍めずらしい物好きの客と俺たちを繫つなげてくれるんだ。若の側そばにいれば、俺たちは安心して活動を続けられる」

「何より若自身が、私たちを認めて、応おう援えんしてくれるの。だから頑がん張ばれる」

　礼苑は確かに、金獅子商会の仲間たちに信しん頼らいされているようだ。人を動かす才能、というと大げさだが……蒲公英だって芸術家だったら、こういう雇やとい主のためなら頑張れるって思うのかもしれない。

　なにより、礼苑は彼らが自分らしく描くことを否定しないから。それは、お抱かかえの芸術家たちを一門の型にはめようとする六門のやり方とはまるで逆で。

（一番変わっているのは礼苑様だわ）

　王族なのに。

　そこで蒲公英はふと疑問に思った。

「そういえば、礼苑様は王族なのに、どうして旧市街内にお住まいじゃないんです？」

「そりゃ、六門のどこにも属さないからさ」

　蒲公英は首を傾かしげる。礼苑はさして気にするそぶりも見せず、さらりと答えた。

「俺の母は東煌出身なんだ。俺は半分北煌、半分東煌の人間というわけ」

「そう、だったんですか」

　なんとなく納なつ得とくしてしまう。聞き慣れない変わった名前もそのためか。

　六門の人々と礼苑との圧あつ倒とう的な違い。北煌の伝統を守ろうとする排はい他た的な雰ふん囲い気きに、他国の血を引くこの太子は、明らかに馴な染じまない。六門の支配する旧市街に住まないのも、放浪癖があるのも、もしかしたら……北煌の王都には居場所がないから？

「礼苑様は六華城で暮らしたいと思いますか？」

「君が俺を王に選んでくれるならね」

　礼苑は蒲公英に試ためすような視線を投げる。相手が花か仙せんでも、彼は絶対にへりくだらない。蒲公英の方が『選ばされる』みたいだ。

「……礼苑様は、王になりたいのですか」

「なりたいね」

　迷わずはっきり言い切る。叡春とは本当に、正反対。

「なぜです？」

「この国の民たみを愛してるから」

　愛してるから。

　私もです。そう言えたらよかった。蒲公英も北煌の人々を愛したかった。でも、

『雑草』

　北煌の人々の方は、蒲公英を愛してくれないのだ。

「で、どうなんだ。王探しは順調か？」

「残念ながら」

　蒲公英は簡単に今の状じよう況きようを説明した。

「遠くの声が聞こえる、ねえ。難なん儀ぎな能力だな」

「この力のせいで……みんなが本当は私を駄だ目めな奴やつだって思ってることが分かるんです。どんどん自分を嫌いになっていく」

　蒲公英は海かい螺ら栓せんに触ふれる。これを外すのが怖こわい。陰かげ口ぐちを聞いてしまうことが怖くて。

　みんなの言うように、自分が本当に頼りない花仙なのだとしたら。

「自分が信用できないんです。だから、選べない」

　王を選ぶことが花仙の仕事なのに。そう考えたら……、

「どんどん自信が持てなくなって、どんどん選べなくなる」

「そりゃ君、堂どう々どう巡めぐりだな。自分を信じるだけのことじゃないか」

「それは途と方ほうもなく難しいことなんです」

　蒲公英たんぽぽは唇くちびるを嚙かんだ。何も語るな、と、叡春は言うけれど。礼苑にはなぜか、心の内を吐はき出してしまう自分がいた。

「ふむ」

　礼苑は椅い子すの背もたれに身を預けた。

「じゃあこういうのはどうだ」

　指を立てる。名案を思いついたとでも言うように。

「誰だれか心から信頼できる人を見つけて、その人に言ってもらえばいい。君を信じるよって」

　ちょっと回りくどいが、それなら安心できるだろ？

「それ、もっと難しい気がします」

「そうかい？　少なくとも俺は君を信じるよ」

　あんまり屈くつ託たくなく言われるので蒲公英は笑ってしまった。どうしてこの人は、こんなにもお人ひと好よしなんだろう。

「あなたは沈しずみかけの船だって信じる人だわ」

　思わずそう言うと、礼苑は不満げに腕うでを組んだ。

「じゃあ訊きくが。君は六門の人々が表向き良い顔をしながら裏では陰口を叩たたいていると言う」

「叡春様は別です」

「叡春兄上以外の、六門の人々が。じゃあ彼らは噓うそつきってことだろ」

「そういう言い方をすると角が立ちますが」

　蒲公英は俯うつむき、胸の前で指先を合わせた。そんな蒲公英に、礼苑は説とき伏ふせるように、

「君は、君に噓をつくような人の言葉を信じるのか？　で、俺の言葉は信じないのか？　おかしくないか、それ」

「それも、そうですね……」

　確かに、そう言われると。蒲公英は悪口を気にするあまり、自分のことというよりむしろ、人のことを信じられなくなっていたのかもしれない。

「でも私……蒲公英です」

　それでも追いすがるように零こぼすと、

「それが何なんだ」

　礼苑はつっぱねた。ちょっと怒おこっているように聞こえた。彼は感情を隠かくさない。蒲公英は怖おじ気づいて、頼たよりなく視線を揺ゆらす。言い訳を探すように。

「だって……蒲公英って雑草です。北煌に蒲公英仙が咲さいたのは初めてのことで」

「だから？」

　しかしそんなもの、礼苑には響ひびかない。彼はむしろ、強く肯こう定ていしてみせた。

「俺は好きだぞ、蒲公英。春の野原にぽつぽつ咲いて。星が落とした金貨みたいで」

「星の金貨……」

　そんなことを言われたのは初めてだ。なんだかくすぐったい。それなのに、身に染しみ付いた習慣が、喜ぶ自分を抑おさえ込む。そんなわけないって。自分が評価されるわけがないって。

「そんなの、私なんかには綺き麗れいすぎます」

　そうして、あくまで自分を卑ひ下げする蒲公英に、

「ああもう、面めん倒どうくさいな、君は」

　礼苑はついにしびれを切らして立ち上がった。

「え？」

　戸と惑まどう蒲公英を尻しり目めに、彼は高らかに告げる。

「皆みなのもの、行くぞ。素そ描びようの時間だ」

　礼苑の言葉を聞くや、芸術家三人衆ががたんと立ち上がった。

「いいですね」

「いつ言い出そうか迷ってたぜ」

「待ってたわ」

　礼苑は坐すわったままの蒲公英の腕を摑つかんで引っ張り上げる。

「何してる、行くぞ」

「行くって？」

「絵を描かくんだ」

「絵って、何のですか？」

「君のだよ。当たり前だろ」

　有う無むを言わさず、礼苑は蒲公英を工こう房ぼうへ連れ帰った。

　小さな木の椅子に坐らせられた蒲公英を、芸術家たちが取り囲む。少し離はなれて、礼苑は怒った顔で腕を組んでいた。

「まさか自覚がないとは」

「な、何がですか」

「君は綺麗なんだよ。どうしてもっと自信を持たないんだ」

　どうして怒られながら褒ほめられてるんだろう……混乱しながらも、蒲公英はまた真っ赤になる。叡春のときより無む茶ちや苦く茶ちやな状況だけど。

「君は綺麗だ。ものすごく」

　憤ふん慨がいしながらベタ褒めし続ける礼苑に続き、

「花仙殿どの、あなたの外見はものすごく目立つんですよ」

「一目見ただけでただ人ではないと分かった。髪かみも目も……なんなんだその肌はだは。陶とう器きか？」

「花仙というのは本当に美しい生き物なのね。正直驚おどろいたわ」

　筆を動かしながら、芸術家たちも同意する。

「あ……そんなこと……」

　赤い顔をした蒲公英が否定するより前に、

「俺は噓はつかない」

　礼苑がはっきり言った。

「君は全然駄目じゃない」

　彼の言葉が、蒲公英を揺さぶる。乱暴なほどの強さで。

「君には素す直なおな感受性がある。稀け有うな才能だ」

「そ、そうですか？」

　礼苑はとっくり頷うなずいた。

　蒲公英はこの屋や敷しきを訪おとずれて……金きん獅じ子し商会の奇き抜ばつな芸術家たちを、その個性を、否定せず受け止めた。彼らの変わった作品を、驚き呆あきれつつも楽しんだ。絵筆を入れる前の白い紙みたいに、まっさらな気持ちで、ときに自分の言葉で語り直しながら。

「偏へん見けんを持たず、作品の語る言葉に真しん摯しに耳を傾かたむける。誰にでもできることじゃない」

（だって）

　蒲公英は……望むと望まざるとにかかわらず、人の本音が聞こえてしまうのだから。芸術品もまた、それを作った人の言葉なのだとしたら。

「『聞く』ことに慣れてるだけです」

「それも一つの才能だ。君の羽。君の鱗うろこ。君の真しん珠じゆ」

　胸が熱くなるのは、礼苑の言葉が疑うにはあまりにも眩まぶしいから。生まれてこの方、蒲公英に深く根差した人間不信を、勢いよく引っこ抜ぬくように。

「君は綺麗だ。見た目だけじゃなく、中身も」

「っ……」

　蒲公英はぐっと詰つまる。目を見開き、手をぎゅっと握にぎりしめ、なんだかよく分からないけれど胸の奥に押し寄せる幸福感に屈くつ服ぷくする。どうしてだろう、蒲公英は、この人を信じざるを得ないと思った。破は天てん荒こうな強い引力で、もう、どうしようもなく。

「自分を嫌きらいになる理由を探すのはもうやめろ。どんな個性にもいい面と悪い面があるんだ。どうせなら好きになれるように努力しろ」

　蒲公英が答えに窮きゆうしているうちに、

「花か仙せん殿、動かないで」

「光源をずらしてもいいか？　そこの窓を開けよう」

「目の色を観察させてほしいわ……」

　芸術家たちはいよいよ創作意い欲よくを増し、かぶりつくように観察を始める。

「な」

　念押しするように言った礼苑は、そこでようやく再び笑った。
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　三者三様の画えが出来上がった。微秦の画は正確無比、まるで生き写しのよう。葉去の画は存外繊せん細さいで優やさしく、鴻保の画はいったい蒲公英たんぽぽのどこを見ていたのかと疑うほど均整が崩くずれ、例によって奇抜な色いろ遣づかいだ。でも、

「三枚とも素す晴ばらしいです。これ、本当に私が貰もらってしまっていいんでしょうか？」

　礼苑は鷹おう揚ように頷いた。

「君はもっと自分をよく知るべきだな」

　金獅子商会の主あるじは、蒲公英に説き聞かせる。

「君は何者で、君にとって何が重要で、君がどうすれば幸せになれるのか」

「……幸せ？　私の？」

　蒲公英はそこで気づく。自分の感情なんて、二の次だった。いいのだろうか、自分の幸せなんて考えてしまって？　花仙は天の使いなのに。

「当然だ」

　礼苑がくったり首を傾かしげると、背中で髪が揺れる。

「花仙が不幸せな国の民たみが、幸せになれるわけがないだろう？」

　彼に言われると、なんだか納なつ得とくしてしまう。行動は自由奔ほん放ぽうだけれど、なぜかどっしり安心感があって。この人が自分を信じてくれるなら、それが自分を信じる理由にもなるような気がして。なんだかおかしい。この荒こう唐とう無む稽けいな変わり者のおかげで自信を持てるだなんて。

「……変なの」

　蒲公英はつい笑えみを零こぼしてしまう。

「君はやっぱり笑った方がいい」

　そう言って満足げに笑う礼苑の前にいると、やっぱりくしゃみは出なくて。

　本当に、蒲公英にも、自分で選び決める力があるとして。

　そばにいて居い心ごこ地ちのいい相手を王に選ぶ。そんなことが、もしも、許されるなら……。

　蒲公英は少し、迷っている。
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　風雲急を告げたのは、その翌日のことだった。

　古こ墨ぼく公叡春は、約束通り、その日蒲公英を再び自宮に招いていた。以前蒲公英が見て感動した画家の作を、他ほかにも用意してくれていたらしい。

　しかし、せっかくのもてなしも、彼女を喜ばせる前に、それどころではなくなってしまった。

「当主様」

「なんなんだ、騒そう々ぞうしい」

　駆かけ込んできた使用人が告げたことには、

「六華城から通達が。東煌の雪せつ季き王がご到とう着ちやくに……！」

　叡春は眉まゆをひそめる。

「予定通りだ。雪季王は宵よいの宴うたげにご参加くださる。何をそんなに焦あせる」

「それが……瑞の明遠王も、ご一いつ緒しよで」

　そこで叡春はぴたりと動きを止めた。

「……なんだって？」

　ただごとでない雰ふん囲い気きに、蒲公英は黙だまったまま肩かたをすぼめる。使用人がごくりと唾つばを吞のむ音が聞こえてきそうだった。

「花仙殿、この続きはまたの機会に。一緒に来てください」

「あ、はい……」

　叡春は立ち上がり、短く命じた。

「他の離り宮きゆうに文ふみを遣やれ。六門会議を招集する」




　六門会議とは、六門の当主六人によって構成される組織だ。王を支え、王に助言することを目的とする。あくまで六門の見解を王に伝えるというだけで、何らかの拘こう束そく力を持つわけではないのだが、王は実質、六門に反対されるとそれ以上押し通すことが難しいらしい。

　まして今、北煌には王がいない。六門会議はこの国の最高権力と言って差し支つかえなかった。

　六華城、空の玉座の手前に長机が置かれ、六色の衣ころもを纏まとった六公が一列に腰こしかけた。蒲公英はその机の脇わきに立つ。花仙は使用人ではないとはいえ、彼女はまだ生まれたばかり、王を選ぶまでは客人のようなもの。立場は微び妙みようだ。

　六公の前に、全身を鎧よろいで固めた東煌の雪季王が、背筋を伸のばして立っていた。

　雪季は三十代になったばかりの青年王。よく日に焼けているが、常に無表情だ。北煌と東煌は隣りん国ごくとあって、基本的には友好関係にある。しかし、秩ちつ序じよを重んじ、とかく四角四面な雪季王は、芸術家肌はだの北煌の先王からはどちらかというと煙けむたがられていた。

　そして彼の少し後ろに控ひかえていたのが、問題の……。

「招かれざる客、だわね」

　辰しん砂しや公が赤い唇くちびるから小声で漏もらす。耳のいい蒲公英はひやひやするが、幸い本人には聞こえていないようだった。

　皆みなの注目を一身に浴びるのは、まだ十代の少女王だった。三年前に登極したばかりの、瑞の明遠王である。大きな目に、真っ直すぐ素す直なおな髪かみの毛は肩に届かないあたりで切り揃そろえている。即そく位い以来、ずっと短たん髪ぱつを貫つらぬいてきたというが、まだ少女の面おも影かげの残る彼女には、飾かざり気のない切りっぱなしの髪が良く似合っていた。

　そんな明遠に影かげのように寄り添そうのは、白はく皙せきの美青年だった。ふわふわの髪、はっとするような金色の瞳ひとみ。彼は瑞の花仙、睡すい蓮れん仙せんだ。名は未み明めい。花仙の先せん輩ぱいとあって、蒲公英は興きよう味み津しん々しんだが、あくまでも彼は明遠の付き添い。緊きん張ちようの要因は、突とつ如じよ現れた瑞王の真意にある。

「仮にも一国の王が、予告なしの訪問だなんて」

「礼れい儀ぎに欠きますわねえ、ふふふ」

「雪季王も何を考えているんだ」

　低い声が交かわされ、否いや応おうなくぴりぴりする空気の中……、異い彩さいを放つ者が、一人。

「いやあ、壮そう観かんだな！　六門会議に王が二人とは！」

　のん気な声で、急激に緊張が緩ゆるんだ。その声の主は、例によってはちゃめちゃな色合いの衣を纏った……金きん獅じ子し商会の主・礼苑だった。

「あの、なぜこの場に礼苑様が？」

　蒲公英が叡春に耳打ちすると、叡春は頭の痛そうな顔で、

「仕方がないだろう、礼苑の母は雪季王の姉君……礼苑は雪季王の甥おいにあたる。当然ご挨あい拶さつすべきだ」

「そうだったんですか！」

　そういえば前に礼苑が言っていた。自分の母は東煌出身なんだって。だから礼苑は北煌の太子なのに六門に入れてもらえないとか。

　礼苑はずかずか雪季王に近づいた。にこりともしない雪季王に全く動じることなく、

「叔父おじ上うえ、お久しぶりですね。お一人なのですか？　薔ば薇ら仙は？」

　いつもの調子で、ぐいぐい切り込んでいく。

「あれは五月蠅うるさいので置いてきた」

　雪季の方も慣れているようで、驚おどろくこともなく淡たん々たんと応じる。

「残念だな。会いたかったのに。ところで叔父上、城の中では鎧はお脱ぬぎください」

「お前こそ、相変わらずその服装は何なんだ、だらしない。きちんと袖そでを通せ」

「これは着き崩くずしているというのです。肩で羽織るのが恰好いいのです」

　礼苑が胸を張ってみせると、雪季王は無表情のまま、ものも言わず甥の衣に手を伸ばした。

「ちょっやめて！　この帯はあえてちょっとずらして結んでるやつだから真ん中に持ってこようとしないで」

「私は曲がったことが嫌きらいなんだ」

「知ってますよ！」

　空気を読まない攻こう防ぼう戦せんを、六公は白い目で見るばかり。蒲公英たんぽぽの方が胃が悪くなりそうだ。叡春が耐たえかねて口を挟はさむ。

「礼苑、君が絡からむと場が乱れる」

「や、すまない」

　半分血の繫つながった弟を退かせた後、叡春は空気を切り替かえて、客人に向き直った。

「雪季王、それと……明遠王。北煌王家六門一同でございます。王不在の折、代理にて失礼いたします」

　六公は揃って立ち上がり、低頭拱きよう手しゆした。再び腰かけると、後の五公が順じゆん繰ぐりに一人ずつ口を開く。

「本来ならば新王が挨拶すべきところ、このような形になり、申し訳ない」

　くしゅん。

「六門一同、歓かん迎げいの意を表しますわ」

　くしゅん。

「ご多た忙ぼうのところわざわざお訪ねくださり、ありがたい限りです。ふふふ」

　くしゅん。

「しかし、瑞湖国には宵の宴の招待状をお送りしておりましたかな？　どうも記き憶おくが曖あい昧まいで。我々の勘かん違ちがいですかな」

　くしゅん！

「……花か仙せん殿どの、申し訳ないが少し静かにしていただけませんかね。あと、綿毛を飛ばさないでください」

「ご、ごめんなさい！」

　瑠る璃り公にじろりと睨にらまれ、蒲公英は冷や汗あせが止まらない。

　そこで、明遠が一歩進み出た。場の注目は、再び瑞の少女王に集まる。

「此こ度たびの不ぶ躾しつけな訪問、どうかご容よう赦しやください。先王には何度も文を送っていたのですが、いっかな返事がなく」

「で、王不在の時機を狙ねらって乗り込んできたということ」

「雪季王の訪問に乗じて……なんて図ずう々ずうしい」

　六公はあからさまに嫌いやな顔だ。明遠が歓迎されていないことは、誰だれにでも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　けれど、明遠はひるまない。一度、隣となりに立つ雪季の顔を見上げ、頷うなずき合うと、

「同盟の申し入れに参りました。わが瑞湖国と、東煌、そして北煌とで、三国同盟を結ばせていただきたいのです」

　突とつ然ぜんの提案に、場がしんと静まり返る。

（三国同盟？）

　蒲公英だけでなく、六公にとっても寝ね耳みみに水だったらしい。無言のうちに、せわしなく視線が交わされる。

「そう来たか……」

　礼苑が声に出さずに呟つぶやいたのを、蒲公英だけが聞いた。
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「ご存知のように、我らが瑞湖国は三年前、傭よう兵へい派は遣けんを完全撤てつ廃ぱいしました」

　明遠は静かに口火を切った。

　瑞湖国と言えば、南煌と東煌に南境で接する山さん岳がくの小国。資源に乏とぼしく、古来傭兵派遣業を生業なりわいにしてきた。瑞の傭兵の強さは有名で、内戦の頻ひん発ぱつする亜煌帝てい国こく四州はお得意様だった。建国以来中立を旨むねとする瑞は、どの州にも肩かた入いれをせず、等しく傭兵を貸し出した。そうすることで、敵を作らず、侵しん略りやくから身を守っていたともいえる。

　しかし瑞は、明遠王即位と同時に、その主要産業を完全に撤廃した。瑞の大きな方向転てん換かんは、世界に衝しよう撃げきを与あたえた。

「ええ、よく存じ上げておりますよ。我が国も瑞の傭兵団には王都の警備を頼たのんできた歴史がある。突然打ち切りなどと言われて、どれだけ迷めい惑わくをこうむったか」

　緑ろく青しよう公が言うように、反応はおおむね批判的だった。瑞の傭兵はとにかく強かった。負け知らずと言われるくらい。煌の四州も頼たよりにしていたのだ。

「申し訳ありません。民たみを守るため……ご理解ください」

　明遠は真しん摯しな表情で答えた。しかし彼女の目に後こう悔かいの色はなかった。

　中立を謳うたいながら自国の民を戦地に貸し出すというあり方に、明遠は初めて疑問を呈ていしたのだった。人を傷つけなくても国が存続できるように、他ほかの道を模も索さくしようと。

「でも、その後、苦労されているようですわね」

「ええ、なかなかすぐには上手うまくゆきません」

　辰砂公の皮肉っぽい言葉を、明遠は乾かわいた声で肯こう定ていした。

　それも当然のこと。突然主要産業を打ち切りでは、もちろん経済は立ち行かず、瑞はしばらく混乱状態に陥おちいった。即そく位いの際に距きよ離りが近づいた東煌の援えん助じよを受け、三年後の今でもかなりの部分、東煌の保護に頼っている状態。新たに力を入れ始めた医薬事業が、ようやく芽を出し始めたところだ。

　しかし、医薬立国が成功したとしても、不安は残る。なにしろ、瑞はすぐ隣に南煌という爆ばく薬やくを抱かかえているのだ。瑞は中立国家。軍事力を放ほう棄きしたとあっては、攻せめ込まれればひとたまりもない。しかも明遠と南煌の侵略王・恭昇との関係はすこぶる悪い。

「我々は南煌の侵略を是ぜとしません。南煌を野放しにしていてはならない。恭昇に対たい抗こうするため、三国同盟を結び、協力し合いませんか」

　小国の瑞にしては、なんとも大だい胆たんな提案だ。相手は世界最強の大国、その四分の二を味方につけようというのである。

「確かに、一時期の南煌は南方の小国を根こそぎ潰つぶし、東煌とも鍔つば迫ぜり合いを続けていたようですが」

　緑青公は他の面めん子つの顔色を窺うかがいつつ、

「ここ最近は沈ちん黙もくを守っている。かつての侵略意欲は衰おとろえたのでは？」

「嵐あらしの前の静けさ、かもしれません」

　明遠は不敵にけしかけた。年ねん齢れいを感じさせない強気な態度に、六公は思わず主導権を手て渡わたしそうになってしまう。

　……古こ墨ぼく公叡春を除いては。

「他国に同盟を持ち掛かけるにしては、根こん拠きよが薄うすいですね」

　彼は一人、雰ふん囲い気きに流されず、冷静を保っていた。怒いかりも焦あせりもせず、ただ正確に事実を見み極きわめる。
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「なぜ北煌うちに？　なぜこの時機に？」

（確かに）

　明遠王の威い容ように飲み込まれかけていた蒲公英は、そこではっとした。

　なぜ今、北煌との三国同盟なのか。西煌に比べれば立地的に近いとはいえ……、北煌には今王がいないというのに、そこまで急ぐのも不思議だ。瑞には何か焦る理由があるのだろうか。

　焦る、理由。

「睡蓮仙は、何を『見た』のですか？」

　叡春がそう切り込んでようやく、他の五公も得心がいったようだった。

「……予知夢」

　そう、瑞の花仙と言えば、睡蓮。天から与えられた能力は、予知夢だという。

（未明殿が何か見たんだわ）

　明遠王の脇わきで、当の本人はあくまで泰たい然ぜんとした笑え顔がおを湛たたえているが、北煌の面々には焦しよう燥そうの色が浮うかぶ。

「戦いくさが起こるのか？」

「いかにも」

　明遠は短く肯定した。

「我が国の花仙の能力で、将来大きな戦が起こることが分かりました」

「どこで？」

「数万の兵の姿が見えました。あれだけ広大な平野は我が瑞湖国にはありません。煌四州のどこかで起こることではないかと予想します」

　未明の言葉に、明遠は頷いた。

「仕し掛かけるのは確実に南煌でしょう」

　南煌は亜煌帝国の火種。真の統一をもくろみ、虎こ視し眈たん々たんと他三州を狙っている。

「しかし、将来とは、具体的にはいつ？」

「それは分からないんですよね」

　睡蓮仙・未明は垂れ目を細めて答えた。彼の能力は未来の断だん片ぺん的な光景を予知夢に見ることであり、それがいつ、どこで起こることなのかまでは分からないのだ。

「じゃあ、ずっと先に起こることかもしれないわけだな？」

　緊きん迫ぱく感かんのない話に思える。しかし、未明は金色の目を鋭するどく光らせ、

「ええ。ですが逆を言えば、明日起こってもおかしくはない」

　そう警けい鐘しようを鳴らした。未来を知る花仙の言葉に、否いや応おうなく場がピリリとする。

「だから今、急いで参ったのです。すぐに対策すべきです」

　明遠は一歩進み出る。

「戦が起こることは避さけられない。問題は、その戦の相手が誰だれか、ということです」

　南煌は触ふれれば爆はぜる爆薬。周囲の国々にとって、共通の敵だ。

　戦が起こることが、避けられないのならば。

「必ず南煌を負けさせなければならない。先に手を打ちましょう」

　必ず起こる戦なら、あらかじめ味方を集め、確実な布ふ陣じんで勝ちに行く。

　望む未来にこちらから飛び込む。それが明遠の戦い方だ。

「西煌にも声をかけてはいますが、あちらの言うことが二転三転して……考えが読めません。信しん頼らいできない」

　だから、北煌。

「北煌の誠実さを信じ、お願いいたします。力ずくで奪うばう者に対し、徹てつ底てい抗こう戦せんするために、どうかお力をお貸しくださいませんか」

　しばらくの沈黙。雄ゆう黄おう公は明遠から目をそらした。

「雪季王は賛成なのですか？」

　北煌としては、東煌を敵には回したくないところだ。

「反対ならばここに来ない。もちろん東煌は単独でも南煌に対抗できる力は有しているが、相手は恭昇、どんな非道な手段を使ってくるか分かりません」

　雪季はちらりと明遠の方を窺い、すぐに六公に視線を戻もどす。

「瑞は確かに小国だ。しかし底力がある」

「傭兵派遣しか能のなかった小国が？　まあその傭兵とて、どこまで使えたものだか、今となっては分かりませんがね」

　瑠る璃り公の無礼な物言いに、明遠は強く言い返す。

「戦場に出ないあなた方に、瑞の傭兵の何が分かるというんです？　高みの見物をしておいて、知ったような口をきかないでいただきたい」

　六門は黙だまり込んだ。確かに、北煌は長らく戦とは無む縁えんだった。もちろん国軍は有しているが、今ではほぼお飾かざりと化してしまっている。瑞の傭兵ももっぱら都市の警護のために借りていたのであって、戦地のことには、どの国よりも疎うとかった。

「お言葉ですけれど」

　鉛えん白ぱく公が声を上げた。おっとりとした調子で、しかし不服の意をしっかり表しながら。

「我々は何も、意い気く地じなしで戦わないわけではありませんよ。戦いを避けるだけの力と歴史を有するからこそ、戦を仕掛けられることがないのです。我々には経済力という大きな力がありますからね、ふふ」

　北煌は亜煌帝てい国こくの玄げん関かん口、交易の中ちゆう枢すう。東西南の各州にとっても、そう簡単に喧けん嘩かを仕掛けられる相手ではない。その上、事実上の内戦が始まった後も、北煌は戦意が一番低く、ほとんど争いに参加してこなかった。覇は権けんなど元より欲しがっていない。北煌はただただ、盤ばん石じやくの安あん寧ねいを維い持じしたいだけ。そしてそれを可能にするだけの地力がある。

　鉛白公のおかげで、六門の一同は矜きよう持じを取り戻したようだった。辰しん砂しや公は自じ慢まんげに笑い、

「そうよ、南煌は今まで一度だって北煌にけしかけてきたことはありません。亜煌文化の要かなめたる北州に、敬意を払はらってのこと」

「何を悠ゆう長ちようなことを……」

　さんざん言われて、明遠はほとんど呆あきれたように、

「失礼を承知で申し上げますが、みなさん、思い上がりもいいところです」

　そして両手を広げ、声を硬かたくして言う。

「南煌が今まで北煌に侵しん攻こうしなかったのは、単に物理的接点が少ないからです」

　長方形を対角線で仕切った、南と北。亜煌帝国を四つに分かつ、急きゆう峻しゆんな范はん蠡れい山ざんの頂、その一点でしか、二国は接しない。つまり、北煌がいつまでも南煌の侵しん略りやくに無視を決め込めるのは、攻せめ込まれにくい地形だから。たったそれだけのこと。

「世界の平和が脅おびやかされようとしているときに、北煌だけ無関係というわけにはいきません。天の箱庭の、あなたがたも一部なのですよ」

　明遠は厳しく言い放つ。しかし、六公はもちろん面おも白しろくない。相手は小国、それも即そく位いしたばかりの若い王だ。伝統と格式を誇ほこりとする北煌相手では、さすがに分が悪い。

　案の定、反応は悪かった。

「いや、北煌としては、やはり今少し様子を見るべきだ。安易に他国と近づいて、利があるとも限らない」

　瑠璃公が皺しわの寄った顔を厳いかめしく歪ゆがめ、聞き取りにくい低い声で唸うなった。

　明遠は少し疲つかれたように、

「北煌の方はどうもものごとをはっきり仰おつしやいませんね。同盟には反対ということですか？」

「我々には栄光ある孤こ立りつという選せん択たく肢しもある」

　栄光ある孤立……要は、非同盟主義。あくまでも傍ぼう観かんを貫つらぬこうというのだ。

　しかし、そんな瑠璃公の言葉に、嚙かみつく者がいた。

「孤立だって？　冗じよう談だんじゃない。これ以上北煌を閉じられた国にする気ですか」

　はたして礼苑である。隣となりにいた蒲公英たんぽぽは、ただ肩かたをすぼめる。

「礼苑、悪いが少し黙って……」

　止めようとする叡春を振ふり切り、礼苑は明遠に詰つめ寄った。かなり上背がある上、派手な衣装でやたらと着ぶくれしている礼苑。小こ柄がらな明遠は彼の陰かげにすっかり隠かくされてしまう。

「明遠王、お尋たずねしていいかな。同盟とは、具体的には？」

　明遠は珍ちん妙みような恰好をした青年を見上げ、少々戸と惑まどった様子で答えた。

「えっ……と、そうですね。まずは協議会を設け、南煌からの攻こう撃げきに対して三国間の足並みを揃そろえたいと考えています」

　明遠は改めて背筋を伸のばすと、こう続ける。

「これは何も軍事に限った同盟ではありません。相そう互ごに視察を行い、考えや技術を交こう換かんしましょう。お互たがい学ぶことは多いはずです」

　礼苑は頷うなずきながら、興味深そうに聞いている。明遠はさらに、

「北煌には特に、交こう通つう網もうや物流の面でご教示願いたいと考えています。商を支えてきた技術を、ぜひ我々にも分けていただきたい。代わりに我が国は、土木や医い療りよう面で手助けできます。国を超こえて様々な分野で協力し合う、大きな共同体を作りたいのです」

　六門の面々は押し黙った。やたらと大きな話になってきた。

「国を超えた共助関係を作れないでしょうか。今、世界は分断されているけれど……、王は天の庭師なのだから、庭師同士連れん携けいして、より良い大きな庭を作れないでしょうか。そうすればきっと、戦いくさもなくなる」

　確かに明遠の話は理想的だが、いささか壮そう大だいすぎた。雲をつかむような主張を、六公は誰だれ一人ひとり、本気で受け止めはしない。

　鉛白公は子どもをなだめるみたいに、おっとりと諫いさめた。

「明遠王、これは政治ですよ」

　雄黄公が頷く。見下したような嘲あざけりの表情で、

「夢と現実の区別もつかないようでは困りますね」

「あなたも王なら、言葉には気をつけられた方がいい」

　畳たたみかけるように、緑ろく青しよう公が続くと、

「なんにせよ、非現実だわ」

　今度は辰砂公が、真っ赤な唇くちびるで傲ごう然ぜんと笑った。

「同盟と言ったって、そもそも国の規模が釣つり合わないし、南煌にどれだけの圧力をかけられるかも不ふ透とう明めい。民たみの賛同も得られるかどうか……常識的に考えて無む謀ぼうよ」

「今は無理でも」

　明遠はすがるように、

「夢を見なきゃ。望まなきゃ始まらない。難しくても、歩み出さなきゃ」

　瑞が史上初の大だい転てん換かんを切ったように。

「大事なのは、これからどうするか、でしょう」

「よく言った、明遠王！」

　礼苑は明遠の肩をがっしり摑つかんだ。曲がりなりにも相手は王、不敬と取られかねないが、気持ちいいくらいの満面の笑みに圧おされ、明遠も注意できない。

「俺は賛同するぞ！」

「……あの、そもそもあなたは誰なんですか？」

　至し極ごくまっとうな明遠の質問を、

「明遠王、気にしないでください。これに絡からみ始めると話が進まない」

　彼の叔父おじ・雪季王がばっさり切り捨てた。しかし礼苑本人はどこ吹ふく風、明遠の肩から手を離はなすと、邪じや念ねんのない笑みを浮うかべる。

「三国同盟なんて、前例のないことだ。大きな力だ。正しく使えば、きっと世界にいい影えい響きようを与あたえられる」

　蒲公英は彼のその明るい表情を見ていた。不安よりも期待を語る表情を。

　窓から日が差して、彼の生き生きした瞳ひとみを煌きらめかせる。明遠も雪季も、彼の雰ふん囲い気きに吞のまれているように見えた。

「新しいことをやろう。世界を変えていこう。そのためには協力し合わなければ」

　そして彼は六公に近づくと、手のひらを長い机について、笑顔で言った。

「開かれた国にしよう。いろんな考えを取り入れよう。そっちの方が楽しいと俺は思う」

　礼苑は言い切った。ごまかしも打算もない、正直な言葉で。

　しかし、

　ぴしゃり。

「！」

　返ってきたのは冷えた水。瑠璃公が礼苑の顔に向けて勢いよく茶をかけたのだ。礼苑の鬣たてがみのような黒くろ髪かみが、湿しめって力なく垂れ、毛先からぽつぽつ雫しずくを垂らす。

「よそ者が偉えらそうに口出しをするんじゃない。これは北煌の問題だ」

　瑠る璃り公の表情は、紛まごうことなき、嫌けん悪お。真っ黒な嫌悪だった。

「何をなさるんです！」

　意識して空気になっていた蒲公英も、これにはさすがに声を上げざるをえなかった。

　礼苑は一いつ瞬しゆん、真っ白な表情になったが、その後すぐに、

「瑠璃公……」

　びしょびしょの顔で、あろうことか、笑顔を作った。

「さすがは六華城だ、いい茶葉を使いますね。素す晴ばらしい香かおりだ」

　まるでとんちんかんな物言い。瑠璃公は目を閉じ、宙を仰あおいだ。

「……相手にする気も起きんわ」

「瑠璃公、やりすぎです」

　叡春が立ち上がり、客人二人に向かって深く頭を下げる。

「雪季王、明遠王、大変失礼をいたしました。ここは一度、場を改めましょう」

「それが賢けん明めいでしょうね」

　雪季が言った。振り返りざま、突つっ立ったままの甥おいに声をかける。

「礼苑、来い。風か邪ぜをひくぞ」

「はい」

　礼苑は少しだけほっとしたような声で答え、六公に頭を下げると、叔父の後を追った。

　二王と礼苑が去った後、残されたのは六公と蒲公英と、重い重い沈ちん黙もく。

「曲がりなりにも他国の王の前で、恥はずかしいったら」

「礼苑を同席させたのは大きな間ま違ちがいだった」

「結局明遠王を追い返せませんでしたねえ、ふふ」

　六門の人々は疲ひ弊へいのため息を交かわし合う。誰だれも瑠璃公を責めなかった。

（この人たち、いったい何を考えてるの。信じられない……）

　当の瑠璃公はこめかみに青い筋を走らせ、不快感をあらわにした。

「ああいう手合いを野放しにしておくから、国がめちゃくちゃになるんだ」

　くぐもった声で、吐はき捨てる。

「あいつは所しよ詮せん移民だ。よそ者に好き勝手言わせるな」

　礼苑を声こわ高だかに貶おとしめる言葉。蒲公英は耳を塞ふさぎたくなった。移民だのよそ者だの、一国の太子をよくもここまで悪しざまに言えたものだ。

「私はあいつを北煌の王族だとは認めん。六門でもないのだから、本来発言権などないんだ」

　それを聞いて、蒲公英は、はらわたが煮にえくり返るような気がした。異国出身の母を持つというだけで、王の息むす子こなのに六門に入れず、意見に耳を傾かたむけることすらしないなんて。

　それでも何も言えない自分がもどかしい。じっと俯うつむいて、ただ怒いかりをこらえる蒲公英を、六公は視界に入れてもいないようだった。

　しかし。

「彼に発言権がないというなら」

　そこで冷え冷えとした声が切り込んだ。蒲公英たんぽぽは顔を上げる。

「僕らにだってありませんよ」

　声の主は叡春だった。目を伏ふせ、膝ひざの上で両拳こぶしを握にぎって、彼は疲つかれたような声で、

「僕らは王じゃない」

　すぱんと切り捨てる。

「偉そうにふんぞり返って口出しをして、そのくせ大したことを成し遂とげられもしない……、ただの道楽者の集まりだ」

「古こ墨ぼく公！」

　彼らしくない棘とげのある台詞せりふに、場の空気はいっそう淀よどむ。

　叡春は目を閉じ、硬かたい息を吐き出した。

「失礼いたします」
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　古墨宮。なんとなく行き場をなくし、躊躇ためらいつつも叡春について来た蒲公英を、彼は追い返しはしなかった。

　客間で向かい合い、人ひと払ばらいをする。沈黙が重く垂れこめて、漆うるし塗ぬりの床ゆかの上で渦うず巻まいた。

「先ほどはすまなかったね」

「いえ……叡春様の責任では」

「六門は家族みたいなものだ。みんな身内だよ。我ながら恥はずかしいと思う」

　叡春はぐったりと背もたれに身を預けた。王家六門は強い一族意識を持つ。王族としての名めい誉よと矜きよう持じの裏には、連帯責任が付き纏まとうのだ。

「蒲公英……そう呼んでいいかな」

「あ、はい」

「蒲公英。君は、先ほどの明遠王の提案をどう思った？　君は三国同盟に賛成か？」

「えっと……」

　ずいぶん直接的に問われ、答えに窮きゆうする蒲公英。叡春は苦く笑しようした。

「いいよ、答えなくて。意地悪しただけだ」

　蒲公英はようやく、前に叡春が言っていたことの意味が分かった気がする。

　──訊ききすぎないこと。答えすぎないこと。

　──何も語ってはいけない。それがこの王宮で生き抜ぬく秘ひ訣けつだ。

　何も訊くな。何も答えるな。……何も語るな。

　瑞の明遠王が六門にやり込められたのを目まの当たりにして、蒲公英は思い知ったのだ。

　足をすくわれるぞ。言げん質ちを取られるぞ。

　沈黙は金、軽けい率そつは愚ぐ。それが政治というものだ。

「そういえば、君には過去の花か仙せんの記き憶おくがあると聞いたけれど、本当？」

　叡春は唐とう突とつに尋たずねた。

「え？　ええ」

　国の歴史は土が記憶しているものだ。花仙は先代の記憶を継つぐ。

「でも他人の記憶です」

　蒲公英が言うと、叡春は首を傾かしげた。自分でも説明しづらいけれど、

「確かに先代の記憶はあるのですが……自分の記憶とは違ちがって、わざわざ探さないと引き出せないというか。覚えているというよりは、あることだけは分かっている、という感じで」

　記憶の森をかき分ければ、引っ張り出してくることはできるけれど……、慣れが必要だ。特に遠い記憶はそれだけ引き出すのが難しい。

「人様の簞たん笥すを勝手に覗のぞいているようで、私はまだ上手うまくできません」

「そうか」

　おぼつかない説明ではあったが、叡春はなんとか理解してくれたようだ。

「蒲公英」

「はい」

「じゃあ、昔話をしようか」

「……はい？」

　北煌という国に、二十二年だけ先に生まれた者として。叡春が蒲公英に語れる歴史。

「不思議に思ったことはないか？　煌は一つの国なのに、なぜ四人も花仙がいて……つまり、四人も王がいるのか」

「えっ……と」

「数百年前までさかのぼれば、亜煌帝てい国こくの東西南北四州は、四つの独立した国家だった。もちろん王は四人。けれど」

「侵しん略りやく、ですよね」

　さすがの蒲公英でも、それくらいは知っている。叡春は頷うなずく。

「ある国……今の南煌に当たる国が、圧あつ倒とう的な軍事力で他の三国を飲み込み、亜煌帝国を名乗った。范蠡山を中心に、広大な地域を支配する、世界最大の国家だ」

　しかし。

「帝国として半ば強ごう引いんにまとまった後も、四つの国は独自性を主張し続けた。実際、文化も政治形態も異なる四国がいきなり統合することなど不可能だったんだ。それが証しよう拠こに、天は四つの地域に花仙を送り続けた」

　そう、この世界では、国の存続は本来、人間の決めるところではない。天から花仙が送られる限り、そこには王が……つまり国が認められる。四つの国はそれぞれ、天に存続を許されたということだ。

「それで仕方なく、四つの国の王のうち一人が皇こう帝ていを兼けん任にんし、一定の任期で順に皇帝位を持ち回る仕組みになった。四つの州は独自性を保ちつつも、帝国としていったんは一体化した」

　しばらくは上手くいった。軋あつ轢れきがなかったわけではないが、睨にらみ合いの状じよう況きようはある種の均きん衡こうを生み出し、程ほどよい緊きん張ちよう感かんの中、四州はともに発展した。

「しかし二十年前」

　叡春の瞳ひとみが暗くなる。

「南煌の恭昇が皇帝位を得たとき、他の三州に宣戦布告した。再び、真の意味での帝国統一を目指して」

　均衡は崩くずれ、煌の四州は長い内戦状態に突とつ入にゆうする。

「でも」

　蒲公英は口を挟はさむ。

「また同じことになるかも。仮に恭昇が他の三州の王を殺したとしても、また天がすぐに花仙を送れば、国は存続する」

　しかし、叡春ははっきり肯こう定ていするほど楽観的ではなかった。

「それは、やってみなければ分からないね」

「そんな……」

「現に、南煌はこの二十年で隣りん接せつする小国群を軒のき並なみ侵略した。恭昇は王を何人も殺しているけれど、今のところ生き返った国はない」

　王を殺せるのは王だけ。民たみが王を殺せばその国は死地になるが、王が別の国の王を殺した場合は、その土地を無事なまま手に入れることができる。そうして南煌は急速に領土を増やしてきたのだ。

「自分は天に侵略を許されていると……彼はそうのたまっているらしい」

「なんて不ふ遜そんな」

　王は天の庭師なのに。隣となりの庭を無理やり荒あらして、平気で所有権を主張するなんて。

「そこまでして領土が欲しいのでしょうか」

「欲しいのだろう。特に、煌四州の統合は、先祖の大望だ」

　そこに何の正義があるのか、蒲公英にはよく分からないけれど。

「世界は動き始めている。明遠王の言うとおり、北煌ばかり見て見ぬ振ふりもできぬだろうね」

　黙だまり込む蒲公英。それが分かっていて、なぜ六門は二の足を踏ふんでいるのだろう。三国同盟は無む謀ぼうかもしれないけれど、それを言うなら『栄光ある孤こ立りつ』だってまた無謀だ。どんな形であれ、北煌は必ず巻き込まれる。時代のうねりに。

　──新しいことをやろう。世界を変えていこう。

　──開かれた国にしよう。

（礼苑様の言っていることは、あながち間ま違ちがいでもないと思うけれど）

　確かに礼苑は楽天的だし、何かと大きな口を叩たたくところがある。行動が伴ともなわなければただの夢想家だ。それも分かる。でも、だからって一いつ切さい聞く耳を持たず、頭ごなしに否定することはないと思う。

（よそ者が偉えらそうに口出しをするんじゃない、なんて）

　瑠る璃り公に茶をかけられた彼の、一いつ瞬しゆんきょとんとした顔、黒い眼めの悲しい光を思い出すと、蒲公英たんぽぽは胸がきゅっとなってしまうのだ。

　叡春は机に頰ほお杖づえをつき、そんな蒲公英の顔をじっと見ていたが、あるとき真顔のままで、

「……礼苑のことを考えてるだろう」

「どうしてです？」

「顔に書いてある」

　叡春は薄うすく笑った。蒲公英は両手で自分の頰ほおに触ふれた。

「蒲公英はずいぶんあれに肩かた入いれするね」

「叡春様もでしょう」

　叡春はあの場で唯ゆい一いつ、礼苑を責めなかった。助けもしなかったが。

「僕は不用意な発言をしたくないだけだよ」

　何も尋ねず、何も答えず。六門の隅すみで、彼は一人だけ、いつもじっと黙っている。感情的にならず、状況を冷静に判断し、必要な時にだけ、言葉を差し込む。本当に礼苑とは正反対だ。

「適当なことを言って墓ぼ穴けつを掘ほるくらいなら、黙っているよ、僕は」

「でも……」

　蒲公英は目を伏ふせ、膝ひざの上で両手を重ねた。

　──僕らは王じゃない。偉そうにふんぞり返って口出しをして、そのくせ大したことを成し遂とげられもしない……、ただの道楽者の集まりだ。

　絞しぼり出すように放ったあの言葉だけには、少しだけ、彼の本音のようなものが垣かい間ま見みえて。

「本当に言いたいことがあるのに黙っているなんて」

　確かに波は立てないかもしれないが、押し隠かくした感情はどこへ行く？

　蒲公英は温かな橙だいだい色いろの瞳でその人を見上げる。厚く張った氷の下で、本当は滾たぎっている彼の想おもいが、『聞こえる』気がするから。それを無理やり封ふうじ込めてしまうのは、あまりにも……、

「お辛つらくはないですか？」

　叡春は虚きよを衝つかれたような顔をした。蒲公英は誤解を与あたえないよう、慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「だって叡春様、ご自分の宮でも一切態度を変えられないから……。無理をされているのではないかと」

　他人がどこかで漏もらす本音が聞こえてしまう能力のせいで、蒲公英は苦しんでいる。

　この国の王族は特に、社交辞令やおべっかが得意で。対面では美び辞じ麗れい句くを並べたてておいて、自宮へ帰れば言いたい放題言っていることを知っている。

　だけど、だからこそ。

　六門の中で一人だけ、裏の声が聞こえない叡春が……蒲公英は心配になった。

「誰だれにだって、本音と建て前があるものです」

　身に染しみて理解している。それはむしろ、自然なことなのだ。防げるものじゃないし、悪でもない。自分を守るためだったり、相手への気き遣づかいだったり。誰も傷つけない噓うそだってある。

　蒲公英はやっぱり自分の力が好きになれない。声が聞こえても、聞こえなくても、落ち着かない。笑っちゃうくらい、苦しい。だからその分せめて、人には優やさしくありたいと思う。

　おせっかいかもしれないけれど。

「本音を隠したままだと、疲つかれてしまうでしょう？」

　蒲公英は頑がん張ばって笑った。

「どこかには、はけ口がないと」

　叡春は長い間黙っていた。白と黒の空間で、蒲公英もそれ以上何も言わなかった。

　水すい晶しようを研とぎ澄すましたような、鋭するどい静せい寂じやくだった。

「……君は優しいね」

　あるとき彼は、観念したように。

「じゃあ、正直に言っていいか」

　体中にたまった膿うみを吐はき出すような、長いため息の後。彼は初めて、胸きよう襟きんを開いて。

「実を言うと僕は……礼苑がものすごく苦手なんだよ」

　そう、打ち明けた。

「……はあ」

　蒲公英は一瞬固まる。そう来るとは思わなかった。

「あれのそばにいると本当に疲れるんだ。行動が意味不明だから」

「あ、それは分かります」

　蒲公英は思わず即そく答とうする。今日のあの反応。茶をかけられておいて怒おこりもせず、あまつさえ笑ってみせるなんて。突とつ飛ぴもいいところだ。

「あいつの考えは全く理解できない」

　叡春は赤せき裸ら々らに言った。
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「雪季王の方がまだ親しみを感じるよ」

「あ、そういえば」

　東煌の王の名が出て、蒲公英は思い出した。

「礼苑様のお母様は東煌出身なのですよね。まだお見み掛かけしていませんが……」

　叡春は視線を上げた。少し言いにくそうに、

「ああ、知らなかったのか」

「え？」

「礼苑の母君は亡なくなったんだよ。もう十年以上前になるかな」

「え……」

　突とつ然ぜん、蒲公英の心がしんと静まり返った。重い雪の中に急に足を突っ込んでしまったような、ひやりとした感覚。

　叡春はばつが悪そうに視線を逸そらした。

「あまり身体からだの強い人じゃなくてね。礼苑は母君と一いつ緒しよに幼少期を東煌で過ごしたんだ。母君が亡くなった後、こっちに帰って来た」

「そうだったんですか……」

　彼はそんなこと、一言も。

「六門は、どこも彼を引き取ることを拒きよ否ひした。他国の母を持つ礼苑は六門に入れることはできないらしい。太子なのにね」

　だから彼は、本当に後ろ盾だてなしでこれまでやってきたのだ。

　叡春はその続きを言うかどうかかなり長いこと迷っていたようだったが、不意に自じ嘲ちようめいた笑えみを零こぼした後、苦々しく、認める。

「……それは酷ひどいいじめられようだったよ」

　叡春は、礼苑がかつて王宮で激しい嫌いやがらせに遭あっていたことを明かした。まだ幼い彼を、六門の人々はなじり、罵ののしり、爪つま弾はじきにし……、

「父上の保護がある手前、王の前ではみな、可愛かわいがってみせたけれどね。裏では、北煌の王族にふさわしくないだの、東煌に帰れだの。まあ、あれがあんな破は天てん荒こうな恰かつ好こうをしているのも悪いとは思うが」

　結局、礼苑は六門に入れてもらえなかったどころか、旧市街からも追い出されてしまった。

「今日のあれ、見たろ。礼苑が動じなかったのは、慣れてるからだよ」

「そんな……」

　顔を歪ゆがめる蒲公英を見て、叡春は苦しそうな顔をした。

　彼は、適当なことを言うくらいなら黙っていると言った。逆に言えば、話すと決めたなら……噓はつけないということ。ここまできたら、洗いざらい。

「僕は止められなかった」

　懺ざん悔げの味を声に乗せて、彼は明かす。

「怖こわかったんだ」

　長い間ためらって吐き出した本音。

「六門の皆みなさんがですか？」

「違ちがうよ。礼苑がだ」

　叡春は勢いで言った後、自分でも驚おどろいたような顔をした。きっと、言葉にしてみて初めて得られる実感もあって。

「そう……自分のよく知らないものに触れるのが怖いんだ。僕はいつもそうだ。嫌なことばかり目についてしまう」

　彼は吹ふっ切れたように、一つ一つ認めていく。蒲公英たんぽぽは真しん摯しに耳を傾かたむけている。

「礼苑は正反対に、目に入るものすべて面おも白しろがる。ああいう人間は奇き特とくだ」

「そうですね」

「なんだかんだで事業も成功しているんだろう？　金きん獅じ子し商会、だったか」

　蒲公英は曖あい昧まいに頷うなずいた。成功しているかどうかは、ともかく。

「少なくとも、楽しそうにしてらっしゃいました。色々な芸術家の方に囲まれて……変わった人ばかりでしたが」

「それがあいつの才能だな」

　叡春はくったりと首を回した。事実は事実として認める。それが叡春の強さだと、蒲公英は思う。

「みんな弱いからね。自分と違ったものは受け入れがたくて、悪みたいに思ってしまう」

　叡春の乾かわいた声が、古こ墨ぼく宮の静寂の中に溶とけていく。

「特にああいう、個性が強くてやたらめったら前向きな人間に出会うと……自分の信じてきたもの……自分の世界が脅おびやかされると思ってしまうんだ」

　観察半分、実感半分。叡春はあくまでも、自分を飾かざらなかった。

「結局、六門の人々は羨うらやましいのさ。伝統に固こ執しゆうせずとも自由に生きられる礼苑が。だから足を引っ張って引きずりおろそうとするんだろう」

　でもね。

「でも、本当の天才っていうのは、陥おとしいれられて転んだって、そこから学んで、今度は二段も三段も上へ飛び上がって行くものなんだ」

　妙みように実感のこもった台詞せりふだった。叡春はちょっと息をついた。

「もしかすると僕は……無意識に対たい抗こうしていたのかもしれないな」

「対抗？」

　古墨宮の若き当主で、新王候補として期待されている、叡春が。王族でありながら商人のようなことをしている奇き人じんの礼苑に？

「僕にはあれみたいな独特の美的感覚はないし、どちらかというと芸術家連中とは反りが合わない」

「そうなんですか？」

「実務的な方が肌はだに合うんだよ。派手なのはどうも苦手でね。一応古墨一門の当主だから、付き合いのある作家たちの面めん倒どうは見るが……感覚で話されるとついていけない」

　芸術の国だからと言って、誰だれもが派手好みの芸術家肌というわけではない。叡春のように、地に足のついたものを好む人もいる。蒲公英はそれも自由だと思う。何かを制限するのは芸術の役割ではない。

「六門は芸術の庇ひ護ご者であることに自信を持っているようだが、北煌で貴ばれることが世界の常識じゃないだろう。特に政まつりごとに携たずさわるなら……。絵筆で民たみは守れない。それも一つの事実だ」

　それを認めずして王になどなれるものか。

「芸術家にとっては、破天荒も一種の素質かもしれない。夢想は創造に繫つながるかもしれない。でも、そんな奴やつばかりじゃ政治は回らないだろ。誰かが律しなきゃいけない。何でもありじゃ国は機能しなくなってしまう」

　蒲公英には分かった。多分、今叡春の頭の中にあるのは、芸術家じゃなくて礼苑だ。蒲公英は、でも、黙だまって聞く。

「きちんと、現実を、見ないと。分かるだろ、それくらい……！」

　いつも淡たん白ぱくな叡春の表情が、硬かたくなる。凝こごっていた血を滾たぎらせるように。

　先ほどの一幕。三国同盟の背景に未明の予知夢があったことを冷静に見み抜ぬいた叡春と、事実はともかく、明遠王の掲かかげる理想に一も二もなく飛びついた礼苑と。どちらが王にふさわしいだろう？　そんなこと蒲公英には分からない。

「器用貧びん乏ぼうでここまでやってきた。『天才たち』と『芸術の庇護者たち』が訳の分からないことを言うのを、なんとかこらえてきた。みんな適当なことばかり言って、勝手なときだけ口を出して、僕は……」

　叡春はそこでふと我に返った。咳せき払ばらいをし、

「……すまない、君にはつい喋しやべりすぎてしまう」

　蒲公英は苦く笑しようした。

「叡春様、ずいぶん溜たまってらっしゃったんですね」

　叡春は黙り込む。彼との会話には沈ちん黙もくが多い。彼は感覚のままには喋らないから。一言一言、きちんと考えて喋るから。

「こんなことを言うつもりはなかった。軽けい蔑べつしたか？」

　上目づかいで、少々不安げに尋たずねる彼に、蒲公英は屈くつ託たくなく笑った。

「まさか。むしろ、前より好きになったような気がします」

　叡春が息を吞のむのにも気づかず、蒲公英は庭の方へ視線をやった。

「完かん璧ぺきな人間なんていません。どんな人にも、苦手なことはあるのですよね。噓うそをつかない人がいないように」

　それでいいと思う。それが世界なのだと思う。

「それに、叡春様は決して、芸術を解さないわけではないでしょう？」

　蒲公英に家宝の水すい墨ぼく画がを見せてくれた。心が休まると教えてくれた。彼は派手なものは好まないけれど、代わりに静かなものを愛する。それでいい。

　好きなものがあって、好きになれないものがあって。それが自然だ。

　だから。

「礼苑様は博愛主義者なんだそうです」

「ああ、そうらしいな。意味不明だが」

「私にもよく分かりません」

　じゃあ礼苑は六門の人々も愛せるのだろうか？　いじめられ、疎そ外がいされ、茶を浴びせられて。それでも好きだって言えるのだろうか？

「誰だれ彼かれ構わず愛せるなんて、そんな人、本当にいるのかな」

　蒲公英は肘ひじを張って、肩かたをすくめた。

「私なんて、たった一人を選ぶことすらできないのに」

　──君は何者で、君にとって何が重要で、君がどうすれば幸せになれるのか。

「自信が持てないんです、ずっと」

　それが途と方ほうもなく難しいのは……、誰よりもまず、自分のことを好きになれないからだ。自分の選せん択たく、自分の幸せに、価値があると思えないから。

　だけど。

「もし、誰かが……こんな私でも、認めてくれて、好きでいてくれるなら」

　ちょっとずつ認めていけるだろうか、欠点だらけの自分でも。

「そうしたらいつか、好きになれるでしょうか、自分のこと」

　芸術の国なのだから、未完成品は認められない？　でもきっと、輝かがやくものは誰の中にも眠ねむっていて。嗜し好こうは様々、きっとどこかには、未熟な輝きを面白がってくれる人もいるはず。たとえば、そう、金獅子商会とか。

　叡春は静かに頷いた。

「……そうかもしれないな」

　彼は立ち上がった。蒲公英をきりりと見下ろし、

「だが、王選びなら現実的に考えてほしい」

　叡春はごまかさない。彼女が迷っていること、彼はきっともう、気づいている。

「礼苑の言うように、ここで三国同盟を結べば、確実に南煌との大戦になる。世界中を巻き込む大きな戦いくさが起きる」

　あくまで冷静に、大局的にものを見る。王族の中でこういうことができるのは、残念ながら叡春だけだ。

「今は第三勢力として情勢を見守るべきだ。この国は抑よく止し力りよくになれるかもしれない」

　心の中で、ちりちり音が鳴る。

　客観的に考えて、蒲公英たんぽぽは叡春を王に選ぶべきなのだ、たぶん。

　それでも踏ふみ切れないのは……、夕暮れの荒こう野やに佇たたずむ小さな白い獅し子しが、どうしたって気になってしまうから。
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　その夜、蒲公英はこっそり六華城を抜ぬけ出した。

　六華城には後宮がない。王のいない今、行政機能しか持たない城は、夜にもなればひと気もまばら、忍しのび出すことは案外容易たやすかった。側そば仕づかえの莉々の目をかいくぐるため、頭が痛いと言って薬を取りに行ってもらったのは、少々不自然だったかもしれないけれど。

（だって、絶対に止められるだろうし）

　蒲公英は古こ墨ぼく門をくぐり、城の外へ出る。けれど目的地は古墨宮ではない。旧市街の街路を抜け、外がい壁へきを越こえて、さらに外……新市街へ。

（礼苑様に会いたい）

　なぜだか気がはやって仕方がないのだ。

　今すぐ彼に会わなければ、もう二度と会えないような、そんな気がして。

　蒲公英は駆かける。

　軽い身体からだで、風に乗って宙を滑すべるように。




　しかし、一度訪ねたきりの金獅子商会に自力で辿たどりつくのは、さすがに難しかった。

「……参ったな」

　気づけば、全く見覚えのない地区に迷い込んでいた。

「ここ、どこだろう」

　旧市街と違ちがい、舗ほ装そうもされない狭せまい路地。砂っぽい通りには提ちよう灯ちんが連なり、風が吹ふくたび、怪あやしく赤く揺ゆれた。新旧入り乱れた家々には旧市街のような統一感はなく、物もの干ほし竿ざおから垂れ下がる見慣れない柄がらの衣ころもも相まって、混こん沌とんとしている。

　軒のきを連ねる店々は、どこも変わった文様の看板を掲かかげていた。店内はごちゃごちゃとして、床ゆかは油で光っている。それなのに、縁ふちの欠けた食器の中から漂ただよう香かおりの素す晴ばらしいこと！　店先で客がすすっている料理がいったい何なのか、蒲公英にはさっぱり分からないけれど。

　それにしても、賑にぎやかを通り越して耳を塞ふさぎたくなるほどの喧けん騒そう。静かな六華城とは大おお違ちがいだ。歩いても歩いても必ず客引きが現れるし、そこかしこから猫ねこや野犬の鳴き声がする。怒ど鳴なり声、笑い声、赤ん坊ぼうの泣き声、夜よ更ふけだというのにどの通りも活気があって、まるで……異国のような光景だ。

「北煌にこんな場所があったなんて」

　ただ、気になるのは、人々の身なりが明らかに粗そ末まつなことだ。顔は汚よごれ、髪かみはほつれ、大人でも裸足はだしが多い。

（北煌は豊かな国じゃなかったの？）

　いや、貧しそうなことを抜きにしても、北煌では見かけない恰かつ好こうだ。長い布を頭に巻き付けたり、麻あさ布ぬのを腰こしに巻いたり。もしかして、

（彼らは……移民？）

　崩くずれそうな土つち壁かべの家の軒のき先さきに机を出し、豆をつまみながら煙草たばこを吸う老ろう婆ばを、蒲公英が見るともなしに見ていると、

「何を見てるんだい。あんたにやる飯はないよ」

　ぎろりと睨にらまれた。じろじろ見て、失礼だったかもしれない。

「あ……そういうつもりじゃ。すみません」

　蒲公英が慌あわてて方向転てん換かんをすると、

　どん！

　その拍ひよう子しに、別の人にぶつかってしまう。

「ごめんなさい！」

　顔を上げると、そこにいたのはがっしりした若い男性だった。

（あ）

　今度は一目で移民と分かった。

　日照時間の少ない北煌では、人々は比ひ較かく的てき白い肌はだをしている。彼の浅黒い肌は、明らかに南国の強い日差しによるものだ。それに髪の毛。頭皮に沿った独特な編み込みに、毛先にはいくつも色いろ鮮あざやかな珠たまを吊つるしている。南煌か、それより南の国出身かもしれない。

「こりゃ驚おどろいた……お前、どこ出身だ？」

　しかし、出自を尋たずねられたのは蒲公英の方だった。

「え？」

「こんな白い肌は見たことねえ。それにこの髪の色」

　ぶつかった拍子に、顔を覆おおっていた布が少しずれていたらしい。白い肌の上に零こぼれる、明るい色の髪。蒲公英は慌てて隠かくすが、若者たちは物もの珍めずらしさに集まってくる。

「それに、この上等な衣。いったいどこで手に入れた？」

　誰だれかが蒲公英の衣を摑つかむ。ああ、なんて軽けい率そつだったのだろう。城で用意された衣を着てくるなんて。なるべく地味なものを選んだつもりだったけれど、近くで見ればその品質の良さに気づかれるに決まっている。

　男性は身体を屈かがめ、蒲公英を覗のぞき込んだ。右目の下に、矢じりのような刺青いれずみがあった。

（怖こわい）

　蒲公英は反射的にそう思ってしまう。

「盗ぬすんだのか？」

「ちが……私……離はなしてください！」

　蒲公英は体をよじり、人ひと混ごみから抜け出そうとする。

　そのとき、

「おいおい、物ぶつ騒そうだな」

　どこからかがっしりした手が伸のびて、蒲公英を後ろから抱だき寄せた。

「この子は俺の客だ」

「礼苑様！」

　振ふり仰あおいだ先にあったのは、会いたかった人の顔。蒲公英は一気に体の力が抜けてしまう。

「おいおい、しっかりしろ」

「すみません」

　蒲公英がちゃんと立つと、礼苑は身体を離した。革かわの上着がばさりと音を立てる。

　若者たちは少し驚いたようだったが、

「金獅子！　久しぶりじゃないか！」

　意外にも、礼苑だと分かったとたん、破顔した。

「え……お知り合いですか？」

「友達だ。悪い奴やつらじゃない」

　礼苑は頷うなずき、彼らと楽しげに話し始める。ずいぶん打ち解けた様子だ。友達というのは本当らしい。

　──みんな弱いからね。自分と違ったものは受け入れがたくて、悪みたいに思ってしまう。

　叡春の言葉を思い出し、蒲公英たんぽぽははっとした。

（私……見かけで判断して、勝手に怖がった）

　彼らの世界に踏み込んだのは蒲公英の方なのに。とっさに自分の世界を守ろうとした自分に気づき、暗い気持ちになる。

「お嬢じようちゃん、怖がらせて悪かったな」

　彼らは朗ほがらかに笑った。蒲公英は慌てて頭を下げた。

「じゃあ、またな、金きん獅じ子し」

「ああ、また飲もう」

　若者たちが去った後、礼苑はなんだか落ち込んだ様子の蒲公英に向き直り、

「こんな夜に一人で出歩くものじゃないよ。呼んでくれれば迎むかえに行くのに」

　そういえば、彼はどうして蒲公英の居場所が分かったのだろう？　まさか偶ぐう然ぜんというわけではあるまい。

　そこで、すぐそばの食堂から、見慣れた女性が顔を出した。

「心配させないでください」

「莉々！」

　そうか、播家の人は花か仙せんの居場所が分かるのだった。莉々をうまく出し抜いたなんて思った蒲公英が馬ば鹿かだった。

「というか莉々、今普ふ通つうに腹ごしらえしてたわよね」

「礼苑様、仰おつしやる通り最高のお味でしたわ。鰭ひれ肉の甘あま酢ずあんかけ」

「だろ。次は煮に込こみ豆どう腐ふも食べてみてくれ」

「なんか仲良くなってる……」

　結構自由気ままな付き人に呆あきれを通り越こして感服しつつ、蒲公英は礼苑を見上げた。

「その……宵よいの宴うたげまで、礼苑様にはお会いできそうになかったので」

「わざわざ会いに来たのか？　なぜ？」

　答えあぐねる蒲公英に、礼苑は小さくため息をつき、

「まあいったんうちへおいで。話を聞こう」
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　芸術家たちが寝ねる間も惜おしんで活動を続け、真夜中まで明かりが灯ともっているという金獅子商会。いつでも輪の中心にいる礼苑は、しかし今日ばかりは母おも屋やには立ち入らず、離れの居室に蒲公英を招いた。

　彼が寝ね泊とまりしているという離れは、思いの外ほかさっぱりと整せい頓とんされていた。衣い裳しよう部屋は別にあるらしく、ここはあくまで寝に帰るだけの場所なのだろう。

　小さな厨くりやで湯を沸わかし、莉々が茶を淹いれてくれた。気を遣つかったのか、その後は莉々はいったん退室し、しばらく二人にしてくれる。

　蒲公英は茶が冷めるのを待ってから、少しだけ飲んだ。変わった香りの茶だ。

　いつまでも黙だまっているわけにもいかないので、切り出す。

「聞きました……その、小さなころの礼苑様のこと」

「おやおや」

　礼苑は机に肘ひじをつき、眉まゆをひょいと上げた。

「情けない話を聞かせちゃったかな」

　蒲公英は首を振る。しかしそれ以上言葉が続かない。

（だからなんだっていうの）

　何をしに来たの。彼に会って、何を話すつもりだったの。自分で自分が分からない。

（ただ会いたくて）

　それしか考えられなくて。

　蒲公英は黙り込んだまま、ただ窓から吹ふき込む夜の風に髪かみをそよがせた。

「……俺の母上はね」

　あるとき、礼苑は話し始めた。いつもの明るく弾はじけるような声とは打って変わって、落ち着いた、低い調子で。

「母上は……東煌の公主だった。雪季叔父おじ上うえの姉だよ。年は少し離れているがね」

　礼苑は背筋を伸ばし、指先で茶器の縁ふちを撫なでた。

「二国の友好を保つための政略結けつ婚こんだったけれど、父王は母上に優やさしかったそうだ」

　伝聞になってしまうのは、礼苑には父母と三人で過ごした記き憶おくがないから。

「母上は身体からだが弱かったから、結婚後すぐに体調を崩くずしてしまった。北煌の冬の寒さは、母上にはこたえたんだ」

　それで、生後間もない礼苑を連れて、故郷の東煌へ帰り、療りよう養ようすることになった。

「母上が東煌に帰りたいというのを、父上も止めなかった。身体のことを差し置いても、母上にとって生きやすい環かん境きようではなかったからね」

　蒲公英は六門の人々を思い出す……王を父に持つ礼苑でさえ弾はじき出してしまう排はい他た主義だから、異国から来た妃きさきの居場所など当然なかったろう。

「結局、母上は二度と北煌の土を踏ふむことはなかった」

　礼苑はそこで言葉を切った。

「……母上は強い人じゃなかった。あらゆる意味でね」

　礼苑は首をさすった。彼の母の寄り縋すがる腕うでの感かん触しよくが、まだそこに残っているようだった。

「出で戻もどりだって当てつけを言われて、どんどん心を病やんで……『礼苑、お前だけは私の味方よね？』『礼苑は私を愛しているわよね？』って」

　蒲公英は想像する。幼い礼苑少年はきっと、にっこり笑って答えただろう。

　──もちろんさ。愛しているよ、母上。

　──愛してる。俺がそばにいるよ。

　──だから泣かないで。

「明るく振る舞まって、励はげまそうとした。なるべく綺き麗れいな服を着て、宝石で飾かざって。病びよう床しようの母上が、俺を見て少しでも元気になるように」

　でも。

「でも救えなかった」

　そうして礼苑は、独りぼっちになった。

「母上が亡なくなったのは俺が六歳のときだった。父上が俺を呼び戻もどしたので、俺は一人で北煌に帰ることになった」

　礼苑はそこで長らく黙っていた。蒲公英はじっと、その沈ちん黙もくを共有した。彼が話し出すまで、辛しん抱ぼう強づよく待った。

「北煌は寛かん容ような国って聞いていた。でも想像してたのとちょっと違ちがったな」

　──よそ者。

　あのときの、瑠る璃り公の冷たい言葉が、蒲公英の心に鋭するどい痛みをもたらす。

「この国で言う『寛容』っていうのは、無関心の裏返しだ。干かん渉しようしてこない限りは好きにしていいって意味だったんだよ」

　そこにいたいなら勝手にすればいい。しかし声を上げるならば容よう赦しやなく斬きる。

　それのどこが寛容か。

「この国では、六門が強い一族意識を持っている。俺は六門に入れてもらえなかったから……父に会うために六華城周辺を歩くときは、気を付けた」

　六門の人々に会わないように。彼らの気に障さわらないように。

「移民だ移民だと、さんざん言われたよ。少しでも東煌っぽいしぐさをしようものならね」

　亜煌帝てい国こくは帝国とはいえ実際は四つの国。文化や気質は、かなり異なる部分があった。

　たとえば髪の結ゆい方。たとえば衣ころもの色合わせ。沓くつの履はき方、帯の巻き方。見た目だけでも、礼苑は完全に浮ういてしまう。

「俺は王宮の異分子だった。みんなとは違うから、いつも怒おこらせて、嫌きらわれてしまう。……ずいぶん『可愛かわいがられ』たよ」

　礼苑は左ひだり腕うでをさすりながら苦く笑しようした。それでも。

「でも諦あきらめたくなかったんだ。俺が俺であることを」

　六門の機き嫌げんを窺うかがって、北煌の伝統に屈くつすれば……認められこそしないまでも、彼らは優しく無視してくれたかもしれない。

「俺は父上のことも母上のことも誇ほこりに思っている。二人とも愛してる。どちらか一方を捨てたりしない」

　母の生まれた東煌を否定することは、自分自身を否定することだ。そしてそれは、北煌に対しても同じで。単純な二に者しや択たく一いつなんてできない、というか、そんなの面おも白しろくない。

「だから俺は」

　そこで礼苑は顔を上げた。歯を見せて明るく笑い、

「東煌だけじゃなくて、思い切って他ほかの国の服も着てみることにした。どうせならもっともっと、異質なものを持ち込んでみようと思ったんだ」

「それは……思い切りましたね」

　相変わらず発想が斜ななめ上だ。

「だってその方が面白いだろ」

　当然のように言われ、蒲公英たんぽぽの顔は自然とほころぶ。

「礼苑様らしい」

「東煌のものが駄だ目めなら、いっそ冰国の毛皮を合わせてみては？　赫国の貝飾りは？　そのうち楽しくなってきてね。城下の商人たちと関かかわり合うようになった」

　商人たちは面白がって、どんどん個性的な芸術家を紹しよう介かいしてくれた。なかなか買い手がつかないが、他の誰だれにも描えがけないような独特の画風で描く者、切れ者なのに飽あきっぽいのでなかなか著書を完成させられない学者。完かん璧ぺき主義ゆえに何百枚も同じ皿を焼き続ける陶とう芸げい家、飼い犬の姿だけしか彫ほらない彫ちよう刻こく家……。

　礼苑にとっては、枠わくにはまるかどうかは重要ではない。型破りでも、理解されなくても、それでも黙もく々もくと自分の道を歩む彼らの姿を、美しいと思った。心から応おう援えんしたいと思った。

　そして気づけば、金きん獅じ子し商会にはちょっと癖くせのある煌きらめきがたくさん集まっていた。

「……今の礼苑様は、そうやってできたのですね」

　ひねくれた反骨精神？　楽天主義のなせるわざ？

　どちらにしたって、強いと思う。強くて優しい人だと思う。

　礼苑は腕を広げた。世界を抱だきしめるみたいに。

「世界は広いよ。この国には面白い人がいっぱいいて、美しいものがいっぱいある。六門だけが世界じゃないんだ」

　彼の瞳ひとみは輝かがやいている。逆境なんてものともせず。面白い方へ、美しいと思える方へ。

「愛するものがあれば世界は美しい。生きていていいって思える」

　たとえ誰かに否定されても。

「どんなに変わった人でも、目立たない人でも、どこかには居場所があるような、そういう国になればいいのにと、思う」

　本当の意味での『寛容』は、遠いけれど。礼苑は理想を語るのをやめない。

「たとえ移民でもね」

　礼苑は意味ありげな視線を送った。

　先ほどの一件を思い出す。新市街はまるで異国だった。

「六門の連中は、新市街から移民を立ち退のかせようと必死なんだ。彼らは勝手に居座っているだけで、言ってしまえば不法占せん拠きよだからね。家を差し押さえたり、屋台を強制撤てつ去きよしたり。だがもう遅おそい。もはや北煌は移民の国だ。戸こ籍せきを持たない移民たちが北煌にいったいどれだけいるのか、誰もその全容を把は握あくできない」

　北煌は広大な国で、一時的に移民を住まわせることは、物理的に問題はない。だから不法流入者をほとんど無条件に受け入れてきた。無視していたのだ、要は。旧市街の王族たちが、外がい壁へきの外に溢あふれかえる移民の存在に気付いたのは、つい最近のことだ。

「彼らの中には北煌で生まれた者もいる。でも六門からすれば『よそ者』だ」

「……怖こわいのでしょう」

「かもしれん」

　蒲公英だって怖がった。彼らが何をしたわけでもないのに。

　誰だって、よく知らないものは怖い。自分と違うものは、怖い。

　でも、その怖さが暴力になる瞬しゆん間かんを思うと……、蒲公英は背筋が薄うすら寒くなる。

「六門だけでなく、土着の民たみからの突つき上げも大きいんだよ。彼らはこの土地を借りて勝手に暮らしている。北煌に何の利ももたらさないなら、保護してやるいわれはない」

　そんなことは、百も承知で。

「それでも、俺は、閉へい鎖さ的な国になるのは嫌いやだ。世界は動いている。流れていく。変わっていく。開かれた国にしなければ、北煌はきっと先細って死ぬ」

　怖くたって、目をそらしてはいけないことがあるのだ。

「俺は決して、北煌の伝統を捨てろと言っているわけじゃないんだ。分かるか」

「ええ」

　何かを認めるために、他の何かを否定する必要はない。

（でも、それが分からない人もいる……）

　六門の人々の顔がよぎる。そんな蒲公英の考えを察したのか、礼苑は静かに、

「俺は六門の人たちを愛そうと努力してるよ。なかなか上手うまくいかないが」

「なぜです」

　蒲公英は反射的に問うた。どんなに考えが合わなくとも一定の敬意は払はらう、それは立派だが、愛する必要まではないと思う。それは行き過ぎだと思う。

「なぜって」

　礼苑は笑った。

「あっちが嫌ってるのに、こっちも嫌ってしまったら……一生近づけないじゃないか」

（その笑い方、好きじゃない）

　いつもみたいに屈くつ託たくなく笑ってほしい。そんな無理やり作った笑えみ、礼苑らしくなかった。

　礼苑は立ち上がり、蒲公英に背を向けた。

「俺たちは強くあらねばならない。ときに荒こう野やの獅子のように、独りぼっちでも、強く生き抜ぬかねばならない」

　そう言う彼の背中は、なぜだか気落ちして見えた。どうしてだろう、彼はときどき、はちゃめちゃなほど前向きな発言をした直後に、明日あした死んでもいいみたいな目をするのだ。

「あっちが愛してくれなくても、卑ひ屈くつになってはいけない。こっちから愛する努力を怠おこたってはいけない」

　言いながらも、彼は苦しそうだ。

「嫌うより愛したい。でなければ辛つらすぎる」

「礼苑様……」

　蒲公英の声が湿しめっていたので、礼苑は慌あわてて振ふり返った。

「お、おい。どうしたんだ、どうして泣くんだ」

　おろおろする礼苑。蒲公英は目を瞑つむった。ぽろぽろ涙なみだが落ちた。

「悲しいからです」

　あなたは、あんな風に扱あつかわれてもなお、六門の人々を愛せるのですか。

　あんな風に扱われてもなお、愛さなきゃいけないのですか。

　どうして。

「六門の人々には、どうして分からないんでしょう。礼苑様はこんなに心の綺き麗れいな方なのに」

　涙の止まらない蒲公英。彼女の頭を、礼苑はおずおず撫なでた。

「君は優やさしいな」

　ためらいがちな手のひらは、はっとするほど温かくて。

「君がこの国に来てくれてよかったと思ってるよ」

　蒲公英仙だなんて前ぜん代だい未み聞もんだと、王宮の人々は言う。でも、それは変化の兆きざしかもしれない。国が変わらなければならないときに、蒲公英が生まれたということ。

「今この国に必要なのは、派手だが人を寄せ付けない花より、目立たなくても優しく人に寄り添そえる花だ。君みたいにね」




　雨が降って来た。莉々が扉とびらを叩たたいたので、そろそろ帰らねばならない。

　玄げん関かん先さきで蒲公英を送り出すとき、傘かさを差し出しながら、礼苑は尋たずねた。

「叡春兄上が話したのか？」

「え？」

「俺のこと、色々」

　振り仰あおいだ顔には影かげがかかっていた。

「古こ墨ぼく宮にいたのだろう？　墨の匂においがするのですぐに分かった」

　礼苑は蒲公英たんぽぽの髪かみの毛に触ふれた。ふわふわの髪に残る、ほのかな幽ゆう香こう。

「叡春兄上を選ぶのか？」

「……まだ、分かりません」

　蒲公英は正直に答えた。

「叡春兄上は賢かしこいだろう」

「ええ。他ほかの方とは違ちがいます」

「ああ」

　礼苑は蒲公英の肩かたの上で、指先に彼女の髪を絡からめる。

「悔くやしいけれど、王には叡春兄上みたいな人が向いてるんだろうな。賢くて、冷静で……誰だれも怒おこらせない」

　ああ、叡春と礼苑は本当に正反対だ。反発し合いながらも、お互たがいを強きよう烈れつに意識している。

　蒲公英はまだ湿っぽい目をすがめて笑った。

「きっとみんな、ないものねだりで、お互いがお互いを羨うらやましく思っているのですね」

　もどかしいけれど。

　礼苑は蒲公英の髪から手を離はなした。

「俺は君を手に入れる人が羨ましい」

　宵よいの宴うたげで、蒲公英の横に寄り添い立つその人は、磨すりたての墨の匂いがするだろうか？

「もうお帰り。宵の宴で会おう」
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（彼があそこにいて、私が王宮にいるなんておかしなことのように思える）

　宵の宴は近づいている。どうにかして王を決めなければならない。

　でも、蒲公英はどうしても踏ふみ切れないでいた。

　蒲公英の選せん択たくいかんで、三国同盟の行方ゆくえだって変わってくるのだ。いつまでたっても天てん啓けいはないし、自分だけの力で決断を下すのは、あまりに責任が重かった。

　それでも、彼女が自分の力で選ばなければならない。

　逃にげられはしないんだって、蒲公英はもう、分かっている。




　翌日、蒲公英は六華城に滞たい在ざいしている瑞王・明遠の元を訪おとずれた。会いたい人がいたのだ。

「花か仙せん殿どの！　わざわざお訪ねいただくなんて」

　明るく迎むかえた明遠に、蒲公英は礼をすると、

「突然すみません。あの……花仙殿はいらっしゃいますか」

　そう問うた。六門との面会の際、明遠の側そばに控ひかえていた、睡すい蓮れん仙。蒲公英は彼に会いに来たのだ。

「ええ。お話しなさいますか？」

「はい……ご迷めい惑わくでなければ」

「迷惑だなんて。きっと喜びます」

　花園の東あずま屋や。未明はそこにいるから、と言われ、向かってみると、柔やわらかい光の差し込む庭を、彼は金色の目でゆったりと眺ながめていた。

（綺麗な人……あ、人じゃないか）

　自分のことは棚たなに上げ、蒲公英は彼……睡蓮仙・未明を観察する。

　ふわふわの髪に、白はく皙せきの肌はだ、少し垂れた目。おっとりした表情の、彼こそが瑞の睡蓮仙。能力は予知夢、未来が分かるのだと言う。だからだろうか、

（なんだか余よ裕ゆうがある）

　他国の王城だというのに、泰たい然ぜんとした物もの腰ごし。挙げ句、蒲公英に見られていることにも気づかずに、のんびりと花園の光景を楽しむ始末。

「未明殿」

「はい？」

　思い切って蒲公英が声をかけると、彼はようやく、ゆっくりとこちらを向いた。

　蒲公英は東屋の階段を上った。改めて拱きよう手しゆし、

「ご挨あい拶さつが遅おくれました。私、北煌の新しい花仙の……蒲公英でございます。名はまだございません」

「ええ、先日お会いしましたね。どうぞおかけになってください」

　未明は自分の家みたいに席を勧すすめた。蒲公英の方が恐きよう縮しゆくしてしまう。

　腰こしを下ろした蒲公英は、意を決し、

「あの、未明殿」

「はい」

「一つ、質問をしてもよろしいでしょうか」

「構いませんよ」

　蒲公英は一度唾つばを飲んで、尋ねる。

「未明殿は……最初から明遠陛へい下かが王だと分かってらっしゃったんですか？」

　一人で悩なやんでいたって始まらないので、同じ花仙に訊きいてみよう。蒲公英は今朝、そう思い立ったのだ。ずいぶん行動的になったものだと、自分でも思う。

　未明は一いつ瞬しゆんきょとんとして、そのあと頷うなずいた。

「そうですね。私の王は明遠以外ありえなかった」

　尋ねたこちらが恥はずかしくなるほど、あっさりと。

「種の中で夢見た人が城にいなくて驚おどろきましたが、他の人を選ぶなんて考えられなくて……執しゆう念ねんで探し出しました。おかげで寿じゆ命みようぎりぎりになって冷や汗あせをかきましたが」

　明遠は未明のたった一人の王。まだまだ学ばねばならないことは多いが。

「未熟な部分はありますが、私は彼女を王に持って幸せです」

　未明はふんわり笑った。美しい、美しい笑えみだった。

「羨ましい」

　気づけば、蒲公英は思わず零こぼしていた。

「どうしてです？」

　今度は未明が尋ねる。何もかもを話すわけにはいかないけれど。蒲公英は一度息をつくと、正直に明かした。自分はまだ確信が持てないのだと。

「私、自信がなくて。本当に自分に、王が選べるのかって」

　こんなこと、いつまでも言い続けるのは自分でも情けないけれど。

「……きっと、みんなを失望させてしまう」

「でも」

　未明は蒲公英を見た。日の光を受けて、金色の目がきらりと光った。

「本当はもう、心に決めているのではないのですか？」

「え？」

「だって」

　未明は蒲公英に試ためすようなまなざしを送った。

「『失望させてしまう』だなんて……、まるでみんなから反対されることが分かっているみたいな口ぶりだ」

　瞬しゆん間かん、蒲公英は目を見開いた。

（あ）

　心の奥に一条の光が切り込んで、靄もやが消えて晴れ渡わたる。開けた視界に浮うかぶのは……、極ごく彩さい色しきの衣ころもを纏まとった傾かぶ奇き者ものの姿だった。

（私）

　礼苑を選びたがっている。自分でも、無自覚に。

　でも。

「……どうして」

　政治には叡春の方が向いている。礼苑自身、王には叡春がふさわしいって認めていた。

　北煌はこれから難しい舵かじ取とりを求められるのだ。六門と折り合いをつけながら、他国と折せつ衝しようしていかなくてはならない。

　なのに、どうして。

　どうしてあの、協調性皆かい無むの夢想家を……？

「理由なんて探さなくていいんです。きっと、恋こいみたいなものだから」

　でも、未明の言葉で、すとんと腑ふに落ちてしまう。

　そう、それはたぶん、恋に落ちるときのようなもの。一ひと目め惚ぼれみたいにピンと来る人も、いつまでも分かりにくい人も。そして、後から気づく人だっている。ああ、あれはきっと恋だったんだって。

　だから……理由を考えたって仕方がない。

「花が頭で考えて根を下ろす場所を決めますか？」

　蒲公英たんぽぽの綿毛は、行き先も決めず飛び立つものだから。気まぐれな風に運ばれ、破は天てん荒こうな旅の先に、辿たどりついたそこが、彼女の居場所なのだ。もしかしたら、天の采さい配はいであらかじめ決められているのかもしれない。気づいたときにはもう、選んでいるのだ。抗あらがいがたい力で。

　睡蓮仙は、新しい仲間を力強く激げき励れいする。

「自分を信じなさい」

　蒲公英が今すべきこと。

「あなたは天に選ばれた、天の庭の大事な花です」

　自分を大切にしなさい。自分の求めるものに忠実でありなさい。

　誰だれが何と言おうと、自分の欲よつ求きゆう、自分の幸せには、確かに価値があるって、自分で認めることだ。選択する力を、取り戻もどすこと。
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「天がなぜあなたにその力を与あたえたのか、よくお考えなさい」

「なぜ……」

　蒲公英は両耳の海かい螺ら栓せんに触ふれた。

（天がなぜ、私にこの力を与えたのか）

　花か仙せんの使命は、天の庭師たる王を支えること。

　蒲公英が、じゃあ、礼苑に根を下ろすとして。彼女はいったいどうやって、彼を支えられるだろう？　どう彼の役に立てるだろう？　この……遠耳の力で。

　しばらく無言になった。

　未明は蒲公英の横で黙だまって坐すわっていたが、そのうちこっくりこっくり舟ふねをこぎ始めた。蒲公英は目を細め、

「……未明殿どの、さては眠ねむいのですね」

「そんなことありませんよ」

　くしゅん。

　蒲公英がくしゃみをするのと、彼の主あるじが現れたのとが同時だった。明遠は東屋の階段をのぼりながら、

「ごめんなさい、蒲公英殿。彼はすぐに眠くなってしまうんです」

「いいえ、突とつ然ぜんお邪じや魔ましたのはこちらですし……すみません」

　未明は目をこすりつつ、立ち上がった。

「気にしないでください、本当に眠くないので」

　くしゅん！

　明遠は首を傾かしげ、問うた。

「花仙殿はお風か邪ぜを召めされておいでですか？」

「いや、違ちがうんですけど……」

　ここのところ落ち着いていたのに、急に再発してしまった。ふわふわと綿毛を舞まわせる蒲公英の横で、明遠は腕うでを組む。

「それより未明。あなた、話の途と中ちゆうで寝ねちゃう癖くせ、どうにかならないの」

「寝てませんよ！」

「分かりやすい噓うそをつくのはやめなさい」

　くしゅん！

　仲なか睦むつまじそうな二人の言葉にかぶせるように、もう一つ、くしゃみをして……、蒲公英は、そこで、がばりと立ち上がった。

「ああっ！」

　明遠と未明は驚いて肩かたをびくりと跳はねさせる。

「花仙殿？　どうされたのです？」

「今、分かったんです。私……」

　蒲公英はそこまで言って、口をつぐんだ。高速で頭を回転させる。そうか、そういうことだったのか。

　不思議そうな顔の明遠と未明に、蒲公英は深く頭を下げた。

「ありがとうございます、未明殿、明遠陛下。分かりました」

「えっと、何が？」

「自分のすべきことが」

　橙だいだいの瞳ひとみが、きらりと光る。

「失礼します」

　蒲公英は丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをすると、走って花はな園ぞのを抜ぬけ、自室に戻った。
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「莉々！」

　居室に戻るや、蒲公英は大声で莉々を呼んだ。

「どうされたのです」

　繕つくろい物をする莉々の側そばに、蒲公英は駆かけ寄る。興奮した声で、

「分かったの」

　なぜ天が彼女にこの力を与えたのか。

　遠くの声を届けて自信をなくさせるため……そんなはずがない。

「私がくしゃみをすると綿毛が飛ぶ。綿毛は飛んで、飛んだ先で拾った声を私の耳に届ける」

　莉々は困こん惑わくの表情で、

「ええ、それが？」

「遠耳の能力だって思ってたけど、たぶん本質はそこじゃなかったのよ」

「というと」

　ずっと分からなかった。

「どうして、一いつ緒しよにいてくしゃみの出る人と出ない人がいるのか」

　拒きよ否ひ反応？　緊きん張ちよう？　いろいろ考えたけど、答えは出なくて。

　でも今日分かった。

「私がくしゃみをするのは、噓をつかれたときだけなの」

「……はい？」

　莉々は眉み間けんにいっぱい皺しわを入れ、大変失礼な顔で蒲公英を見た。

　言葉で説明しても仕方ない。蒲公英は莉々の側に椅い子すを引きずってくると、彼女と向き合って腰こしを下ろした。

「莉々、何か噓をついてちょうだい」

「噓ですか？」

　莉々は裁さい縫ほう道具を机の上に片付けると、

「貴方あなたはいつでも堂々としているので、私が心配することなど何一つありません」

　くしゅん。

「なかなか刺ささる一言だけどありがとう。とにかくそういうわけで……」

「それに、ちょっとしたことで延々落ち込んだりしませんし」

　くしゅん。

「り、莉々、もう分かったから」

「うじうじと自分を卑ひ下げするようなことなど一度も口にしたことがありません」

　くしゅん！

「なるほど」

「納なつ得とくしてもらえてよかったわ……」

　なんだかんだ胸に傷を負いつつも、蒲公英の仮説は立証された。

「未明殿が噓をついたとき、くしゃみが出たの。それで気づいた。思えばこれまでもずっとそうだったって」

　おべっかを言われたとき。その気もないのに社交辞令で褒ほめられたとき。耳みみ触ざわりのいいだけの空くう虚きよな噓が、蒲公英たんぽぽの鼻をくすぐるのだ。

「つまり貴方の能力は単なる遠耳ではなくて」

「噓を見み抜ぬく能力」

　なぜ天が蒲公英にこの力を与えたのか。

　花仙の力は王のためのもの。王を支えるための能力。

　だとしたら……、

「私がくしゃみをするのは噓をつかれたとき。そういう相手は正直者じゃないから。王に仇あだなす恐おそれがあるから」

　彼女は王のそばにいて、王に対して噓をつく不届き者を暴あばくのだ。そのために、この厄やつ介かいな能力はある。

「私の綿毛は多分、見張りなんだわ。不誠実な者を追えるように。陰いん謀ぼうを阻そ止しできるように」

　噓をついた相手を追いかけ、本心を盗ぬすみ聞きする。蒲公英の綿毛は間かん諜ちよう役ということだ。

（我ながら性格の悪い力）

　けれど、妙みように納得する。だって、蒲公英はその可愛かわいらしい黄色い花の陰かげに、鋭するどい牙きばのような葉を広げているではないか。ふわふわの綿毛を揺ゆらしつつ、しっかり大地に根を張って、図太く生きているではないか。

「私は雑草だけど」

　それを否定は、もうしない。蒲公英は蒲公英だ。それでいい。

　人間不信も、裏を返せば慎しん重ちようさの証あかし。

　この力に苦しめられてばかりだったけれど、逆に利用すれば。

「私でも、誰だれかの役に立てる」

　誰かとはつまり、王。

「王族の中で、そばにいてもくしゃみをしなくて済むのは二人だけ」

　叡春と、礼苑。性格は正反対だけれど、一つ共通点がある。噓をつかないことだ。

「その二人は正直者と言うわけですか」

「ううん、そう単純じゃないと思う」

　蒲公英は知っている。

　叡春は周しゆう到とうに言葉を選んでいるだけ。政治的な喋しやべり方が身についていて、本心を隠かくして曖あい昧まいにぼかすし、噓をつくくらいなら黙だまっている。

　一方、礼苑は本気で思ったままを口にしているように見えた。くしゃみが出ないのだから、少なくとも蒲公英には噓をついていないのだろう。

（だけど、噓をつかない人間なんて、本当にいるだろうか？）

　蒲公英は、彼がときどき見せる悲しそうな笑え顔がおを思い出す。

　もし、天が彼女を、礼苑のために送ったのだとしたら。

　蒲公英は彼に、何をしてあげられるだろうか？
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　宵よいの宴うたげ当日になった。

　蒲公英は盛装して、帯には枝し垂だれ柳やなぎの飾かざりを付ける。

　──覚かく悟ごの証として。

　今夜、蒲公英は、皆みなの前で新王を発表する。
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　宵の宴。

　国中から集められた芸術家や芸人たちが出し物で競きそい合い、王族を楽しませる。

「やっぱり、派手……」

　宵の宴の名の通り、日暮れどきから始まるこの行事。色いろ鮮あざやかな絵の描えがかれた提ちよう灯ちんに灯あかりがともると、そこかしこに極ごく彩さい色しきの影かげが落ちた。

　この宴のためだけに、六華城の中庭の池には浮うき島しまが造られていた。舞ぶ台たいのすぐそばには高砂たかさごが設けられ、六門はじめ、王族が勢せい揃ぞろいする。中でも一番いい席に、蒲公英は坐すわらされた。

　目の前で次々に展開される、華やかな催もよおしの数々。船上の楽団が奏かなでる素す晴ばらしい音楽とともに、目を見張るような雑技が繰くり広げられる。それだけでなく、卓たくの上には宮きゆう廷てい料理や酒がこれでもかと運ばれ、まさに夢のような空間。賓ひん客かくも官かん吏りも、今こ宵よいは無礼講と、舟しゆう上じようで豪ごう華かな食事を楽しみ、大いに騒さわぐ。

　宵の宴は亡なき先王へのはなむけでもある。会場には先王が好きだったという琵び琶わの音が絶え間なく響ひびいた。北煌の民たみは湿しめっぽいのを好まない。賑にぎやかに、華やかに、笑顔で故人を送り出すのだ。

　しかし、人々の関心は同時に、もちろん次の王の発表にも向けられていて。

「続いて、六門から、それぞれ出し物がございます」

　ここからが、六門の出番。宮付きの芸術家たちの腕うでの見せ所だ。一門総出で花仙に最後の売り込みをする。どうか、次の王に、自分の門の王族を選んでください、と。

　予定では、辰しん砂しや宮からは、豪ごう奢しやな織物を身に纏まとった舞まい姫ひめたちが登場する予定だ。瑠る璃り宮からは、色鮮やかな影かげ絵えの人形劇。古こ墨ぼく宮の出し物は、人の背せ丈たけほどの筆で即そつ興きようで書をしたためるというもの……どれも楽しみではあるが、蒲公英はどうも壇だん上じように集中できないでいた。

　気がかりが、一つ。

　礼苑の席が空いたままなのだ。

「落ち着かない様子だね」

　辰砂宮の出し物の間、蒲公英の隣となりに坐っていた叡春がこっそり話しかけてきた。今日は彼も盛装だ。相変わらず落ち着いた黒の衣ころもだけれど、ところどころ金糸の刺し繡しゆうが入った羽織が映はえている。

「礼苑様はいらっしゃらないんですか？」

「一応招待はしているはずだけれどね」

　叡春は礼苑の席を見やる。一応太子とあって、席次は上位だが、料理も運ばれず、ぽつんと空席が目立っていた。

「この前のことで、遠えん慮りよしているんだろうか」

「礼苑様はそういうこと気にする方じゃないと思います」

　確信があった。だって、彼は蒲公英に言ったのだ。『宵の宴で会おう』って。

「だいたい、このお祭まつり騒ぎに、礼苑様が現れないはずがありません。止められても来ます。それも、どの芸人よりも派手な恰かつ好こうで」

　叡春は思わず噴ふき出した。

「君も言うようになってきたな」

　出し物が終わった。少しの間休きゆう憩けいになる。

「探させようか？」

「いえ……」

　蒲公英たんぽぽは立ち上がった。次の出し物が始まるまでには、まだ間がある。

「自分で探します」

　叡春はちょっと悔くやしそうな顔で頷うなずいた。
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　蒲公英は揺れる桟さん橋ばしを渡わたって浮島から出た。色々な人から視線を向けられるけれど、さすがに声をかけて来はしない。彼女は花仙、王のために生きる人ならざる存在。本来気軽に近づけるような相手ではない。王宮に暮らす者ならば、それくらい分かっている。

　蒲公英は忘れ物を取りに自室に戻もどるふりをして、ひと気のない辺りまで来た。

　幸か不幸か、宵の宴の会場は腹を探さぐり合う言葉やご機き嫌げん取とりの噓うそで満ち満ちている。蒲公英は今日一日だけでもかなりの数のくしゃみをして、綿毛を飛ばした。

「ふう……」

　蒲公英は、怖こわかったけれど、覚悟をして、両耳の海かい螺ら栓せんに触ふれる。

（大だい丈じよう夫ぶ）

　自分を嫌きらいになる理由を探さないで、この力を前向きにとらえるために。

　そして彼女は、耳みみ栓せんを外した。

　とたん、様々な場所から運ばれた声が、頭の中に流れ込んでくる。

『さっきの剣けん舞ぶは素晴らしかったわねえ』

『何をしている、早く料理を運びなさい』

『雄ゆう黄おう公は酒さけ癖ぐせが悪いったら』

『まあ、その首くび飾かざりはどこのものですの？』

　宴の客や、給きゆう仕じをする女によ官かんたちの声。蒲公英は目を閉じ、集中する。雑音の中から必要な情報を探し当てるために。声の波をかき分け、探す。

『今度の花か仙せんは貧相ね』

『可愛かわいらしい方だ』

『でも頼たよりなさそう』

『王はやっぱり叡春様だろう』

『何を焦じらしているんだ、早く発表すればいいのに』

　自分の評価を耳にすると、どうしても胸がざわついてしまうけれど。

（誰だれがどう言おうと構わない。私は自分を大切にする）

　自分がどうしたいか。どうすれば幸せになれるのか。

　その人がいなければ、答えが得られないのだ。いや、その人自身が答えなのかもしれないと、彼女は思い始めていた。

『礼苑はどうした』

　そのとき、重なる声の間から探していた響きを聞きつけ、蒲公英は耳を凝こらす。特とく徴ちよう的な声だ。くぐもったような……聞き取りづらい声。

『ご指定の場所にご案内しました』

『手て筈はずは』

『上々でございます。しかし……本当に良いのですか？』

『あの小こ僧ぞうめ、火傷やけどじゃまだ懲こりんらしい』

『けれども、祝いの場でございます』

『怖おじ気づいたのか』

　どくん。

　蒲公英の心臓が跳はねる。

（いったい何が起こるの？）

　蒲公英はその会話だけに意識を集中した。

『瑠璃門の近くでやるなよ。古墨門のそばの倉庫でよかろう。あの生意気な叡春が疑われれば一石二鳥だ』

　蒲公英は弾はじかれたように走り出した。軽い体で風を切り、耳を掠かすめるたくさんの声を手て掛がかりにして。

（礼苑様……どうかご無事で）




　宴うたげの喧けん騒そうを離はなれ、古墨門のそばに辿たどりつくと、確かにそこには倉庫があった。

　蒲公英は唾つばを吞のむと、重い扉とびらをゆっくり押し開く。

「……礼苑様？」

　そこは果てしない暗黒みたいに見えた。ただでさえ夜の闇やみの中、窓のない倉庫は自分の足先の距きよ離りでさえ見通せない。

「誰か、いますか……」

　蒲公英は一歩、踏ふみ込んだ。軽い足音が異様なくらい響き渡った。

　そのとき。

　影かげの中から突とつ然ぜん、人の手が伸のびる。

「ひっ！」

　思わず悲鳴を上げる蒲公英の肩かたを、その手ががっしり摑つかんだ。

「きゃああああああ！」

「落ち着け、俺だよ！」

　大声を出す蒲公英の前に現れたのは、探していた礼苑その人だった。蒲公英は心臓が止まるかと思った。

「こんなところで何してるんだ？」

「こ、こっちの、台詞せりふです……！」

　蒲公英は息も絶え絶えに言った。

「ちょっとね」

　彼は足元に視線を落とした。よく見れば、そこには大人の男が三人も倒たおれている。蒲公英は思わず礼苑の腕にすがりつく。

「し、死んでるんですか？」

「まさか。だがしばらくは起きないだろうと思うよ」

　礼苑はこともなげに言い、首を回した。

「自分でもたまに忘れるから仕方ないんだけどさ、俺は太子なんだよな、実は」

「知ってます」

「ところが彼らは失念してたみたいだ。俺が東煌で護身術を仕込まれてるってことをね」

　東煌の王族は武ぶ闘とう派はで有名。仁義を重んじ、武道が盛んだ。幼少期を東煌で過ごした礼苑が、自分の身を守れないわけがない。

　蒲公英はゆっくり礼苑の腕うでを離した。心が凍こおり付くような気持ちがした。

　そんな彼女をよそに、礼苑は場ば違ちがいな笑え顔がおを作る。

「俺だけに見み世せ物ものがあるというのでついてきたら、殺されかけてしまった。この通り刺し客かくは倒したが、部屋から出られなくてな。困っていたところだ。わはは」

「わははじゃありません！」

　蒲公英は珍めずらしく大声で怒ど鳴なった。礼苑が驚おどろいて息を吞むほど、激しく。

（どうして笑えるの）

　悲しくて、腹立たしくて、おかしくなりそうだ。

　──あの小僧め、火傷じゃまだ懲りんらしい。

　あれは瑠る璃り公の声だ。蒲公英は瑠璃宮を訪おとずれたときのことを思い出す。あのとき会った若い芸術家。彼の作品に無む慈じ悲ひに押し付けられた焼き鏝ごて。

　蒲公英は帯飾かざりにした木もく彫ちようの柳やなぎを取り上げた。柳の下部に刻まれた×の焼き印、彼女は悲しい予感を胸に、それを礼苑の左ひだり腕うでにかざす。

　出会ったときに見た、彼の左手の火傷。それは、ちょうど……。

　蒲公英は震ふるえる息を吐はき出した。恐おそる恐る、尋たずねる。

「この火傷、どうしたんですか？」

「言ったろ、子どものころにちょっとな」

　礼苑はごまかそうとする。でも。

　蒲公英は真っ直すぐ彼を見た。

「誰に、やられたんですか？」

「……」

　礼苑は答えなかった。蒲公英たんぽぽは頭に血が上るのを感じ、ぎゅっと唇くちびるを嚙かむ、そうしなければ叫さけび出しそうだったから。

（どうして）

　どうして彼がこんな不当な扱あつかいを受け続けなければいけないのだろう。そして彼はどうしてそれを甘んじて受け入れ続けるのだろう。

（あなたは失敗作なんかじゃないのに）

　枠わくからはみ出てしまっただけで、烙らく印いんを押されなければならないなんてことないのに。

　頭がくらくらする。身体じゅうが震える。感受の波が押し寄せて、もうどうしようもなく彼女を揺ゆさぶる。

「……あなたは」

　嗚お咽えつがこみあげて、蒲公英は一いつ瞬しゆん言葉を切った。なんとか飲み込んで、続ける。

「あなたは、人のことを信じすぎます」

「そう言う君は疑いすぎるな。まるでみんなが噓うそつきみたいだ」

「みんな噓つきですよ」

　蒲公英は肯こう定ていしてみせた。辛つらくはなかった。

（だって本当にそうなんだもの）

　でもきっとそれが自然で、本気で誰だれのことも信じるなんて、どこかに無理がある。

「礼苑様、あなただって噓つきです」

　考えるより先に、放った言葉。

　噓ばっかりつかれた。陰かげ口ぐちばかり叩たたかれた。

　でも今が一番悲しい。礼苑が噓をついていることが、悲しい。

「失礼だな。俺は噓はつかんぞ」

「いいえ」

　蒲公英は首を振ふる。

「あなたは自分に噓をついている」

　礼苑が自分についている噓。自分自身が信じ込んでいるから、蒲公英にも見み抜ぬけなかった、礼苑の心の奥の、暗い、深い噓。

「本当は傷ついているし、不安なんです」

　自信満々なのは、隠かくしているからだ。胸の痛みを。心細さを。

「笑ってごまかさないでください。殺されかけたんですよ？　怒おこってくださいよ」

　蒲公英は言いすがるけれど、同時に分かっている。この人は、怒らないんじゃなくて、怒れないのだ。

（寂さびしすぎて）

　──あっちが嫌きらってるのに、こっちも嫌ってしまったら……一生近づけないじゃないか。

　そう、行き過ぎた博愛主義はたぶん、寂しさの裏返し。

　こちらから手を伸ばさなければ、一生独りぼっちだから。こちらから愛さなければ、誰だれにも愛されないから。だから、どんなに傷つけられても、自分を否定されても、愛そうとする。そうやってぎりぎり、世界と繫つながっていようとする。

　そんな戦い方。

（悲しい）

　そんなの愛じゃない。

「礼苑様、全すべての人から愛されるなんてことありえません。全ての人を愛すことも、ありえません」

　それは厳とした事実だ。好みは千せん差さ万ばん別べつ。ならば当然、誰かの好きと自分の好きが一いつ致ちしないこともある。

　でも、だからこそ。

「だから、愛せない場所にいる必要なんてない。あの人たちにおもねる必要なんてない」

　世界は広い。いろんな人がいる。だから、自分を傷つける人のそばに、わざわざい続けなくていい。それは逃にげることじゃない。

「六門なんて些さ細さいな群れ、捨てたって生きて行けます」

　それなのになぜ追いすがるのか？　嫌われるばかりなのに。

「噓を認めてください。あなたは愛したいんじゃなくて、愛されたいんです」

　ずっとずっと、独りぼっちで。

「本当はずっと、寂しかったんでしょう？」

　礼苑は、叫ぶように言い立てる彼女の言葉をじっと聞いていた。自信満々の金きん獅じ子しの笑顔は鳴りを潜ひそめ、泣き出す一歩手前みたいな表情で。子犬みたいな目で。これもまた彼の一面なのだと、蒲公英は思う。

「……そうか」

　そして、あるとき。

「俺は誰かに愛してほしかったのか」

　礼苑は驚くくらい静かな声で、初めてそう、認めた。

（あ）

　その瞬しゆん間かん、蒲公英の心が凪なぐ。無音になる。

　雑音に満ちていた世界が。すっと澄すみ渡わたる。はるかかなたまで。

（私、この人のために生まれてきたんだわ）

　金の獅子は、荒こう野やで独りぼっちで、きっとずっと寂しかったはずだ。

　蒲公英は雑草だけど、叶かなうなら、そんな獅子の足元に咲さきたい。

　荒野で彼を迎むかえる一番星になりたい。

「礼苑様、あなたが教えてくれたことじゃありませんか」

　──誰か心から信しん頼らいできる人を見つけて、その人に言ってもらえばいい。君を信じるよって。

　──誰かたった一人でも愛してくれるなら、それだけで価値があるだろ。

　彼はそうやって、枠わく外がいの芸術家を守って来たのだ。蒲公英の才能を認め、信じると言ってくれた。蒲公英はもう、それで十分だ。

「みんなに愛されなくたっていい。ただ誰かに……誰か一人に、好きって言ってもらえれば、本当はそれだけでいいんです」

　駄だ目めな自分でも。世界のどこかに、たった一人でも、好きだって言ってくれる人がいるなら。

　それだけで生きてゆける。生きていていいんだって思える。

　だから蒲公英はもう迷わない。自分の力で選せん択たくできる。

「私はあなたが不誠実な扱いをされていると悲しい。悔くやしくて、腹が立つ。仕返ししてやりたくなる。あなたが笑っていると嬉うれしい。あなたに自由に生きてほしい」

　だから。

「誰も言わないなら私が言います。あなたのことが好きです」

　あなたの色。あなたの形。あなたの音。

　それを愛する人もいるんだって。

　ここにいるんだって。そう伝えたい。

「羽も鱗うろこも真しん珠じゆもなくても。金の毛皮じゃなくてもいい。あなたはあなたのままでいい」

　あなたのままで価値がある。あなたのままで、愛される。

　彼は優やさしい獣けものだ。優しい優しい獣。

「誰かの愛を乞こうために、あなた自身を傷つけないでください。あなたを傷つける人の言葉より、あなたを愛する人の言葉を信じてください」

　愛とは多分、信頼を与あたえ合うことなのだ。

　どうか、伝わりますように。

「私を信じてください。私もあなたを信じるから」

　自分を信じて。自分を大切にして。

　そばにいて心ここ地ちよい相手を、王に、選ぶ。

　笑い合える相手を、王に。

　蒲公英は彼の左手首に手を当てた。痛々しい赤い傷きず痕あとに、指先で触ふれる。

「みんなのこと愛さなくたっていい」

　すると、失敗作の烙らく印いんを覆おおい隠すように、そこに浮うかんだのは……、花か印いんだった。正式に契けい約やくするまでは、痣あざのように薄うすい色だけれど、

[image: ]

「だから、まず自分を愛してあげてください」

　礼苑の肌はだの上に、確かに、小さな蒲公英たんぽぽが花びらを広げた。

「王が不幸せな国の民たみが、幸せになれるわけないでしょう？」

「これは……」

　礼苑がはっとして顔を上げた、そのとき。

「花か仙せん殿どの、礼苑様」

　焦あせったような声が切り込んできた。蒲公英は慌あわてて涙なみだを拭ぬぐい、

「莉々、どうしたの」

「緊きん急きゆう事態です」

　莉々はなりふり構わず、短く告げた。

「今しがた、南煌が進軍を始めたとの報が」

　空気が凍こおり付いた。

「北煌、攻せめ込まれます」
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　刺し客かくの処置は莉々にいったん任せ、二人は城に急ぎ戻もどった。

　広間に集まったのは、六公に、雪季王、明遠王、未明、そして北煌の高官たち。蒲公英と共に礼苑が乗り込んでも、誰だれも何も言わなかった。瑠る璃り公でさえ、ちらりと見て眉まゆをひそめたきり、無視を決め込んだ。蒲公英は歯を食いしばり、なんとか怒いかりを抑おさえる。今はそれどころではない。

「ありえない。雪季王、その情報は信頼できるのですか？」

「ええ」

　まず疑ってかかる雄ゆう黄おう公に、雪季王は短く答えた。雪季の元に届いたのは、鷹たかの脚あしに括くくりつけられた文ふみだった。

「南煌軍に動きあり。北煌侵しん攻こうと思われる……確かにそう書いてあります」

「うちの部下からも同様の文が届いております」

　武官の一人が、苦い声で言った。

「日付は昨日。南煌の王都から、北へ向けて、進軍およそ一万兵あまり……」

「一万っ!?」

「例の予知夢は本当だったのか」

　皆みながおののく一方、戦いくさに慣れた雪季だけは首を振ふった。

「一国を落とすのに一万じゃききません。予知夢にあったような大戦がこれだとは考えにくい」

　だが、その大戦の契けい機きには、十分なりえる。

「南煌はまず北煌の国境を切り崩くずし、攻こう撃げきの拠きよ点てんとするつもりでしょう」

「南煌軍が范蠡山を越こえてくるとすれば、まず狙ねらわれるのは国境の碧へき雲うん村になるでしょうね」

　雪季の言葉に官かん吏りがそう答えた。卓たくの上に地図を広げてみせる。

　煌の四州は中心の高こう峰ほう・范蠡山を境に分かたれている。北煌は范蠡山の山頂に向かって先細りした三角形をしていて、その一点でしか南煌と接していない。碧雲村はその国境に近い小さな村だ。

「碧雲村は一時期は銅山で栄えた村ですが、数十年前に閉山しましてね……谷にはクズ石と有害な泥どろが溜たまっています。人口の少ない限界集落でしたが、最近は范蠡山を越えてやって来る移民が空き家に住み着いているとか」

「しかし、范蠡山は急きゆう峻しゆんで、越えるのは容易ではない」

　言ったのは、緑ろく青しよう公だった。いつものん気な老人だが、さすがに顔に焦りの色が見える。

「道も整備されていないだろう。南煌の軍が道なき道を進んで山を乗り越えるとは思えない」

　だから、まさかそこから切り込まれるとは誰だれも予想しなかったのだ。

「国が整備せずとも、歩く者がいれば道はできます」

　口を割ったのは礼苑だった。

「南煌から逃にげ出す移民の数は数万とも言われます。移民同士が連れん絡らくを取りあい、安全な道を共有してきた。南煌の国境からは、四方八方に移民の道ができています」

　瑠璃公が額に皺しわを寄せて鼻から重い息を吐はいた。

「恭昇王らしいな。出てゆく者を追いかけず、わざと野放しにして道を造らせたというわけか」

　六門は次々に声を重ねた。

「ここのところ主だった動きがなかったのは油断させるためだったということですわねえ」

「王不在の時機は狙われやすいものだ」

「しかし本当なの？　もう一度確かく認にんを取るべきなんじゃないの？」

「国境の警備はどうなってるんだ」

　各おの々おのが好き勝手に口を挟はさみ、話し合いがまるで進行しない。重要なのはこれからどう対処するか、その具体的な策なのに。

「協力いたします」

　的外れな方向に紛ふん糾きゆうする議論にしびれを切らし、申し出たのは、瑞の明遠王だった。

「南煌到とう着ちやくまで、どれくらいかかりますか？」

　瑞王に問われ、びくつきながら、高官は答える。

「短めに見積もって五日でしょうね。天気が悪ければ、七日ほどかかるかもしれません」

　明遠は卓に手をついた。

「それより先に碧雲村に到着し、迎むかえ撃うちましょう」

「東煌も援えん軍ぐんを送ります」

　雪季も協力を申し出てくれる。蒲公英は拍はく手しゆしたいような気持ちだった。

（これを他国の王に先に言われるなんて、なんて情けないのかしら）

　しかし、それが六門の矜きよう持じを傷つけたらしい。瑠璃公はこの期ごに及およんで、

「瑞は傭よう兵へい派は遣けんを辞やめたのではなかったのですか？」

「傭兵は何も戦うだけが仕事じゃない。塹ざん壕ごうを掘ほり、野営所を建て、堅けん牢ろうな砦とりでを築いてきました。協力できます」

　明遠は強くねめ返す。けれど反応は酸すっぱい。

「ずいぶんお優しいですな」

「なし崩し的に三国同盟を発動させるおつもりか？」

　瑞の王は鼻をひくつかせて耐たえていた。怒りをこらえて絞しぼり出すように、

「ここで引けを取ればどうなるかお分かりでないのですか？　南煌の挙動一つが、世界の平和を揺ゆるがすのですよ。世界を巻き込んだ大戦になれば、瑞うちだけでなく北煌だってひとたまりもない。協力しようと言っているのが分からないのですか」

　しかし、王族たちはあくまで疑ってかかる。

「腹のうちはどうでしょうな」

「やはり北煌のことは北煌で」

「ひとまず事実確認を」

（……議論が進まない！）

　たまらず、蒲公英は立ち上がった。

「民が危険に晒さらされているのですよ！　うだうだ言っている暇ひまがあるなら、一も二もなく、碧雲村に軍を送るべきでしょう！」

　勇気を出して叫さけぶ。しかし……返って来たのは冷たい視線だけ。六門は結局、まだ蒲公英のことを信じていないのだ。

「切り捨てましょう」

　すぱんと言い切ったのは、辰しん砂しや公だった。

「な……にを」

　蒲公英には理解できなかった。何を言っているのだ、この人は？

「碧雲村は切り捨て、その代わり、村の少し手前に、堅牢な要よう塞さいを造るのです。そこから北は死守する」

「名案だな。碧雲村には犠ぎ牲せいになってもらおう。もっと大きなものを守るために」

　雄黄公も続く。それを聞き、東煌の雪季王が苛いら立だったように言った。

「あなたがたはことの深刻さが全く分かってない」

　村一つを犠牲にすればいいとか、そういう話ではないのだ。

「これまで范蠡山は不ふ可か侵しんだった。だが、そこを南煌に取られることは、もうほぼ確実だ」

　移民の道を放置し、南煌軍に范蠡山への侵しん入にゆうを許した時点で、遅おそすぎたのだ。四州の均きん衡こうは完全に崩れた。睡すい蓮れんの予知夢は現実になる。

　立派な鎧よろいをがしゃんと鳴らして、雪季王は円えん卓たくに詰つめ寄った。

「ここで妥だ協きようして弱よわ腰ごしに出れば、最初の戦場は間ま違ちがいなく北煌になりますよ」

「あくまで村を守れと仰おつしやるか」

「当然じゃないですか！」

　渋しぶい表情の瑠璃公に、蒲公英たんぽぽは嚙かみつく。切り捨てるとか、犠牲になってもらうとか、人の住まう村に対してその言い草はいったい何なんだ。

「あなた方は自国の民たみを見捨てるのですか？」

「あそこにいるのはどうせ北煌の民ではない」

　瑠璃公の言葉には慈じ悲ひもなかった。

　碧雲村で暮らすのは、南煌から逃のがれてきた移民たち。確かに、北煌土着の民ではない。

「良い機会ではありませんか。この国が誰のものだか、はっきりさせましょう」

「ふざけないで！」

　気づけば蒲公英は叫んでいた。こんなに腹が立ったのは初めてだ。

「居場所のない人たちが喘あえいでいるのに、今まで無視してきたのはあなたたちじゃないの！」

　何が寛かん容ようだ。何が自由だ。

　美しい旧市街の外がい壁へきの中で、彼らは無関心という暴力をふるい続けてきたんじゃないか。

　辰砂公は顔を歪ゆがめ、真っ赤な唇くちびるで言い募つのる。

「北煌はもともと彼らの居場所ではない。嫌いやなら元居た場所に帰ればいいのだわ」

「彼らに帰る場所などありませんよ」

　雪季がきりりと言った。南煌から移民が流れ込んでいるのは東煌とて同じこと。ただ、東煌は検問が厳しいので、物理的に山を乗り越えてしまえば入国はほぼザル状態の北煌に比べれば、移民の絶対数が少ないというだけの話だ。

「ただ生きてるだけのことがどうして罪なの」

　蒲公英はほとんど麻ま痺ひした頭で、ただただ疑問を吐き出す。

　どうしてこの人たちは、よく知りもしない相手のことをここまで悪く言えるのだろう。蒲公英のことだってそうだ。この人たちに悪口を言われて、まともに落ち込んでいた自分が馬ば鹿からしく思えてきた。

　この人たちは、自分と同じものでなければ認められないだけだ。

　世界はこんなに広いのに。

「みんな独りぼっちじゃ生きてゆけないのよ。受け入れてくれる場所を探して旅する者を、どうして笑えるの」

　認めない。分かり合おうとしない。そのせいで失われる命なんて、あっていいはずがない。

　でも。

「ずいぶん必死ですね」

　返って来たのは、悪意の嘲ちよう笑しよう。

「……っ」

　蒲公英は絶句する。

　これだけ声を張り上げても、かたくなな心には届かないのだ。どうしても。

「雑草が偉えらそうに」

　瑠る璃り公がそう、吐き捨てたとき。




「いい加減にしろ!!」




　その場の皆みなが……六門の面々もが、目を丸くした。

　声の主は、礼苑だった。

　場が静まり返る。鬣たてがみのような髪かみを振ふり乱みだし、建物の震ふるえるほどの大声で叫んだ彼の怒ど気きが、あまりにも力強かったからだ。何より、礼苑が本気で怒おこるのを、誰だれもが初めて目にしたのだ。

「彼女を馬鹿にするな」

　礼苑の顔は獣けもののように怒いかりに燃えていた。

「お前たちはただふんぞり返って嫌けん悪おを撒まき散らしてるだけじゃないか」

　彼は蒲公英に向き直ると、驚く彼女に言う。

「君の言うとおりだ」

　何かを傷つけたり、奪うばったり、そういう暴力の上で成立する愛なんて、ありえない。自分にそれを教えてくれた蒲公英が目の前で貶おとしめられたとき、礼苑の中で何かの鎖くさりが外れた。

「それを認めるために他ほかの何かを貶めなきゃいけないなら、それはもう愛じゃない」

　誰かの愛を乞こうために、自分を傷つけなきゃいけないなら……、それはもう愛じゃない。そんなことをしても空むなしいだけだ。

　だからもう認めよう。本当はずっと、分かっていたこと。

　礼苑は少し、怒気を緩ゆるめる。疲つかれたように、かすれた声で、目を丸くしたままの六門の面々に、正直に心の内を告げる。

「俺はあなたたちが愛せない。あなたたちが俺を愛せないように」

　これまで努力してきた。愛されようと努力してきた。

　でも、本当に愛する者が脅おびやかされているときに……、ここでまだ彼らにおもねるなら、礼苑の心は本当に死んでしまうだろう。

「あなたたちが、あなたたちの世界を守りたいのは分かる。伝統を守りたいのは分かる。でも、その自尊が他者への攻こう撃げきになるなら、南煌のやってることと何も変わらないじゃないか」

　ここは北煌だ。芸術の国だ。どこよりも自由でなきゃならない。

　手を取りあうことを拒こばまれ続け、愛に飢うえたままで、これ以上この国を愛せなくなる前に。

「共存の道を模も索さくすべきです。守るために戦うべきだ」

　この瞳ひとみは疑うためでなく信じるために。

　この手は陥おとしいれるのではなく救うために。

　蒲公英は彼の隣となりに並び立った。一いつ瞬しゆん視線を交かわす。声に出さなくたって分かった。

「南煌を止めよう。それが北煌だけじゃなくて南煌の人々も守ることになる」

　今、北煌の王族がすべきこと。

「碧雲村を守るべきだ。一人として殺させない」

　しんと静まり返った室へや。

　長い沈ちん黙もくの後、礼苑の後押しをしたのは……、叡春だった。

「……三国同盟を受け入れましょう。村を死守するべきだ」

「叡春！」

　古こ墨ぼく公の離り反はんに、五公はどよめく。

「礼苑にあてられたのか？　馬鹿を言うんじゃない」

「馬鹿を言ってるのはあなたたちだろ」

　叡春は静かに立ち上がり、礼苑のそば、蒲公英の反対側に立った。

「叡春様……」

　蒲公英が不安げに見上げると、叡春は硬かたい笑えみで、

「悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではなくなったみたいだね」

　北煌は抑よく止し力りよくになれると思っていた、叡春にもまた思い上がりがあったのだ。もう四の五の言ってはいられない。恥はじも外聞も投げ捨てて、早急に事に当たらなければ。

「叡春、お前には王家六門としての自覚がないのか」

「六門が何だ。そんなもの、何の役にも立たない」

　叡春の顔には明らかな侮ぶ蔑べつが浮うかんでいた。これまで周しゆう到とうに隠かくしていた、彼の本心。

「まだ分からないのですか。僕たちが伝統の上にあぐらをかいているうちに、我が国が侵しん略りやくされようとしているんですよ」

　礼苑の左手首の薄うすい花か印いんを、叡春は目ざとく見み抜ぬいていた。彼女が選んだのは礼苑だったのだ。自分ではなく。悔くやしいが、仕方がない。

　事実を事実として認める、それが叡春の強さ。腹を括くくり、義弟おとうとと真っ向から目を合わせる。礼苑はさすがにドキリとしたのか、目を見開いた。

「礼苑」

　叡春は、本音を隠すのをやめた。

「僕はお前が気に食わない」

　すぱんと言い切る。初めて本人に告げた噓うそのない言葉は、細かく削けずった氷のように、いっそ爽さわやかなほど清すが々すがしかった。

「だが、協力しよう。この戦いくさ、止めるぞ」

　礼苑は一瞬きょとんとしたが、すぐに笑顔になった。

「いつになく人間らしいじゃないか兄上！　大好きだぞ！」

「僕はお前のそういうところが大だい嫌きらいだ」

　そこで瑠璃公が怒気もあらわに立ち上がった。

「後こう悔かいすることになるぞ」

　もはや手て遅おくれと分かっていながら、汚きたない遠とお吠ぼえのように。

「所しよ詮せんは移民と雑草、何ができるわけでなし」

　そのとき、蒲公英たんぽぽの中で、ぷつりと、何かが切れる音がした。いい加減我が慢まんの限界だ。

　彼女はゆらりと顔を上げ、にっこり笑ってみせる。

「皆みな様さま、発言にはお気を付け下さいね」

　こんな人たちを相手にして浪ろう費ひする時間などない。今こそ、この力を有効に使うときだ。

　名声や評判を人一倍気にする彼らだから。

「私、色々『聞こえる』んです。知ってるんですよ、色々」

　五公は目を見合わせる。色々、色々とは……。

「辰しん砂しや公が懇ねんごろにしていた間男と最近破局したことも、緑ろく青しよう公が西煌と宝石の闇やみ取引していることも」

　空気が揺らいだ。辰砂公と緑青公の顔色がさっと変わる。

（さすがに性格が悪かったかしら）

　と、蒲公英は他人ひと事ごとみたいに思った。でも噓はついていないわけだし。

　開き直った雑草は強い。

「知ってるんですよ」

　だから、不誠実は裁く。

「瑠璃公が礼苑様に刺し客かくを差し向けたことも」

　何ができるわけでなし？　これでもまだ同じことが言えるだろうか。

　王に仇あだ為なす者を見抜く。蒲公英の能力は、そのためにあるのだ。

「太子様に刺客を……？」

　はたして、その場の皆の視線が瑠璃公を矢のように刺さした。誰一人瑠璃公をかばわなかった。噓も諂へつらいもいつかは剝はがれる。信しん頼らいの盾たてがなければ、自分を守ることなんてできない。

　瑠璃公は憤ふん慨がいの表情で、でも一言も発することができなかった。形勢逆転だ。

「私たちは必ずこの国を救います」

　言い放つ蒲公英に、太子二人はちょっとおののく。

「なんというか、蒲公英、開花したな……」

「いやいや、頼たのもしい限りだ。だが敵には回さないでおこう」

　蒲公英はちょっと拗すねたように、つんと鼻を上げた。

　だって蒲公英は雑草だ。風に乗ってどこからかふわりと飛んできては、獅し子しの牙きばのような葉を広げて土を摑つかみ、根を深く伸のばす。可か憐れんに見えて、したたかで強い花だ。

　この国はこれから、強くなる。

　だから、彼女が選ばれたのだ。
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「しかし、間に合いますかね」

　苦い表情で五公が出て行った後、高官は遠えん慮りよがちに目配せした。碧雲村を死守すると言ったはいいものの、相手は一万の軍、しかもすでに進軍している。

「間に合わせるさ」

　礼苑は腕うでまくりして地図を睨にらんだ。

「南煌軍の到とう着ちやくまでに、早ければ五日か。今すぐにでも出発すべきだな」

　雪季が礼苑に尋たずねる。

「ここから村への最短経路は？」

「主要道を通ると間に合いません。到着に四日、工兵部隊として瑞の力を借りたとしても、設営に二日……」

　舗ほ装そうされた街かい道どうは走りやすいが大回りになる。この道では間に合わない。

　礼苑は墨を取り、地図の上に線を引いた。

「道は悪いが、こう渡わたれば一日は節約できる」

「そんな道、地図にないが」

　叡春がすっきりした目で礼苑を見上げる。礼苑は勝気な笑みで答えた。

「交易都市の商人を舐なめちゃならんよ。出し抜ぬき合って生きているんだから」

「隠れた運輸経路があるというわけか」

「そりゃ、兄上の使うような高級品なら、待つ価値もあるんだろうが……庶しよ民みん向けの安物は、入手の速さがものを言うからね」

　これなら、北煌の軍は先回りできる。しかし、援えん軍ぐんは？

「東煌軍はいつ到着できますか」

「緊きん急きゆう事態に備えて早馬を常備しているから、関門で止められなければ、三日後」

「瑞は？」

「范蠡山の尾お根ねを辿たどって四日というところでしょうか」

「ぎりぎりだが、山の天気は変わりやすい。雨が降れば時間稼ぎもできるでしょう」

　それを聞いた高官は、算そろ盤ばんを弾はじき、唸うなる。

「しかし、礼苑様。物資はどうします？」

「ここから運ぶのは非効率だな。途と中ちゆうで調達しよう。途中の宿場町に伝つ手てがある」

　礼苑は地図に次々丸を書いていった。各地の商人たちの拠きよ点てんだ。材料の卸おろしもやっているから、食料はもちろん、木材や工具も調達できる。王都から出発する軍は軽装で済み、より早く到着できるだろう。

（これ……一日二日で考えられるような案じゃない）

　綿密な計画だ。蒲公英は礼苑を見やった。

「礼苑様、この状じよう況きようを想定していましたね？」

「何のことやら」

　礼苑はうそぶく。叡春は素す直なおに舌を巻いた。

「お前、伊だ達てに各地を放ほう浪ろうしてないな」

「こういうときのために情報収集してたんだ」

　軽口を叩たたき合う義兄弟きようだい。少し希望が見えてきた。

　しかし、そこで雪季王が手を挙げた。

「肝かん心じんな話をしていない」

　相手は一万の軍。無事、碧雲村で迎むかえ撃うてたとして。

「北煌軍は何名用意できるんです？」

　高官は言いづらそうに髭ひげを撫なでた。

「自分が言うのもなんですが、使い物になるのは千五百がいいところでしょう」

　北煌軍は平和ボケしてすっかりなまくらになっている。雪季は眉まゆ根ねを揉もんだ。

「東煌軍は各地方に離り散さんしているからな……すぐに送れるのは、多くて三千」

「数が全然足りませんね」

　明遠がさすがに心配そうに言った。

「いや、策はある」

　しかし礼苑の自信は揺ゆるがない。

「この計画で行けます。両陛下は今すぐに国に文ふみを送ってください」

　面々の不安を潰つぶすように、彼は力強く指示していく。

「北煌の軍は俺が指揮する。叡春兄上、いいかな？」

「構わん。お前の計画だ。僕も共に行こう。……ただし」

　叡春はそこで蒲公英たんぽぽの方を見た。

「蒲公英にはここに残るよう指示してくれ。彼女、ついてくる気満々だぞ」

「何で分かるんですか」

「顔に書いてある」

　叡春が呆あきれ顔で言った。むくれる蒲公英に、礼苑は困ったように、

「すまないが君は残ってくれ」

「どうして！」

「蒲公英殿どの」

　蒲公英をなだめたのは、花か仙せんの先せん輩ぱい・睡すい蓮れん仙の未明だった。

「一いつ緒しよにお留守番しましょう。あなたの身に何かあれば、それこそこの国が亡ほろびます」

「っ……」

　悔くやしい気持ちを押し殺す蒲公英。礼苑はそんな彼女を見ないまま、明遠に向き直る。

「明遠王、瑞には砦とりでの建築の補助をお願いできますか？　あと、医薬面も協力してくださると助かります」

　明遠は頷うなずいた。もとより、三国同盟を提案したのは明遠の方。同盟国の危機ならば、全力で協力するつもりだ。

「ええ、本国から武官と医官を送らせましょう。私の護衛として腕の立つ元傭よう兵へいを同行しておりますので、取り急ぎ連れて行ってください」

　彼女は自国の元傭兵を心底信頼している。だから、強気に笑う。

「でも、返してくださいね」

「ええ、もちろん」

　礼苑は鷹おう揚ように頷いた。

「それまで御おん身みの安全は保障いたします。申し訳ありませんが、六華城でお待ちを」

　礼苑は次に、雪季に言った。

「叔父おじ上うえ、援えん護ごをお願いいたします。うちの軍は弱いんだ、笑えるくらい」

「知っている」

　雪季王は無表情で言い切った後、籠こ手てに包まれた右手を甥おいの頭に載のせた。

「だがお前は、腰こし抜ぬけではないようだな」

　礼苑は親に褒ほめられた子どもみたいに笑った。

　蒲公英はそれを、離はなれて見ていた。最後まで、彼と目が合わなかった。
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　北煌に向かい進軍していた南煌の軍勢は、范蠡山の山頂付近で前も見えないほどの豪ごう雨うに襲おそわれ、一時駐ちゆう留りゆうを余よ儀ぎなくされた。過か酷こくな山道で疲ひ弊へいしきった兵士たちにとって、時間と兵ひよう糧ろうの浪ろう費ひは大きな痛手だった。

　そして七日目の昼。急きゆう峻しゆんな山の頂を乗り越こえたその先に……、南煌軍は、ありえないものを目にする。

「なんだ、あれは」

　そこにあるのは、銅山の名残なごりの貧しい村だけのはずだった。村の民たみを皆みな殺ごろしにし、侵しん攻こうの拠点を作るのが、彼らの使命。……だのに、

「砦だと？」

　軍の将軍は、部下からの報告を最初疑ってかかった。

　北煌が動き出したとの連れん絡らくは既すでに入っていた。しかし……どう考えても早すぎる。

「巨きよ大だいな砦です。それも一つや二つではないのです」

「たった七日で？」

　将軍は部下から遠眼鏡を奪うばい、進路を見やる。山の麓ふもと、谷を駆かけ下りる道を塞ふさぐように……、確かに、巨大な砦がどっしりそびえ、睨にらみを利きかせていた。土ど塁るいを高く積み上げ、その上には、塗ぬりたての漆しつ喰くいのような、鮮あざやかな白い壁かべ。北煌の旗が堂々とそよいでいる。しかもそれが、こちらを迎え撃つように、等とう間かん隔かくに五、六は見えるのだ。

「馬ば鹿かな。予測していたとでもいうのか？」

　将軍は自分の目が信じられなかった。部下はさらに続ける。

「その上、堀ほりが……」

「堀が何なんだ」

　部下は少し言いづらそうに答えた。

「その、まるで毒の池みたいで」

「はあっ？」

　将軍は眉まゆを吊つり上げつつ、砦の手前に視線を移した。部下の言う通り、砦の前には堀が巡めぐらされていて、その中には、

「なんだ、あれは」

　まるで血のような、まがまがしい赤い水が満ちているのだ。こんな光景、これまで目にしたことがない。

　毒の池。部下の言いようは、的を射ていた。

「いったいどうなってるんだ！」




　一方、碧雲村。

　叡春は砦の前に立ち、堀を見下ろしていた。瑞の元傭兵たちの指示のおかげで、驚おどろくほど早く出来上がった立派な堀。しかし、そこに赤い水を引くなどと言われるとは思わなかった。

「ひどい色だ」

　覗のぞき込む先、堀の中には、よどんだ赤茶の水が渦うず巻まいていた。

「南煌も進軍をためらうだろう？」

　にやりと笑うのは礼苑。

　この赤い池の正体は、閉山した銅山が吐はき出すクズ石だ。銅の鉱こう滓さいは赤せつ褐かつ色しよくを呈ていする。これが谷に溜たまり、天然の赤い池と化していたのを、堀まで引いてきたのだ。堀の内側には革かわを敷しき、土ど壌じようへの浸しん食しよくを可能な限り防いでいる。

「ちょうど雨が降って池がかき回された。いい感じに気味悪い色合いだろ」

「天が味方したと言えるのかな……」

　叡春は嘆たん息そくする。運よく雨が降ったことで、南煌軍の到とう着ちやくも遅おくれた。最悪の想定よりは、一日二日は時間が稼かせげたわけだ。しかし、その間、碧雲村死守のために礼苑が展開した作戦は、なんとも奇き想そう天てん外がいなものだった。

「ちょっと、気を付けてちょうだい！」

　工員たちに向かって声こわ高だかにのたまうのは、色しき彩さいの異い端たん児じ・鴻保。そう、この作戦の功労者は意外にも、兵士ではなく芸術家たち……金きん獅じ子し商会の面々だったのだ。

「この水、間ま違ちがっても外に漏もらさないでよね！」

　鴻保の言葉に、叡春は頷き、叫さけぶ。

「そうだ、十分注意しろ。有毒だぞ！」

「違ちがう！　これ全部、後で私が買い取るんだから！」

　叡春と礼苑は細い眼めで鴻保を見た。

「……何だって？」

　鴻保は腕うでを組み、呆れた顔で、

「あら、御ご存ぞんじないの？　銅の精せい錬れん過程で出る鉱滓は、鉄と化合させれば煉れん瓦がに出来るわ。全部売って、新しい研究の資金にする」

　鴻保は胸を張った。いつだって、彼女の頭にあるのは研究のことのみ。

「君は画家を辞やめて科学者になった方がいいんじゃないのか？」

　冷静に突つっ込んだ後、叡春は背後の砦を振ふり仰あおいだ。

「この砦と言い、堀と言い……金獅子商会きみらは本当に発想が奇き抜ばつだな」

　叡春は呆あきれ半分だが、礼苑はしたり顔だ。

　南煌軍の度ど肝ぎもを抜ぬいたその砦は、なんと一晩のうちに現れた。

　指揮したのは、金獅子商会所属の建築家・葉去。

「お褒めにあずかり光栄です、太子様。今後、屋や敷しきのご用命はぜひこの葉去めに」

「布の屋敷は困るな」

　図ずう々ずうしい申し出に、叡春は苦く笑しようで答えた。

　そう、この砦は、蛇じや腹ばらの骨組みを白い布で覆おおっただけの、張はりぼてなのだ。北煌が実際に建てたのは、木組みの基き礎そだけ。道中、反たん物もの卸おろしの店で染める前の布をしこたま買い込み、骨組みに張り巡らせて壁としたのである。

「だが、確かに、遠くから見れば立派な砦だ」

「彼らの協力のおかげで、ずいぶん早く建てられたしな」

　礼苑の言葉に、叡春は頷く。

『彼ら』とは、ここ碧雲村に住み着いていた移民たちだ。最初こそ立ち退のきを迫せまられるのかと警けい戒かいしていたが、礼苑が事情を説明すると、喜んで建設に力を貸してくれた。何しろ、彼らは南煌から逃にげてきたのだ。その南煌に対たい抗こうし、彼らの村を守りたいという礼苑に、胸打たれたようだった。

「彼らを怖こわがっていたのは愚おろかだったな」

　叡春は苦い笑えみを零こぼす。

　今や、碧雲村の移民たちは北煌軍の一員になっていた。出自がどうこうと言ってこだわっている六門の人々の、なんと視野狭きよう窄さくなこと。

　国とは土地ではなく、そこに住まう人々の営みの集合なのだ。

　それを知り、多様な背景を持つ人々を丸ごと抱かかえ込んでその能力を生かしつくせたのは……かつて自らも差別に遭あい、王宮を追い出された礼苑だからこそなのかもしれない。




「南煌軍、動きがありません」

　南煌軍が立ち止まってから、早数刻。不気味な停てい滞たいが続いていた。相手も様子を窺うかがっているのだろう、目立った動きを見せない。

「足止めはできても、これだけで追い返すことはできないか」

　礼苑は唸うなった。叡春は腕を組み、

「結局は張りぼてだからな」

　所しよ詮せんは布の砦とりで。近づかれれば当然気づかれる。

　だが、それも作戦の内だ。そもそも近づかせなければよい。

「どうでしょう、若。ここらで一発」

　丸い帽ぼう子しをかぶった万ばん能のうの芸術家・微秦が、うずうずしたように言った。金獅子商会の仲間たちが活かつ躍やくしている中、そろそろ自分の出番も欲しいところだ。

「そうだな」

　礼苑と叡春が振り返れば、そこには、微秦お手製の新兵器。

　四千の矢を一度に放てる弩いしゆみ……ただし、一回限り。一度撃うってしまえばまた四千本装そう塡てんし直しだから、連射はできない。それに、試作品ゆえ、一台しかない。でもかまわない。

「まるで『一つの砦に四千の兵がいる』ように思わせればいいんだ」

　北煌軍の軍勢は、東煌の援えん軍ぐんと合わせても、南煌の半分以下。まともにかち合えば勝機はない。しかし、

「砦は六つ。仮に一つの砦に四千の兵が控ひかえているとすれば、南煌軍の数を優に上回る」

　理想的には、侵しん略りやく側は防ぼう御ぎよ側の三倍の戦力を有することが望まれる。定石からして明らかに劣れつ勢せいだと……そう、相手に勘かん違ちがいさせればよいのだ。

「噓うそも方便、ですね」

「噓じゃないさ。相手が勝手に思い込む分にはな」

　微秦に向かって笑いかけると、礼苑は手を上げ、声高に命じた。

「撃て！」

　途と端たん、四千の矢が、一挙に四方八方に散らばる。
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「将軍、よしましょう」

　南煌軍は、一番手前の砦から一度に放たれた四千の矢に、完全に気け圧おされていた。

「相手が一枚上手です」

「馬ば鹿かを言うな。南煌が負けるはずがない」

「ですが……」

　ただでさえ厳しい山道を、それも大雨の中乗り越こえてきたのだ。そこを、ここまで周しゆう到とうに迎むかえ撃たれては……。南煌の士気は明らかに下がっていた。

「これにひるんで帰れるものか」

　南煌軍の斬きり込み隊は、主に過去の侵略戦争での捕ほ虜りよや逃とう亡ぼう兵の寄せ集めだ。本当の戦力は自国に温存してある。つまり恭昇王にとっては、自分たちは捨て駒ごまにすぎないということ。ここでのこのこ南煌に逃げ帰れば、どのみち首をはねられて終わりだ。

　引くに引けない。膠こう着ちやく状じよう態たいは永遠にも思えた。

　泥どろ沼ぬまの中、将軍は恭昇王の口くち癖ぐせを思い出していた。

　──なるべく手短に、完全な状態で土地と人とを奪うばい取るのが、賢かしこいやり方だ。

　そう、侵略側からすれば、奇き襲しゆうが一番に決まっているのだ。

　満々と湛たたえた水を千せん尋じんの谷底へ切って落とすような勢いで、突とつ然ぜん切り込むこと。不意を突いて物的にも心的にも相手の力を削そぎ、抵てい抗こうの意志を挫くじく。可能なら恫どう喝かつだけで併へい吞どんするのが理想だ。逆に、あちらが周到に用心しているところに真正面から突っ込んでいくことほど愚かなことはない。

　南煌、既すでに出で遅おくれている。

「将軍、どうするのですか」

　部下がじりじりと問うた。

　こちらは強ごう奪だつする側なのだ。機動攻こう撃げきがものをいう。相手に猶ゆう予よを与あたえれば与えるほど、援軍を呼ばれる危険が大きくなる。それにここは北煌、貿易で潤うるおった裕ゆう福ふくな国。時間さえあれば兵へい站たんは無限に供給されるだろう。

　だから……この停滞は、思いの外兵士に不安を与えた。

　南煌の兵士たちは、将軍の指示があるまで、じっと耐たえている。そうこうしている間にも、相手の大軍が迫るのでは？　北煌は実は南煌の数倍の兵を集めているのでは？　膨ふくらんでいく悪い想像と戦いながらも、耐えている。

　引くも地じ獄ごく、引かぬも地獄。

　限界は近かった。

「将軍！　指示を！」




「！」

　一いつ瞬しゆん足を止めたかに見えた南煌が、のろしを上げた。

「南煌、進軍してきます！」

「できれば帰ってほしかったな……」

　礼苑は息を吐つき、立ち上がった。

　いくら礼苑が楽観主義でも、これは戦いくさだ。そう何もかもうまく行くはずがない。

　こうなったら。

「直接話をつけにいこう」

「大おお阿あ呆ほう」

　叡春は厳しく言い放った。

「堂々と前線に出てゆく王がいるか」

　なにしろ、王が殺されれば国は亡ほろびるのだ。

　東煌王・雪季は、仁義を重んじ、王自ら前線で戦うことを旨むねとしているが、それはあくまで例外。普ふ通つう、王は前線には出ない。雪季がそんな暴挙に出られるのは、基本的に防衛戦争で、かつ、雪季が実際に一いつ騎き当とう千せんの強さを持っているから。武を極きわめた東煌という国の王たる雪季の、日々の鍛たん錬れんのたまものだ。

　雪季の戦い方は規格外。甥おいの礼苑もその考えを継ついでいるというのだろうか。

「お前が死ぬと国が死ぬ。分かってるのか？」

　礼苑は目をそらした。叡春は眉まゆをひそめ、弟に詰つめ寄る。

「お前、まさか」

　叡春は乱暴に礼苑の左ひだり腕うでを取った。何かを隠かくすように甲こうまで伸のびた長い袖そでをめくりあげると、手首の内側……、花印はまだ、薄うすい色のままだった。花か仙せんは苗なえ床どこを選んだけれど、王の方が承しよう諾だくしていない、彼女に真名を与えていないということだ。

「契けい約やくしなかったのか？」

　礼苑は噓がつけない。ただ唇くちびるを嚙かんでいる。

「彼女はお前を王に選んだんだろ」

「俺が断った……今は無理だって」

「だけど、お前」

　礼苑は首を振ふり、叡春の言葉を遮さえぎる。

　王になりたいって、自信満々に口にしてきた。でも結局空くう虚きよだった。自分についた噓の延長でしかなかったから。

　だって。

「王になったら、死ねなくなる」

　王が殺されればその国は死地になる。今礼苑が王になって、戦場で死ねば、北煌ごと道連れになってしまうのだ。

　それに、大切なことが、もう一つ。

　礼苑は左手首の薄い痣あざを見た。癒いえない傷きず痕あとを隠してくれる、その優やさしい印を、くれた人。もしも礼苑が、この花印を受けたなら。

「俺が死んだら彼女も死ぬってことだろ」

　王は花仙の苗床だ。花仙である彼女は、契約した王が死ねば自分も命を落とす。

「嫌いやなんだ、それは」

　少し前なら、死ぬのは怖こわくなかった。自分を愛せなかったからだ。でも……、六華城で帰りを待つ蒲公英のことを思うと、胸がどうにかなってしまいそうになる。

　──誰だれも言わないなら私が言います。あなたのことが好きです。

　──だから、まず自分を愛してあげてください。

　愛するばかりで、愛されることを知らなかった。

　大切にされることは、甘くて、苦しい。

　自分が斃たおれることで、彼女の命をも摘つみ取ってしまうことが、たまらなく怖い。

「死ぬのは嫌だ。必ず生きて帰りたい」

　自分を救ってくれた、見えない枷かせから解き放ってくれた、泣き虫の彼女の元に。

「でも」

　でも、それと同じくらい。

「北煌を守りたい。命に代えても、自分の手で」

　他ほかの誰でもなく、礼苑自身が。

　自分の命をかけて、北煌の民たみを守りたい。

「だから王にはなれない」

　矛む盾じゆんしているようだけれど。

　この世界では、王は死ねない。身を挺ていして民をかばうことが許されない。自分のために戦ってくれる民を差し置いて、最後まで守られるのが王だ。

「俺をかばって誰かが死ぬなんて」

　自分のために愛する北煌の民を危険に晒さらすなんて、そんなこと、耐えられない。

「俺は嫌だ。そんなの」

　ぐっと拳こぶしを握にぎり込み、地面に向かって低く吐き出す。

　せめぎ合う意志を。割り切れない思いを。

　けれど。

「大阿呆！」

　空気をびりびり震ふるわせるように響ひびき渡わたったのは、叡春の喝かつ破ぱの声だった。

「そんなこと、どの王だって思ってる」

　自国の民が大切でない王などいるものか。死なせたくないに決まっている。

「それでも守らせるんだ。守ってもらうんだ」

　王が民に殺されれば国は死ぬ。それが天の定めた厳しい掟おきてだからだ。

　忸じく怩じたる思いを抱かかえて、それでも……、有事の際にはどうしたって、民を盾たてにする。王自ら矢や面おもてに立つことは絶対に避さけなければならない。

　そこまでして守られること。それはもちろん、王に許された特権などではなくて。居い丈たけ高だかに腰こしかける不死の玉座などでは、決して、なくて。

「その代わり、負けると分かったときには、潔いさぎよく己おのれの命を差し出す。天は、その覚かく悟ごを強しいているんじゃないのか」

　王は王にしか殺せない。負け戦になったとき、自国の民が自分を守って蹂じゆう躙りんされていくことに耐えられないなら……、王自ら敵国に赴おもむいて、自らの首を差し出すしか道はない。『殺してください』と、自ら乞こうのだ。そして国を譲ゆずり渡す。それがこの世界の戦だ。

　それができない臆おく病びような王なら、自分の城の奥に縮こまって、恐きよう々きようと待つことになるだろう。自国の民の累るい々るいと斃れた屍しかばねの道の上を、敵王が勝ち誇ほこった顔で歩いて来るのを。

「蒲公英だってそれを承知の上で、お前に花印を渡したんだろ」

　王が命を差し出すときは、花仙は寄り添そわねばならないのだ。何が起きても、王と生死を共にするという決意。花印を渡すとはそういうことだ。

　自信を持てず、弱気だった彼女の、大きな選せん択たく。

「受け入れろ」

「……嫌だ」

　礼苑は地面をじっと睨にらんでいた。これはもう、理性ではなく。礼苑にはただただ、我が慢まんならないのだ。自国の民が身を賭として戦っているのを、遠くから指をくわえて見ていることが。

「守りたい。守る」

　完全に意固地になっている。

　叡春は大きくため息をついた。礼苑の頰ほおを両手で挟はさんでぐっと上を向かせると、

「守る守る言うな！　最強の戦士にでもなったつもりか！」

「うっ」

「もっと信しん頼らいしろ。自分たちの身くらい自分たちで守る」

　自分より若じやつ干かん背の高い礼苑を、叡春は一ひと重えの目できりりと見上げて。

「受け入れろ。守らせろ。お前を守ることが国を守ることなんだ」

　命を懸かけてでもこの人を守りたいと、そう思わせる者こそ、玉座にふさわしい。

　そして礼苑には、もう十分、その資格があるのだ。

「みんなそう思ってる。だろ？」

　叡春は手を離はなした。礼苑はゆっくりと、周りを見回す。

　金きん獅じ子し商会の面々が真しん剣けんな表情で頷うなずいた。お前たちに何ができると追い返されても、意地でも離れたがらなかった彼ら。自分たちにもできることがあると豪ごう語ごし、実際立派に、自分の役目を全まつとうした。礼苑を守るためだ。彼を信頼していたからだ。

「お前が目指すのは共存の道なんだろ。それぞれがそれぞれの立場で、自分にできることをすればいいんだ」

　礼苑は目を瞑つむった。何か決意したように。

「……すまない、兄上」

　そして目を開く。

「それでも、やっぱり自分で行きたい」

　礼苑はこういうところがどうしても頑がん固こだった。

　叡春はため息をついた。少し疲つかれたように頭を搔かきながら武器置き場に近づくと、

「そう言うと思った」

　鎖くさり帷子かたびらを取り上げ、礼苑に渡した。

「これを着ろ。僕も行く」

「叡春様！」

　金獅子商会の面々はすがりつくが、叡春は諦あきらめの表情で、

「兄として申し訳ないが、君らの主あるじはとんでもない馬ば鹿かなんだよ」

「それはよく存じ上げておりますが」

　叡春は吹ふっ切きれたように礼苑を見た。

「お前は端はなから、王に足る器うつわじゃない。自分でも分かってるんだろ」

「ああ」

　清すが々すがしい返事。

「俺は今でも、王には叡春兄上の方がふさわしいと思ってる」

「そういうところだよ……」

　叡春は忌いま々いましげに嘆たん息そくする。

　なんてお人ひと好よしなんだろう。本当に手のかかる弟だ。

　まあ、王の器に足りないのは自分も同じだが。

「お前のことは嫌きらいだ。だが支えることはできる」

　半人前同士なら、二人で。

　正反対だから補い合える。お互たがいの視点を生かして、共に未来を作れる。癪しやくではあるが、これも礼苑から教わったこと。

　だから。

「お前を死なせない」

「兄上……」

　礼苑は急に、感かん極きわまったような表情になった。

「俺、王になるなら側近は兄上が良いっていつも思ってたんだ！」

「そこまで言ってないだろう、調子に乗るな」

　叡春は礼苑に籠こ手てや防具を投げつける。半分自棄やけだ。

　こうなったら腹を括くくろう。北煌の未来はこの変わり者の手にかかっているのだ。

「覚悟を見せろ、礼苑」

　王として。

「……そうだな」

　礼苑は首しゆ肯こうした。

　博愛主義の仮面は剝はがれた。本当は自分を愛せない弱い礼苑を、半人前の礼苑を、それでも彼らは、王として信頼してくれるというのだ。

　いつまでもひょうひょうとはしていられない。覚悟を、見せなければ。

「兄上、ありがとう」

　礼苑は笑いながら、なんだか泣きそうになってしまう。

「この国にはちゃんと、俺を愛してくれる人がいたんだな。気づいてなかっただけで」

　そう、荒こう野やを旅する獅子は、ようやく気づいたのだ。

　一人群れを追い出され、旅を終えて帰って来たとき……、振ふり返ればそこに、これまた群れを追われた、けれど美しい、鳥や魚や貝が、いつのまにか列をなして、ついて来てくれていたことに。

　──あなたを愛する人の言葉を信じてください。

　私たちがいますよって。あなたは一人じゃないですよって。

　伝えてくれていたのだ、ずっと。

　──私を信じてください。私もあなたを信じるから。

　必ず生きて帰ろう。大切なことを教えてくれた彼女の元に。

　そして告げるのだ。

　彼女の名を。
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「おい！」

　誰だれかが叫さけぶ声が聞こえた。

「誰か来るぞ」

　近づいてみると、南煌の軍勢は岩の壁かべみたいに見えた。完全武装の大だい方ほう陣じん、整然と並んだ鎧よろいが鈍にぶい光を放つ。金属板の張られた頑がん丈じような盾たての間から、不気味に白い国章がなびいていた。

　対して、こちらはたった四騎き。礼苑と叡春、そして脇わきに瑞の護衛が二人だけだ。

　なんとも心もとないが、少なくとも南煌にとって予想外な尖せん兵ぺいだったことは確かだ。まさかこの状じよう況きようで、四騎きりで向かってくる馬鹿がいるとは……それも先頭では、戦場に場ば違ちがいな華か美びな衣装を纏まとった青年が、こちらを恐おそれる様子も見せず、ニコニコしているのだから。

「あいつらはいったい誰だ？」

「東煌の王族か？」

「兵士には見えないぞ」

　ざわめく兵士たちの声が聞こえる。

「隊列を崩くずすな！」

　大きな刃やいばの戟げきを手に、将軍が叫んだ。部下たちに待ての令を出しておいて、重い鎧を揺ゆらしながら、先せん陣じんに進み出てくる。少し距きよ離りを取って、礼苑たちも馬を止めた。

「やあやあ！　遠いところようこそ。呼んでないけどね」

　煌びやかな衣装をひらめかせ、礼苑は泰たい然ぜんと笑ってみせた。南煌軍の兵に一いつ斉せいに槍やりを向けられ、弓兵が矢を引き絞しぼるのを目にしても、気にするそぶりを見せない。

　あの四千本の矢が一度きりしか撃うてないなんて。本当は援えん軍ぐんは足りておらず、砦とりでは張はりぼてで、血の池もただの銅クズだなんて、そんなこと、相手は知る由よしもないのだ。

　だから、指一本震ふるえてはならない。

　去勢でもはったりでも良いから、覚かく悟ごを見せるときだ。

「聞くがいい！」

　南煌の大軍に向かって、礼苑は勢いよく腕うでを突つき上げた。

　そして叫ぶ。あらん限りの大声で。

「我が名は宝ほう礼れ苑おん。北煌の新しい王である！」

「王ッ!?」

　南煌軍がどよめいた。

　厳密には、彼はまだ王ではない。でも、今ここでそれを言い切れないなら、どのみち王になんてなれやしない。

「不服だが本当だ」

　脇で叡春が言い添そえた。王の冷静な右みぎ腕うでとして。

「軽けい率そつな真ま似ねはやめたほうがいい。彼を殺すと北煌が死地になるぞ！」

　礼苑が王だというのなら。彼を殺すことは、強ごう奪だつしたい土地をまんまと失うことであり、南煌にとって絶対に避さけなければならない事態のはずだ。

　しかし。

　南煌の将軍は猜さい疑ぎの表情のまま、少し前に馬を進めた。

「新王とは恐れ入る」

　王は前線には出ない、それは全世界共通の常識だ。

「わざわざ生け捕どりになりに来たのか？」

　南煌の王に、首を差し出すために？

　ありえない。

「さすがは芸術の国、陛下もずいぶん弱よわ腰ごしでいらっしゃる」

　彼は偽にせ者ものだと判断したらしい。将軍は皮肉っぽい捨て台詞ぜりふの後、

「放て！」

　号令をかけた。間かん髪はつを容いれず、矢が飛ぶ。

　しかし、

「ずいぶん舐なめられたものだな」

「なっ！」

　礼苑の脇に控ひかえていた二騎が、さっと彼の前に出てかばったと思えば……瞬まばたきより速く背中の長ちよう剣けんを抜ぬき、騎き馬ばのまま、雨のように降る矢を全すべて薙なぎ払はらってしまった。

　弓兵たちは呆あつ気けにとられ、将軍も思わず身み震ぶるいする。

「あいつら、いったい何者だ？」

　鮮あざやかな剣さばきを見せた二兵。

　彼らが掲かかげる盾に光るのは……、瑞湖国の国章だった。

「瑞の傭よう兵へいか！」

「ご名答。彼らは君らを斬きらないが、君らも彼らを斬れないよ」

　礼苑は言い放った。瑞が護衛として貸してくれた元傭兵たち。明遠王の命により、相手を傷つけることは禁じられているが、盾としては十分。

「瑞の兵は強い」

　彼に教わらずとも、瑞の傭兵の強さは世界中誰だって知っている。

　その上……、

「将軍、あれを！」

　礼苑の背後に立ち上る砂すな煙けむり。南煌軍の視界にも、ようやくそこに、大軍が押し寄せて来るのが見えた。

　翻ひるがえるのは赤い旗。南煌の宿敵、東煌の旗だ。だとすれば、軍を率いるあの鎧は、雪季王の姿だろうか。王自ら戦地に赴おもむき、数々の死線を潜くぐり抜けてきたという、あの……。

「東煌まで仲間につけただと？」

　背後から迫せまる音に、礼苑は耳を澄すます。重なる蹄ひづめの響ひびきの、なんと心強いことか。

　礼苑の強さは、自分と違ちがうものを否定しないことだ。自分のやり方を人に押し付けるよりも、信しん頼らい関係を作って協力を仰あおぎ、相手の強みを取り入れる。だから、叡春も結局引っ張られてしまう。危機にあって、他国からもこれだけの援えん助じよを集められる。

　王としては未熟だけれど、礼苑は一人ではない。

　これが礼苑の戦い方だ。北煌の、これからの戦い方だ。

「自覚しろ。今、自分たちが誰に刃を向けているのか」

　独りぼっちだった獅し子しは、今や巨きよ大だいな群れの先頭に立つ。

　いつのまにか、恐きよう怖ふはなくなっていた。

「わざわざ忠告しに来てやったんだ。情けと思え」

　芸術など絵空事。でも、その絵空事がどれだけの魔ま力りよくを持っているか、礼苑はよく知っている。一枚の紙きれに描えがかれた小さな画えが、人の一生を狂くるわせるほどの大きな力を持ちえること。実体のない詩しい歌かが、確かな実効力を持った寿ことほぎや呪まじないになりえること。

　最初は噓うそでも、いつか本当になったりする。

　演じているうちに、それが本当の自分になったりするのだ。

　笑え。美しく凶きよう暴ぼうに。

　飼い殺しにしてきた獣じゆう性せいを、晒さらすときだ。

　礼苑の纏まとう空気が、変わった。

「この庭の主あるじは私だ。これ以上荒あらすことは許さぬ」

　低い声が轟とどろき、谷を震わせる。

　冷れい徹てつな言葉は、矢より速く、槍より深く、戟より重く切り込んだ。容よう赦しやない残ざん酷こくさで。

　場が吞のまれる。

　皆みなの視線が釘くぎ付づけになる。

「そこから一歩でも進んでみろ。殲せん滅めつしてくれる」

　強い風が吹ふいて、彼の鬣たてがみのような長ちよう髪はつを揺らし、南煌の掲げる松明たいまつの火を吹き消した。

　礼苑は笑え顔がおだった。その異様な迫はく力りよくが、敵兵一人一人の恐怖心を煽あおった。

　ごうごうと鳴る風に吹き上げられ、彼は確かに、王の威い容ようを纏って見えた。

「即そつ刻こく立ち去れ。二度目はない」

　金の獅子の咆ほう哮こうが響き渡わたる。嵐あらしのように。雷いかずちのように。

「帰って、恭昇に伝えろ」

　漆しつ黒こくの瞳ひとみが煌きらめいた。

「攻せめ込むならば、受けて立つ」
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　南煌、王都・典てん寧ねい。

　南煌軍撤てつ退たいの報を告げに来た官かん吏りは、生きた心ここ地ちがしなかった。

　なにしろ、天てん蓋がいに龍りゆうの躍おどる金の玉座に腰こしかけて、恭昇王はあろうことか、笑っていたのだ。

「ああ、面おも白しろい」

　北煌に差し遣やった軍が戦いもせず撤退してきたというのに、年ねん齢れい不ふ詳しようの侵しん略りやく王は、くつくつ笑い続けている。

「そうか……北は東を味方につけたか」

　官吏は震える声で言った。

「恐おそれ多くも、陛下。どうやら北煌の味方は東煌だけではない様子」

「……」

　鼻眼鏡の奥で、恭昇の鋭するどい目が光る。

「瑞か」

　恭昇は立ち上がった。顔から笑みを失くし、階段を下りてくる。官吏は死を覚悟した。

「相変わらず面白いことをするな、あの少女王は」

　しかし首は切られなかった。再び顔に笑みを取り戻もどした王に、官吏は怖こわ々ごわと、

「あの……よろしいのですか。北煌侵略の計画は？」

「馬ば鹿かだな、お前は」

　恭昇は心底呆あきれた表情で官吏を見下ろす。

「北煌なんて、やろうと思えば簡単に落とせるんだよ。姿を隠かくして忍しのび寄ることもできたのに、大軍団でわざわざ山の悪路を行かせたのは何のためだと思う」

「え……」

「あっちから差し出させるためだ。分からんのか」

　恭昇は、北煌は国境付近の一帯を守り切れず、南煌に差し出すだろうと踏ふんでいたのだ。

「無理やり奪うばうのはつまらないだろう。嫌いや々いやながら手て渡わたすときの、悔くやしくてたまらない相手の顔が、見ていて一番気持ちいいんじゃないか」

「……」

　官吏は言葉を失った。相変わらず、侵略王は発想が飛んでいる。

　恭昇にとって、侵略は享きよう楽らく。脅おどし、強請ゆすり、奪い取る。慈じ悲ひもない冷れい酷こくなやり口に、幾いく人もの王が国を捨て、命を差し出してきた。

「だが北は渡さなかったね」

　碧雲村には南煌から逃にげ出した移民も多く住みついているという。彼らにじっくり罰ばつを与あたえるのはさぞ楽しかったろうが。北煌にとってもよそ者である移民の村を、新王は守りきってみせたわけだ。

「誰だれだか知らないが、なかなか骨がある。虐いじめ甲が斐いがあるじゃないか」

　恭昇は可笑おかしそうに、またくつくつ鼻を鳴らす。

「なんにせよ、今まで不ふ可か侵しんだった范蠡山の山頂は南が取った」

　この一手は大きい。収しゆう穫かくとしては十分だ。

「面白くなってきた。なあ、泪るい？」

　恭昇は唐とう突とつに、そばに控えていた花仙に問いかけた。

　南煌の花仙は、水すい仙せん。青白い肌はだに暗い紫むらさき色いろの瞳、絹糸のような長い髪かみの毛がつるんと肩かたに落ちている。外見は大人しい印象だが、その実、全身から毒を出せるという恐ろしい能力を持つという。

「……陛下、もうおやめなさいませ」

　その水仙仙が苦言を呈ていしても、

「何を言っているんだ」

　恭昇の視線はどこか遠く、うつろな場所に結んでいた。

「まだ始まったばかりだよ」
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　真綿で首を絞しめられるようなもどかしい気持ちで、じっと礼苑の帰りを待っていた蒲公英たんぽぽ。南煌が撤退したという文ふみを受け取っても、心は休まらなかった。礼苑の無事をこの目で確かめるまでは、安心なんてできなかったのだ。

　だから、彼の顔を見たとき、目が潤うるむのを抑おさえられなかった。

「おかえりなさい。よくぞご無事で……」

　蒲公英が言い終わらないうちに、礼苑は彼女に駆かけ寄って、抱だきしめる。

「礼苑……様、その、痛いです」

　蒲公英の耳元で、礼苑は呟つぶやくように言った。

「……こんなにも怖こわかったのは初めてだ」

「え？」

　いつだって自信満々の礼苑が、蒲公英よりもずっと、震ふるえていた。差し迫る戦いくさを勇ゆう敢かんに食い止めてみせた彼。でも、その恐怖の大きさを思うと、蒲公英の方が足がすくんでしまう。

　蒲公英をいよいよ強くかき抱いだきながら、彼は絞しぼり出すように言った。

「死んでも生きて帰りたかった」

「言ってること矛む盾じゆんしてる……」

　礼苑はようやく体を離はなした。両手で蒲公英の肩を摑つかんだまま、いたずらっぽい目で彼女を覗のぞき込み、

「君に会いたかったんだよ」

　そして彼はやっと、いつものように明るく笑う。

「ただいま、小しよう星せい」

「え？」

「君の名前だ。ずっと心で唱えてた」

　そうすれば、彼女の元に戻れる気がして。

「小、星……」

　ちょっとはにかみながら、繰くり返す彼女。礼苑はくしゃっと笑った。

「そう、小星」

　あの日、空からふわりと降って来た、彼女は礼苑の星。

　荒こう野やを彷徨さまよう金の獅し子しを、西の空で明るく照らす、一番星だ。きらきら涙なみだを落としては、礼苑の心に金貨みたいな花を咲さかせる。

　蒲公英は……小星は、笑いながら、やっぱり泣きそうになっていた。

「じゃ、じゃあ……、王になってくださるのですか？」

「ああ、なるよ」

　彼の左手首には、蒲公英の花か印いんが刺青いれずみのようにくっきりと浮うかび上がっていた。

「よ……よかっ……」

　小星の声はやがて嗚お咽えつになる。

「どうして泣くんだよ」

「わっ、分かりません」

　本当に分からない。ただ嬉うれしくて。安心して。感情がめちゃくちゃで。

　礼苑は再び小星を抱き寄せた。今度は優やさしく。

　蒲公英は目を閉じる。彼の腕うでの中は温かかった。

「良い王になりたい。この国を守りたいんだ」

「はい」

　芸術の都として、自由を認め、異質なものを排はい除じよしないこと。変わった人でも、枠わく外がいにはみ出てしまった人でも、安心できる居場所になること。皆みなが芸術を楽しめる、この平和を守り抜ぬくこと。それが北煌の王としての務めだ。

「今回はうまくやり過ごしたが、睡すい蓮れん仙の予知夢は避さけられない未来だ。きっとこれから大きな戦いくさになるだろうな。北煌もぼやぼやしてはいられない」

　守るものが増えるのは恐ろしいことだ。愛するものが増えることは。

「でも、もう一人じゃない」

　一人じゃないことが、強さになる。

「君が俺の花か仙せんで良かった」

　彼女が信じてくれたから、礼苑は彼女の元に帰って来られた。

　綿毛のような繊せん細さいな感受性と、獅子の牙きばのようなしたたかさとを兼かね備そなえる彼女。大きく変わりゆく芸術の都に、今、彼女が花開いてくれてよかった。

「今日から俺は君の王、そして君は俺の花仙だ。共に生きてゆこう……小星」

　小星は押し黙だまり……そして、

「いたたた！」

　気づけば礼苑の両りよう頰ほほをつねっていた。

「え？　どういうこと？　なんで今の流れで!?」

　目を白黒させる礼苑。小星は潤んだ目のまま、

「私はっ、心配ですよ！」

　まるっと信しん頼らいするには、この人は少々危なっかしい。

「礼苑様、あなたは……人のいい面ばかり見る」

　完かん璧ぺきな善人も完璧な悪人もいない。でも、だから世界は面おも白しろいって、小星は今なら思える。

　新しい王は風変りな傾かぶ奇き者もので、とんでもないお人ひと好よし。

　だから。

　小星は涙を拭ぬぐい、笑ってみせた。

「だから私がそばにいて、噓うそを見み抜ぬきます。あなたがあなたのままでいられるように」

　そのために、天は小星を礼苑の元へ送ったのだから。
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　その翌日、礼苑は新王として即そく位いした。

　六門会議は廃はい止しされ、六公は政治的発言力を失った。特に瑠る璃り一門の失しつ脚きやくは甚はなはだしかった。礼苑は瑠璃公を咎とがめなかったが、彼の側近となった叡春が、それを許さなかったのだ。瑠璃公は旧市街から追放され、二度と六華城に立ち入ることはなかった。

　東煌、北煌、瑞湖の三国同盟はほどなくして成立した。北煌の国境にはぐるりと長大な砦とりでが築かれる計画になり──もちろん張りぼてでなくきちんとした石組みの──、北煌に逃のがれたはいいものの職に困っていた多くの移民を救った。

　やたらと装そう飾しよく過多な砦は、もはや芸術品として、後世にまで語り継つがれることになる。夕方になると、西日に照らされ、その砦は金色に輝かがやいたという。
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「よく考えたら、告白まがいのことをしたんじゃないかって、思って」

「よく考えなくても告白ですねえ」

　予定外に長くなった滞たい在ざいの後、ようやく明日、瑞に帰ることになった睡蓮仙・未明。六華城は小星の居室に暇いとま乞ごいをしに来たところ、青い顔をした小星に捕つかまってしまった。

　そう、あのときは必死だったから深く考えなかったけれど、宵よいの宴うたげで、小星は……。

　──誰だれも言わないなら私が言います。あなたのことが好きです。

「ひゃあああああ」

　自分のしでかしたことを思い出し、真っ赤になってうずくまる。

　噓はない。噓ではない。けれど……。

　青くなったり赤くなったり忙いそがしい小星を、未明は小動物でも観察するかのように面白そうに見やって、

「いいじゃないですか、好きなら好きで」

　さらりと言った。

「花仙と王が恋こいに落ちてはいけない決まりはありませんし。結けつ婚こんすることもままある話です」

「けっ……!?」

「私たちが年を取らないことと、子どもを作れないこと以外、何の障害もありませんよ」

　小星はごくりと唾つばを飲み、立ち上がると、未明に詰つめ寄った。

「あの、つかぬことをお訊ききしますが」

「なんでしょう」

「未明殿どのは……その、明遠陛へい下かと……どういったご関係で……」

「さあ、どうでしょうねえ」

　未明はつかみどころのない笑え顔がおで、ゆるりと煙けむに巻いた。

「もっとも、私は、私と明遠の未来を知っていますけれどね。夢で見ましたから」

「えっやだ、教えてくださいよ」

「秘密です。明遠にも言ってません」

「えーっ気になる！」

　若い女性同士が話に花を咲かせるように、きゃいきゃいと盛り上がる二人。その背後に、播家の女によ官かんが音もなく現れた。

「お嬢じようさん方」

「私は男だよ」

「盛り上がっているところ申し訳ないのですが」

　莉々はちら、と窓の外に視線を遣やった。中庭に、見覚えのある姿。

「陛下がお越こしに」

「ひっ！」

　小星は飛び上がった。




　おずおず庭に出た小星。春の陽光で眠ねむりから覚めた花園には、星の金貨みたいな蒲公英たんぽぽが、ちらほら姿を見せ始めていた。

　そんな中、彼は相変わらず、節操のない派手な色しき彩さいの衣ころもを纏まとっている。露ろ出しゆつした左の手首には、蒲公英の花印が見えた。契けい約やくを終え、刺青いれずみのようにくっきりと浮うかび上がったそれは、彼が北煌の王たる証あかしだ。

「小星」

　礼苑はちょっと怒おこったように切り出した。

「君、最近俺のことを避けてるだろう」

「さ、避けてなんかないですよ」

　小星は分かりやすく目をそらす。

「君のくしゃみは自分の噓には反応しないのか？」

「え、ええ」

「まあいい。君は噓がド下手だからすぐに分かる」

「陛下も人のこと言えないくせに」

「ごちゃごちゃ言うな」

　礼苑はぐっと上半身を乗り出し、小星の顔に顔を近づけた。

（ち、近い……！）

　彼の好き勝手跳はねる黒くろ髪かみが頰に触ふれるほど近づいても、小星はその顔を直視できない。体温が上がっているのが自分でも分かる。

「どうして避さける。何かあったのか？」

「それはっ……その……」

　言い淀よどむ小星。そこで、室内からぽやんとした声が飛んで来た。

「小星殿は礼苑陛下のお気持ちを知りたいそうですよ」

　見やれば、窓からちゃっかりこちらを見ている未明と莉々。

「みっ、未明殿！」

　小星は真っ赤になって叫さけんだ。

「野や暮ぼですよ」

　莉々が真顔のまま言うと、

「老ろう婆ば心しん」

　未明は笑顔で答え、さすがに窓を閉めた。あとは二人きりで、ということだろうか。

　困ったのは小星の方だ。こんな状じよう況きようで、いったいどうすればいいのか。

　礼苑は深くため息をついた。

「君はときどきものすごく面めん倒どうくさいよな」

「す、すみません……」

　条件反射で謝る小星を、礼苑はまっすぐ見る。小星も、怖こわ々ごわとではあるが、そのまなざしを受け止めた。太い眉まゆに、不思議に煌きらめく黒い瞳ひとみ。心臓がきゅっとなる。

「小星」

「はい」

「じゃあはっきり言うが」

「……はい」

　礼苑は真ま面じ目めな顔つきで、彼の花か仙せんに告げた。彼の『本心』を。

「俺は君に選ばれて嬉うれしくないし」

　くしゅん。

「君に感謝してないし」

　くしゅん。

「……君のことが好きじゃない」

　くしゅん！

　礼苑はちょっと恥はずかしそうに、彼女の頭をぽんぽん撫なでた。

「そういうことだ」

「よく……分かりました」

　金色の日差しを受け、柔やわらかに舞まい踊おどる綿毛の中で、小星は。

　空も飛べそうなくらい、幸せだった。








あとがき









　お久しぶりです、あるいは、初めまして。天てん川かわ栄えい人とです。拙せつ作さくをお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　こうして『花か仙せん国こく伝でん』の二巻をお届けできるのは、一巻を読んでくださったみなさまのおかげです。本当にありがとうございます。二巻は一巻とは主役も舞ぶ台たいも異なりますが、一巻未読の方はぜひそちらもお読みいただければ嬉うれしいです！

　さて、今回の舞台は芸術の都・北ほく煌こう。一巻の瑞ずいに比べると、お金持ちで派は手でな国です。六門の離り宮きゆうや芸術品の数々を、楽しみながら書きました。みなさまにもお楽しみいただければ幸いです。ただし、例によって中ちゆう華かと言いながらモデルは欧おう米べいの国々なので悪あしからず。

　実は北煌の花か仙せんは最初かすみ草だったのですが、上手うまくはまらず、紆う余よ曲きよく折せつの末、蒲公英たんぽぽになりました。ダンデライオンという英名が好きです。可愛かわいくて強い花だと思います。

　礼れ苑おんは今まで書いたことのないタイプのヒーローでしたが、卑ひ屈くつになりがちな蒲公英をノリと勢いで引っ張ってくれました。私にしては珍めずらしくプロットに手こずらなかったのは、やたら前向きな彼の功こう績せきかもしれません（でも叡えい春しゆんの方が圧あつ倒とう的に書きやすかった……）。

　今回は執しつ筆ぴつ期間がなにかと忙いそがしい時期と重なり、ちょっと身体からだを壊こわしたりもしましたが、やっぱり書くのは楽しいって思えて、幸せな日々でもありました。こうして作家を続けられるのも、読者のみなさまのお力添ぞえあってこそです。書きたい物語がまだたくさんあります。これからも頑がん張ばりますので、応おう援えんしてくださると嬉しいです。よろしければ感想をお寄せください。




　以下、謝しや辞じを。

　一巻から引き続きイラストをご担当いただいた宵よいマチ先生。今回もイメージぴったりで、嬉しかったです。特にカバーの蒲公英があまりにも可か憐れんで……本当にありがとうございました！

　初代編集さま。厳きびしくも温かい助言の数々、今後も大切にいたします。三代目編集さま。サブタイトル、なかなか決められなくてご迷めい惑わくおかけしました。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。その他、出版に関わってくださった全ての方に、改めて厚くお礼を申し上げます。

　いつも応援してくれる友人のみなさま、家族、夫にも感謝を。いつもありがとう。

　そして、今この本を読んでくださっているあなたに、もう一度。ありがとうございました。

　どうかまた、あなたとお会いできますように。






天川栄人




















電子書籍特典　書き下ろし短編













　──礼れ苑おん。私の大切な礼苑。

　──お前だけは私の味方よね？　お前だけは、私のことを愛しているわよね？




　ああどうして伝わらないのだろう。これだけ何度も繰くり返し、愛してる愛してるって、伝えているのに。どうしてそんなに不安な顔をするのだろう。

　どうして、俺が目の前にいるのに。こんなに強く抱だきしめているのに。

　世界で独ひとりぼっちみたいな顔をして、泣くのだろう。




　　　　＊




「ここは万事屋よろずやでもお悩み相談室でもないんですけどね」

　金きん獅じ子し商会。丸まる帽ぼう子しの芸術家・微び秦しんは、ぼやきつつ客に茶を差し出した。向かいに坐すわっているのは叡えい春しゆん。頰ほお杖づえをつき、不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

「最近……いや最近に限ったことではないが、とにかく礼苑が鬱うつ陶とうしい」

「叡春様、本当に人間らしくなりましたよね」

　微秦は呆あきれ半分で言いながら腰こしを下ろした。古こ墨ぼく一門の当主が、宮の外、それも新市街の画商の屋や敷しきで当然のように茶を飲むなんて、以前は考えられなかったものだが。

「陛へい下かのことでお困りなら、小しよう星せい様に相談なさればよいではありませんか」

「礼苑が君のことを好きすぎてうざったいと？　何かにつけて小星の可か憐れんさをまくしたてるし、自分がいかに幸せか強調してくると？　言えるわけないだろう、そんなこと」

「うわあ……」

　微秦は大げさに顔を歪ゆがめ、胸むな焼やけを抑おさえるように胸をさすった。

　即位から早ひと月。礼苑と小星が相思相愛であるという噂うわさは、既すでにすさまじい速さで王都中に広まっている。今さら驚くようなことではないが、それにしても。

「陛下の惚のろ気けには困ったものですね」

「いや、小星が世界一可愛かわいいのは歴れつきとした事実だが」

「あれ、叡春様も面倒くさいやつかな」

　叡春は大おお真ま面じ目めに腕を組んだ。神しん妙みような面おも持もちで、

「かつては彼女に恋心を抱いだいたこともあったが、今となっては兄きよう妹だいのような気持ちだ」

「叡春様は陛下の兄君でしょう」

「礼苑と小星はやがて夫婦になるのだろう、そうすれば小星は僕の義理の妹ということになる」

「こりゃ小星様、この先苦労するな……」

　小星の今後に思いをはせ、遠い目の微秦。そこで叡春は思い出したように、

「それで、注文の品は」

「ああ、忘れるところでした」

　微秦は立ち上がり、机の端はしに置いていた大きな巻物を取り上げる。

「彼女を知る者は少ないので……以前東とう煌こうで宮きゆう廷てい画家をしていた者を探し出して描かせました」

　言いながら、机の上に広げてみせたその画。叡春は指先で顎あごをさすりつつ、とっくりと眺ながめた。微秦は注文主を上うわ目め遣づかいで見上げ、

「多分に印象で描いているとは思いますので……修正させますか？」

　叡春は首を振った。薄く笑みを浮かべ、

「良い出来だ」




　　　　＊




「なんて……素す晴ばらしい」

　六華城。叡春の届けたその画を前にして、礼苑と小星は感動で目を輝かがやかせた。

　額装されたその画に描かれていたのは、儚はかなげな女性だった。少し首を傾かしげ、大きな目でどこか遠くを見ている。哀かなしそうでも、嬉うれしそうでもあり……不ふ思し議ぎな魅み力りよくを湛たたえていた。

「僕からの登極祝いだ」

「ありがとう、兄上」

　礼苑はそう言ったきり、画に釘くぎ付づけになってしまう。小星は叡春に問うた。

「礼苑様の母君ですか？」

「よく分かったな」

　小星は苦笑する。礼苑のあの表情を見て、気づかないわけがない。

　彼の母。会ったことはないし、既に亡なくなっている。だからこれまで、どこか靄もやの向こうにいるみたいに感じていた。でも今、この画を目の前にすると。

「ときに、画は言葉よりはるかに説得力がありますね」

　まざまざと実感する。彼女が生身の人間として、確かに生きていたのだと。

「結局、言葉で伝えられることには限界があるのですね」

「画家ならこう言うだろうな。画で伝えられることには限界があるって」

　叡春と小星は微笑ほほえみを交わし合った。

　芸術の国に生きる者には分かっている。きっと、どんなに手を尽くしたって、表現できないことの方がずっと多いんだって。だから、言葉を並べ、絵筆を重ねる。どうしたって伝わりきらないものを、それでもどうにか、届けようとして。

「ごゆっくり」

　未だ画から目を離さない礼苑と小星を残し、叡春は立ち去った。

　しばらくして、ようやく礼苑が息をついた。振り返るや、ずかずか近づいてくる。

　そしておもむろに、小星を真まっ直すぐ見つめて。

「小星」

「はい？」

「好きだ」

　小星は一瞬赤くなりかけて、すぐに冷静になった。

「……あの、なぜ今？」

「今そう思ったからだ」

　礼苑は相変わらずの脈みやく絡らくのなさで、滔とう々とうと喋しやべる。

「俺は君が好きだ。君の全部が好きだ。君が怒っているときでさえ、なんて美しいんだろうって思う。俺はどこかおかしいんだろうか」

「陛下がおかしいのは今に始まったことではありませんが」

　小星はそろそろ礼苑の奇行にも慣れてきたので、つい条件反はん射しやで淡たん々たんと返してしまう。でも、本心はやっぱり嬉しい。好きな人が自分を好きでいてくれるって、奇跡みたいだと思う。

「ありがとうございます。どうやってお返しすればよいか分かりません」

　素直にそう言った後、小星は礼苑の腕にそっと触ふれた。彼の身体からだは少し、少しだけ、強こわ張ばっていた。

「せめて、私の側では安心していてください。そんなに不安そうな目をしないで」

　礼苑は少し驚いたように目を見開いた。その後、浅く息を吐く。

「……君は何でもお見通しなんだな」

「私は陛下の花か仙せんですから」

　礼苑の母は、北ほく煌こうを追い出され、心を病やみ、東とう煌こうで亡くなった。礼苑の代名詞でもある奇抜な服装は、元々は母を元気づけようとして始めたものだ。彼は母を愛していた。だから……、紙を介しての十数年ぶりの再会は、喜びと共にきっと、別れの辛さも蘇よみがえらせてしまう。

「母上を愛していた。伝わらなかったけれど」

　何度愛していると伝えても、最後まで、母は世界に一人きりみたいな顔で泣いていた。礼苑の愛は伝わらなかったのだ。そして母は礼苑を置いて行ってしまった。

　礼苑は今でも怖い。過か剰じようなくらい言葉を重ねてしまうのは、伝わらないのが怖いからだ。

「どれだけ君を好きだか、きっと伝わってないだろ」

　きゅっと目をすがめる礼苑。小星はそっと彼の手を取り、指を絡めた。

「十分すぎるほど伝わっていますよ」

　小星の柔らかな笑みが、礼苑の不安を解いてゆく。きっとこの先もずっと。

「大丈夫ですよ。おそばにおります」

「そうだな。……ありがとう」

　礼苑は肩の力を抜き、そして、不意にこんなことをうそぶいた。

「今日は小星とは一緒に夕ゆう餉げを取りたくない気分だな」

　くしゅん！

「え、何ですか今の無意味な噓うそは」

　混乱する小星を前に、礼苑はふわふわ浮かんだ綿毛を一つ摑つかみ、額がく縁ぶちにそっと乗せた。

「母上がお一人では寂さびしかろうから」

　慈いつくしむようなまなざしを、画の中の母に投げかけて。彼は言った。

「今晩は一緒にいてあげてくれないか？」

　小星は笑顔で頷うなずき、礼苑と共に室を去ろうとする。しかし、不意に目をぱちくりさせると、一いつ瞬しゆん足を止めて室の中を振り返った。

「どうした、小星？」

「いえ……何か聞こえた気がしたのですが」

　まさか画が喋るわけもなし。気のせいだろう。

（でも、もしかしたら、なんて）

　小星はもう一度、額の中の女性を見やる。先ほど不意に頭によぎった声を思い出しながら。

『どうか、礼苑をよろしくね』

　決意を込めて頷いて、小星は先を行く礼苑の元へ駆かけた。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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